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はじめに




Episode.2 『Bride　─花嫁─』




　あとがき







　　　　はじめに




　はじめまして、あるいはお久ひさしぶりです。著ちよ者しやの加納正顕かのう・まさあきです。

　本書を手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。




　本書は『ダブルクロス The 3rd Editionリプレイ・デイズ（以下『デイズ』）』シリーズの第二巻かんにあたります。当然ながら、前巻の内ない容ようを踏ふまえて書かれておりますので、未読の方はぜひとも先に既き刊かんをお読みくださいませ。




　さて、本書はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 3rd Edition（以下ＤＸ３）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略りやく称しようで、麻まー雀じやんやトランプのようなテーブルゲームの一種です。プレイにはゲーム機などを必要とせず、筆記用具とサイコロ（ダイス）、ルールブック、そして一いつ緒しよに遊ぶ仲間がいれば誰だれにでもプレイができます。

　このゲームでは、参加者は各自一体ずつのキャラクターを作成し、ＧＭ（ゲームマスター）と呼よばれる進行役の管理のもと、会話によって物語を進めていきます。




　このリプレイで使用するＴＲＰＧ『ＤＸ３』の舞ぶ台たいは、現げん代だいにごく近い近未来。一見何の変へん哲てつもない平へい穏おんな世界は、実はレネゲイドと呼ばれる特とく殊しゆなウィルスの侵しん蝕しよくにより変へん質しつしており、その陰かげではレネゲイドによって超ちよう常じよう能のう力りよくを得たオーヴァードと呼ばれる存そん在ざいたちが戦いを繰くり広ひろげています。




　そして本書のようなリプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景や楽しさを、読み物として書き起こしたものです。本書をお読みになれば、ＴＲＰＧの楽しみというものを感じていただけるかと思います。




　それでは、説明はここまでにして、本ほん編ぺんに入りましょう。

　最後までお付き合いのほどをお願いいたします。







　　　　前回のあらすじ




　世界有数の大だい財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司し・鷺さぎ乃の宮みやキョウと、彼が日夜求愛しては玉ぎよく砕さいしている快かい活かつな美少女・藤堂凛々花とうどう・りりかのふたりは、文化祭の準じゆん備びを終えた帰り道に不気味な空間に迷まよい込こんでしまう。その中で怪かい物ぶつに襲おそわれ、東雲しののめと名乗る人物に命を救われるキョウと凛々花。だが、東雲はその際さいに重じゆう傷しようを負ってしまう。彼を助けようとしたふたりは、超常の力を得るウィルス、レネゲイドに感かん染せん、オーヴァードとなって怪物を倒たおす。

　キョウの覚かく醒せいに目をつけたのは、その祖そ父ふであり鷺乃宮家の現げん当とう主しゆ、〝御ご前ぜん〟こと鷺乃宮玉ぎよく皇おうであった。彼は古くから街の裏うら側がわで眠ねむり続ける『神』、マガツヒの力を得るため、キョウの力を利用しようと計画。罠わなにかかったキョウと凛々花は御前の手に落ちる。

　その最中、凛々花の兄・藤堂斗と月げつ、その友人で生徒会長の雲雀風見ひばり・かざみもまた事じ件けんに巻まき込こまれ、ともにオーヴァードとして覚醒を果たした。彼らはマガツヒを滅ほろぼすため街に来ていた東雲と出会い、凛々花、そしてキョウを救い出す。

　御前こそ黒くろ幕まくと知った彼らは鷺乃宮本家に乗り込み、熾し烈れつな戦いの末に御前を倒す。だが、その直後に不完全ながらも神としての姿すがたを現あらわすマガツヒ。その時、キョウに宿った『神殺し』の力が覚醒、マガツヒを完全に滅ぼしたのであった。
















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




　昨日と同じ今日、今日と同じ明日。

　世界は繰くり返かえし時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、世界はすでに変へん貌ぼうしていた──。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　二〇一一年、秋。筆者は東京都某ぼう所しよにあるＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．事じ務む所しよを訪おとずれていた。

　むろん、本書『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デイズ②』収しゆう録ろくのためだ。




『ＤＸ３』の新たな王道リプレイを、ということで、人気声せい優ゆう・岡本信彦おかもと・のぶひこ氏をプレイヤーに迎むかえて始まったシリーズである『デイズ』。一巻かんでは、平凡な日にち常じようを過すごす四人の少年少女たちが、レネゲイドという超ちよう常じようの力に目覚め、非ひ日常の世界に足を踏ふみ入いれるまでを描えがいた。

　そこで生み出されたのは、いずれ劣おとらぬ個こ性せい豊ゆたかなＰＣたちだ。




　世界有数の金持ちの家に生まれ、世間知らずで甘あまえん坊ぼうな「若わか君ぎみ」、キョウ。

　そのキョウに求きゆう婚こんされ続ける薄はつ幸こうの美少女、凛々花。

　凛々花の兄、質しつ実じつ剛ごう健けんで無口な巨きよ漢かん、斗月。

　見た目は美少女、中身は男子の生徒会長、風見。




　中でも、岡本氏のキャラクター──鷺乃宮キョウは特に強きよう烈れつなインパクトがあった。なにせ、「金持ちのボンボン」で「徹てつ底てい的てきにダメなやつ」なのである。

　この少年がこれからどんな試練を乗のり越こえ、どのように成長していくのか。

　そして、『ＤＸ３』のデザイナー・矢野俊策やの・しゆんさく氏によるもうひとつの王道シリーズ、『ナイツ』とどのように絡からめていくのか──そのためのシナリオを考えていた時、筆者の頭にあるキーワードが浮うかび上がった。

　そのキーワードとは「結けつ婚こん」。

　前ぜん述じゆつの通り、当初からキョウは凛々花にしつこいほどに求婚を繰り返している。ならば、いっそそれをシナリオのテーマにしてしまうのはどうだろう？

　キーワードをひとつ思いつくと、シナリオの内ない容ようやギミック、そして『ナイツ』とのリンクをどうするかなども浮かんでくる。

　そうこうするうちに、筆者は今回のシナリオを用意した。前巻のシナリオは、いわばプロローグ。今巻から、彼かれらは本ほん格かく的てきにオーヴァードやレネゲイドの世界に足を踏ふみ入いれ、熾し烈れつな戦いに巻まき込こまれることになるのである。

　果たして、ＰＣたちはどのように戦い抜ぬくのだろうか……？




　　　　＊　　　＊　　　＊




「おはようございまーす！」




　そんなわけで、筆者を含ふくめ五人の男女が時間通りに集合と相成った。

　それでは、まずは本リプレイに参加するプレイヤーを紹しよう介かいしよう。





▼岡本信彦



　プロ・フィット所しよ属ぞくの声優。主な出しゆつ演えん作さくは『バクマン。』（新妻エイジ役）、『いつか天てん魔まの黒ウサギ』（セルジュ・エントリオ役）など多数。アニメやゲーム、映えい画がなど、その活かつ躍やくの幅はとても広い。

『ＤＸ３』のプレイ経けい験けんはほとんどないながらも、そのゲームに対する勘かんはただものではなく、見事なプレイングとロールプレイで場を盛もり上あげる。

　本リプレイでは、世間知らずな大金持ちのボンボン、「若君」こと鷺乃宮キョウを演えんじる。





▼渋沢佳奈しぶさわ・かな



『アリアンロッドＲＰＧ２Ｅ』などで活躍中のイラストレーター。大おお阪さか在ざい住じゆう。ＴＲＰＧをこよなく愛し、カルピスを燃ねん料りようにして動く。弱点はピーマン。幼よう女じよを好むが、その愛は純じゆん粋すいにして清らかなものらしい。

　ロールプレイの巧たくみさとゲームデータの運用能のう力りよくに定てい評ひようのある筋すじ金がね入りのゲーマー。本リプレイでは、病弱な身体からだを持ち、呪のろいに苦しめられる薄幸の少女・藤堂凛々花を演じる。





▼矢野俊策



『ＤＸ３』のゲームデザイナーにして作家。筆者にとっては偉い大だいな先せん輩ぱいである。

　穏おだやかな風ふう貌ぼうながら、心身ともに追おい詰つめるギリギリのシナリオとゲームバランスを好む。本シリーズと連動するリプレイ『ナイツ』の著ちよ者しやであり、その苛か烈れつさはそちらでも如によ実じつにうかがえる。是ぜ非ひ、本書と合わせて楽しんでいただきたい。

　本リプレイでは、凛々花の兄にして寡か黙もくな格かく闘とう家か、藤堂斗月を演じる。





▼中村やにお



　数多あまたのゲーム記事を手て掛がけ、二〇一一年一二月に『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・アカデミア①』を上じよう梓ししたライター。その筆名は愛あい煙えん家かであることに由来する。

　場の空気を読むことに長たけ、顰ひん蹙しゆくを買わずにきわどい発言や一発ネタを叩たたき込こむという特とく技ぎを持つ。矢野氏同様、筆者にとっては偉大な先輩ライター。

　本リプレイでは、学園一かわいい美少女生徒会長（性せい別べつ：男）、雲雀風見を演じる。




加納（以下、ＧＭ）：はい、それでは『デイズ』二巻の収録を始めたいと思います！　皆みな様さま、本日もよろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：おかげさまで、『デイズ』一巻も好こう評ひようをいただいております。やっぱりキョウくんのキャラが鮮せん烈れつだったのがよかった。

岡本：本当ですか！　ありがとうございます！

矢野：あのキャラは強烈でしたからね（笑）。

渋沢：キョウくん、ピュアですごくかわいかった……。

やにお：普ふ通つう、ＰＣ①であのキャラは出てこないよ（笑）。

岡本：褒ほめられた……！　よし、今日も頑がん張ばろう（笑）。

ＧＭ：では、さっそくプリプレイを……って渋沢さん何してんの。

渋沢：（身体を左右に揺ゆらしつつ）いやあ、セッションが楽しみすぎてつい身体が動いてしまうんですよ……。

矢野：喜びの表ひよう現げんなのか……（笑）。

ＧＭ：まあ楽しそうなのはなによりだ。では、まずはトレーラーから読み上げますね。




●トレーラー

　──ウェディングケーキはこの世で最も危き険けんな食べ物である。（アメリカのことわざ）




やにお：ねえねえ、いきなり口挟むんだけどさ。

ＧＭ：は、なんでしょう。

やにお：これ、本当にあることわざなの？

ＧＭ：あります。

渋沢：わ、わたし、この段だん階かいでもう不ふ穏おんな気配を感じるんだけれど……（笑）。

岡本：キョウくんが喜ぶ展てん開かい？（一同笑）

ＧＭ：では、続きを読み上げますねー。




　結婚。

　男と女が出会い、恋こいに落ち、結ばれる。──それは神しん聖せいな契けい約やくにして、人生最大の転機。

　余あまりにも早く、そして余りにも唐とう突とつに、若わか者ものたちにその瞬しゆん間かんが訪おとずれようとしていた。




渋沢：ええええええええ!?　もう!?　もう訪れちゃうの!?（笑）

岡本：キョウとしては願ったり叶かなったりですよ！

ＧＭ：はっはっはっ、若者たち、としか書いてないじゃないですか。

渋沢：そ、そうですよね！（笑）




　純じゆん情じよう可か憐れんな花はな嫁よめを巡めぐり、錯さく綜そうする人々の思おも惑わく。

　神に誓ちかいを立てるため、熾し烈れつな戦いの幕まくが上がる。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デイズ』Episode.2

「Bride　─花嫁─」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




ＧＭ：とまあ、今回はこういうシナリオで行こうかと思います。

渋沢：ちょっと待って！　このトレーラー、結婚のことしか書いてないよ!?　オーヴァードとかレネゲイドとかどこにいったの!?（笑）

矢野：事件とか敵に関する情報がどこにもないぞ。本当に『ＤＸ３』なのか、これは（笑）。

やにお：はっはっはっ、こりゃひどい。シリアスさのかけらもない！

岡本：（いい笑顔で）僕ぼくはいいと思いますよ。

渋沢：そりゃキョウくん的にはそうかもしれないけど！（笑）

矢野：これでどんなシナリオになるんだろう……。ＧＭ、早くハンドアウトを（笑）。

ＧＭ：は、ではまずはキョウくんから。

岡本：はーい。




鷺乃宮キョウ用ハンドアウト


ロイス：美み津づ野のアンナ　　　推すい奨しよう感かん情じよう　Ｐ：誠せい意い／Ｎ：隔かく意い



　御前との戦いから一ヶ月。鷺乃宮家の当主となり、キミは最も早はや時の人となってしまった。

　当主としての責せき務むや変化した生活環かん境きようにようやく慣なれてきたある日、メイド長のアンナが恭うやうやしくお辞じ儀ぎをしながらキミにひとつの進言をする。当主たるもの、すぐにでも伴はん侶りよを迎むかえねばならない。

　つまり──結婚相手を選べというのだ！

　そしてキミの脳のう裏りに浮うかぶのは、たったひとりの少女の姿すがたであった。




岡本：（間かん髪はつ入いれず）ですよね！（一同爆ばく笑しよう）

渋沢：そうなの!?（笑）

矢野：……おいＧＭ、やっぱり結婚のことしか書いてないように見えるんだが。

ＧＭ：今回のシナリオにおいては必要十分な情報なんですよ。

渋沢：もう、とことん追おい詰つめられてる気がする（笑）。

岡本：はっはっはっ、よいではないか（笑）。

渋沢：よくない！（笑）そもそも、まだキョウくんも凛々花も一六歳さいでしょ？

岡本：そこは婚こん約やくというかたちにすればよいのだ。事じ実じつ婚こんという言葉もあるぞ！（笑）

やにお：ノリノリだなあ。

ＧＭ：では、続けて凛々花のハンドアウトを読み上げましょう。

渋沢：ふ、不安だ……。




藤堂凛々花用ハンドアウト


ロイス：鷺乃宮キョウ　　　推奨感情　Ｐ：任にん意い／Ｎ：任意



　街全体を巻まき込こんだ激はげしい戦いが終わり、キミは再ふたたび平へい凡ぼんな日常生活を取とり戻もどしていた。

　だが、その平へい穏おんは突とつ如じよとして粉ふん砕さいされる。鷺乃宮家当主が結婚相手を選ぶことになり、当然の帰結としてキミに白羽の矢が立てられたからだ。

　……そして、求婚が始まった！




渋沢：「そして」じゃないよ！　ずっとされてるよ！（笑）

矢野：改めて始まる、ってことなのか…………。

岡本：（満面の笑えみで）結婚ですよ！　改まるに決まってるじゃないですか！　ねえ！（一同爆笑）

渋沢：水を得た魚みたいになってる！（笑）

やにお：しかもこのハンドアウト、「キョウに求婚されます」のひと言でまとまるよね。

矢野：…………しみじみひどいハンドアウトだな（笑）。

渋沢：トレーラーからここに至いたるまでツッコミどころしかないじゃないですか！

岡本：僕はいいと思いますよ。

渋沢：ブレない！　岡本さんがまったくブレない！（笑）

ＧＭ：そこはまあ、色々と仕し掛かけを考えておりまして。

矢野：まあ、そうじゃないと困こまるからな。

渋沢：ううう……。でもプレイヤーは凄すごく楽しみです。凛々花は大変だろうけど（笑）。

ＧＭ：そう言っていただけるとうれしい。それでは、次は斗月のハンドアウト。

矢野：うむ、来るがいい。




藤堂斗月用ハンドアウト


ロイス：藤堂凛々花　　　推奨感情　Ｐ：庇ひ護ご／Ｎ：恐きよう怖ふ



　最愛の妹と共に巻き込まれたあの戦いから一ヶ月、キミは再び妹のピンチに直面することとなった。かねてよりキョウに求愛されていた妹・凛々花が、今度は鷺乃宮家から未来の花嫁として所望される運びとなったのである。

　兄としてこの事じ態たいを看かん過かはできない。妹の身を守るため、キミはふたたび立ち上がった。




矢野：……所望って言われてもなあ（一同笑）。

岡本：「余よは凛々花を所望する！」って感じですね！

渋沢：「所望」って、人に対して中々使わない日本語だよね!?（笑）

矢野：うん、まあ、これしかないな。「妹と結婚したければ、この俺おれを倒たおせ」（笑）

やにお：立たち塞ふさがっちゃったよ。

岡本：相手にとって不足なしですよ！　凛々花との結婚のために！

矢野：…………ム。許ゆるさん。

渋沢：そしてやっぱり結婚のことしか書いてない……。どうなっちゃうんだろう（笑）。

やにお：あとはまあ会長だけなんだけど……。

岡本：こう畳たたみ掛かけられると期待しちゃいますね。

渋沢：わたしは不安です！（笑）

ＧＭ：それでは、最後に会長へのハンドアウトを読み上げましょう。

やにお：ほーい。




雲雀風見用ハンドアウト


ロイス：美津野アンナ　　　推奨感情　Ｐ：好こう奇き心しん／Ｎ：憐れん憫びん



　キミがオーヴァードとなって一ヶ月が過すぎた。超ちよう能のう力りよくを手に入れたからと言って日常生活は劇げき的てきに変わることもなく、キミは今日も今日とてかわいい。

　そんなある日、鷺乃宮家のメイド長が訪たずねてきた。なんでも若君の求婚を成功させるため、特とく別べつ顧こ問もんとしてキミを招まねきたいという。面白そうなその提てい案あんに、キミはすぐさま頷うなずいた。




やにお：はっはっはっはっはっ！　特別顧問！（笑）

渋沢：特別顧問って何!?（笑）

やにお：これは一も二もなく頷くね。「特別顧問」って書いた腕わん章しようつけるよ（笑）。

渋沢：ま、まあ会長らしいというか……。

やにお：でも、実は会長はあんまりアドバイスできないよ。

矢野：あ、そうなの？

やにお：だってほら、会長は求婚される側だから（一同爆笑）。

渋沢：ほんとだ！　かわいいって言われる側だよ！

岡本：会長はかわいいですからね。仕方ないですよ。

やにお：ま、面白そうだから話はあわせるよ。

矢野：……そうか、今回はキョウ＆会長ＶＳ藤堂兄妹きようだい、ということになるのか。

やにお：任まかせておいてください、岡本さん。絶ぜつ対たいに成功させてみせますよ（一同笑）。

岡本：なんと頼たのもしい！

渋沢：不安だ……（笑）。

ＧＭ：というわけで、以上の導どう入にゆうで今回のシナリオを始めようと思います。

渋沢：け、結局「キョウくんが凛々花にプロポーズする」以外の情じよう報ほうが何もない（笑）。

矢野：一〇年以上ダブルクロスに関わってきたが、まれに見るひどさだ。っていうか、もういっかい聞くぞ。本当に『ＤＸ３』なのか、これ（笑）。

ＧＭ：当然じゃないですか。いやだなあ矢野さんったら。

やにお：どこにもオーヴァードやレネゲイドの事じ件けんのにおいがしないよね（笑）。

岡本：それだけ結婚は大事なことなんですよ。

渋沢：何か違ちがう！　結婚が大事なことなのは否ひ定ていしないけど（笑）。

ＧＭ：はっはっはっ、みなさんとてもいい反応で俺は嬉うれしい。
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ＧＭ：というわけで、これからみなさんには成長作業を行っていただきますが、キョウくん以外の三人にも今回からＤロイスを導入しようと思います。

渋沢：やったー！




　Ｄロイス──ディスクリプトロイスとは、そのキャラクターに関係の深い人物を表す通つう常じようのロイスとは違い、特とく殊しゆな設せつ定ていや能のう力りよくを表すロイスだ。キョウは「神殺し」という本キャンペーンオリジナルのＤロイスを取得している。

　同様に、他の三人も今回からＤロイスをひとつ選ぶこととなった。これで、凛々花、斗月、風見の三人をさらに細かくゲームのデータとして表現できるのである。




　ルールブックを参照しつつＤロイスを選び、また前回で得た経けい験けん点てんを使用して成長作業を行うプレイヤーたち。

　いくらかの時間が過すぎ、四人は新たな力に目覚めたのである。




▼鷺乃宮キョウ　───岡本信彦

ＧＭ：それでは、ＰＣ①のキョウから順にどういう成長をしたのか報ほう告こくをお願いします。

岡本（以下、キョウ）：はーい。まずは《ジャイアントグロウス》を取得して、広こう範はん囲いに攻こう撃げきができるようになりました。

やにお：おー、なるほど。

渋沢：キョウくんの攻撃力で範囲攻撃は頼もしいなあ。

キョウ：これで敵てきがたくさん出てきてもばっちりですよ！　あとは《ブラッドバーン》と《爪剣》を１レベルずつ上げて、経験点は１点余り。これは今後のために残しておきます。

矢野：攻撃力が着実に上がった感じですね。

ＧＭ：堅けん実じつなレベルアップだなあ。では、次に固定ロイスを教えてください。




『ＤＸ３』のＰＣは、セッション開始時に必ず三つのロイスを持っており、これを固定ロイスと呼よぶ。その時気にかけている人物などが選ばれることが多い。また、Ｄロイスは必ず三つの固定ロイスのうちのひとつとして選ばれる。




キョウ：固定ロイスはＤロイスの「神殺し」と、それともちろん凛々花だ。あとのひとつは、東雲に取っておくぞ。

渋沢：東雲さん、街から出てどこに行っちゃったのかな……。

ＧＭ：今のところは不明です。




　東雲。『遺い産さん』と呼よばれるアイテムを破は壊かいする力を持つ正体不明のオーヴァードであり、キョウたち四人にオーヴァードとしての戦い方を教えた、師し匠しようのような存そん在ざいである。

　また、彼は矢野俊策によるリプレイシリーズ『ナイツ』にも登場している。そこでどのような役やく割わりを演じているかは──是非、『ナイツ』本ほん編ぺんをご覧らんいただきたい。




やにお：『ナイツ』には出てくるんだよね？（収録時、まだ『ナイツ』一巻は未発売）

矢野：うん、出てくるよ。どう出てくるかはお楽しみ（笑）。

キョウ：なんと！　では再さい会かいを楽しみにしておくとしよう。というわけで、余は以上だ！

ＧＭ：了りよう解かいです。
















▼藤堂凛々花　───渋沢佳奈

ＧＭ：では、次は凛々花ですね。

渋沢（以下、凛々花）：はーい。まず、エフェクトは新しく《支し配はいの因いん子し》を取得して、４レベルまで上げました。敵てきの攻撃力を一ラウンドだけぐんと抑おさえることができます。

矢野：おお、それは強い。非ひ常じように助かる。

凛々花：で、残りの１点で〈芸げい術じゆつ：料理〉を取りました。がんばってお料理勉強して、ちょっとだけ上手じようずになりましたよ。たった１レベルですけれど。

キョウ：余のお弁べん当とうのためか……！（笑）

矢野：…………（無言で何か笑顔を浮うかべている）。

やにお：斗月くんから危き険けんなオーラが出るね（笑）。

凛々花：わたしの料理一番食べてるの、お兄ちゃんだから！（笑）

矢野：…………ム。

キョウ：人生換かん算ざんか！　だが、これからは………！（笑）

ＧＭ：なんか対たい抗こう心しんを燃もやしている（笑）。では、固定ロイスをお願いします。

凛々花：は、はーい。まず、Ｄロイスの「起き源げん種しゆ」を取りました。これで侵しん蝕しよく率りつが上がると、ダイスは増ふえない代わりにエフェクトのレベルがどんどん伸のびます。

キョウ：さらに凛々花の支し援えん能力が高まるわけなのだな。

矢野：凛々花が判はん定ていすることはほとんどないから、ベストの選せん択たく肢しだろうなあ。

凛々花：ふふふ。で、固定ロイスはお父さんとお母さんにしました。キョウくんはシナリオロイスでもらえますし（笑）。

ＧＭ：なるほど。ちなみに、シナリオロイスのキョウへの感情はどうしました？

凛々花：どうしようかなー……。

やにお：〝純じゆん愛あい〟とかにするといいと思うよ？　前も〝純愛〟じゃなかったっけ？（笑）

矢野：じゃあ、ネガティブは〝侮ぶ蔑べつ〟がいいんじゃないか。

凛々花：なんでもうお兄ちゃんと会長は戦い始めてるの!?（笑）

キョウ：戦いは既すでに始まっておったのか……（笑）。

凛々花：プレイヤー間でやるなー！（笑）　ええと、ネガティブは〝不安〟にします。表に出てるのは〝誠意〟のほうで。

ＧＭ：は、わかりました。
















▼藤堂斗月　───矢野俊策

ＧＭ：では、次に矢野さん、斗月の成長報告をお願いします。

矢野（以下、斗月）：…………ム、俺か。じゃあまずエフェクトだが、新しん規きに《グラビティガード》を３レベルで取得した。多少の攻撃なら捌さばいてダメージを軽けい減げんする。

やにお：おー、武ぶ術じゆつ家かっぽい。

凛々花：かっこいい！

キョウ：くっ、さすがはお義兄にい様。

斗月：……誰だれが義兄あにだ。あと、《巨きよ人じんの斧おの》を１レベル上げた。これで残りは１点。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、Ｄロイスと固定ロイスをお願いします。

斗月：Ｄロイスは「守しゆ護ご者しや」だ。複ふく数すうが攻撃された時、それを自分ひとりで引き受けることができるという能力だな。これと凛々花の《支配の因子》、俺の《グラビティガード》があれば、結けつ構こうもつだろう。

ＧＭ：なるほど、防ぼう御ぎよ力りよくが順当に上がっていますね、斗月らしい。

斗月：あと、固定ロイスは父親と祖そ父ふを残している。以上だな。

ＧＭ：は、わかりました！
















▼雲雀風見　───中村やにお

ＧＭ：では、トリは会長がお願いします。

やにお（以下、風見）：会長です。さらにかわいくなりました。

凛々花：会長は元からかわいいのにもっとかわいくなったの？

風見：うん、すごくかわいくなった。具体的には《先手必勝》のレベルを５まで上げたので、行こう動どう値ちが19になった。

凛々花：それはかわいさなの!?（笑）

風見：もちろん。会長がかわいすぎるから周りの動きが鈍るんだよ。なので相対的に早くなる。

凛々花：そんなもんなの……？（笑）

風見：ちなみに、これは雑魚ざことかを真っ先に片かた付づけよう、という目もく論ろ見みなんだよ。

ＧＭ：なるほど、了解です。

風見：で、《風の渡わたし手》も５まで上げたよ。より速く、より広範囲にかわいさを振ふりまく会長であった。一発でかいの撃うったらガス欠になるけどね。

凛々花：すごーい、会長かわいい（笑）。

風見：で、残った経験点１点で〈知ち識しき：オカルト〉を１レベル取った。オカルトマニアなところを押おし出だしていこうかと。

キョウ：そういえば前回そんな話をしていたのう。

ＧＭ：なるほど、了解です。固定ロイスはどうしましたか？

風見：うん、まずはＤロイスの「亜あ純じゆん血けつ」を取って、その効こう果かでソラリスの《女王の降こう臨りん》というエフェクトを取りました。

斗月：…………ム、それは便利だ。

キョウ：どういうエフェクトなのだ？

風見：自分の行動を使わずに、セットアップで支し援えんエフェクトを使えるようになるよ。キョウくんに使ったり、自分に使ったりする。

キョウ：おお、それはありがたい！

風見：あと、《女王の降臨》って名前がいい。これが一番の理由（一同爆笑）。

凛々花：会長はどこまで行っても会長だなあ（笑）。

ＧＭ：は、了解です（笑）。

風見：で、固定ロイスは斗月くんと、いとこの雲雀宏こう一いちくん。こんなところかな。
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ＧＭ：では、次にＰＣ間ロイスを決めますね。キョウ[image: ]凛々花[image: ]斗月[image: ]風見[image: ]キョウ、という順で取得するんですが……キョウくんはもう凛々花のロイスがあるんですよね。

キョウ：うむ。感情は変わらず〝幸福感〟と〝恥ち辱じよく〟だぞ！

凛々花：ブレないなあ（笑）。

キョウ：うむ。ここでブレたら余ではないからな！　もちろん〝幸福感〟が表なのだ。

斗月：…………その意い志しの強さは評ひよう価かする（笑）。

ＧＭ：では、凛々花は斗月のロイスを取得してくださいな。

凛々花：はーい。わたしも前と同じで、〝幸福感〟と〝厭いや気け〟で、〝幸福感〟のほうが表に出ています。大好きだけど、ちょっと口うるさいのが玉たまに瑕きず（笑）。

斗月：…………悪い虫がつかないようにしないといかんからな。

キョウ：そうですな、お義兄様。

斗月：…………誰が義兄だ、誰が。

ＧＭ：は、ではそんな斗月お兄ちゃんは風見へのロイスです。

斗月：…………ム。とはいえ、俺もここは変わらん。〝感服〟と〝隔かく意い〟で、表に出ているのは〝感服〟のほうだ。

ＧＭ：了解です。では、最後に風見からキョウ。

風見：はいはーい。面白そうなのでポジティブの〝好こう奇き心しん〟を表に出してて、やっぱりどこかに〝不安〟を感じてる。ま、今回は好奇心一〇〇％で関わるよ。面白そう（笑）。

キョウ：うむ！　存ぞん分ぶんに来るがよいぞ！

ＧＭ：了解です。では、少し休きゆう憩けいしてからセッションを始めましょう！




　こうして、キョウの求婚をテーマに、四人のドタバタ劇げきが始まろうとしていた。

　だが──その裏うらでは、巨きよ大だいな戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされようとしていたのである。




















《ジャイアントグロウス》　肉体の一部を巨大化させ、強化することで広範囲に攻撃するエグザイルのエフェクト。

《支配の因子》　領域内のすべてを掌握することで敵の動きを支配し、攻撃力を殺ぐオルクスのエフェクト。

起源種　エフェクトを増幅する力に特化したオリジナルのレネゲイドに感染したオーヴァードであることを表すＤロイス。

《グラビティガード》　重力場によって攻撃を受け止めるバロールのエフェクト。

守護者　人を守ることに長けていることを表すＤロイス。

亜純血　クロスブリードの片方のシンドロームの力がより強く発現していることを表すＤロイス。

《女王の降臨》　超速で薬品精製を行うソラリスのエフェクト。

雲雀宏一　リプレイ『アカデミア』シリーズに登場するＮＰＣ。太平洋に浮かぶ孤島の学園都市、オーヴァードアカデミアで生徒会長を務める少年。
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◆Opening 01◆メイド長は見た


─── Master Scene






　その日、鷺乃宮家のメイド長・美津野アンナは、巨きよ大だい図書館にも匹ひつ敵てきする蔵ぞう書しよ量りようを誇ほこる鷺乃宮本家の資し料りよう室しつに居いた。豊ほう満まんな肢し体たいを瀟しよう洒しやなメイド服に包み、慣なれた手つきで資料のページを繰くる。




ＧＭ：それでは、セッションを始めます。オープニング最初のシーンはマスターシーンです。場所は鷺乃宮本家の資料室。

キョウ：おお、本家か。すごそうだのう。

斗月：…………国会図書館くらいありそうだ。

ＧＭ：それに匹ひつ敵てきするレベルではあるでしょう。その資料室で、メイド長のアンナがなにやら調べ物をしています。

キョウ：ほう……？

風見：アンナくんって、キョウくんをとんでもなく甘やかしてた人だよね。

凛々花：そうそう。リムジン通学を禁止されたキョウくんをおんぶしようとしてた人（笑）。




　いくつかの文ぶん献けん、写真やレポート──数多あまたの資料をためつすがめつしながら、やがて彼かの女じよは、ほう、と息をつく。

「なんてこと…………」

　パタンと資料を閉とじ、書しよ架かに戻もどす。その表ひよう情じようは静かで重く、様々な感かん情じようを孕はらんでいた。安あん堵どや歓かん喜き、あるいは逡しゆん巡じゆん、自じ嘲ちよう、そして、決意。

　ゆっくりと深しん呼こ吸きゆうし、アンナはひとり呟つぶやく。

「──若わか君ぎみはお怒いかりになるでしょうね」




キョウ：むむ？　余よ？

凛々花：キョウくんのことだよねえ……。

斗月：…………ム。

風見：なんだろう。ここから求きゆう婚こんに繫つながるのかな？（笑）




　一度かぶりを振ふると、アンナの表情は決意の色に染そまっている。それから、誰だれに言うともなく──おそらくは己おのれに言い聞かせるように、彼女はひとり呟つぶやいた。

「ですが、これも鷺乃宮の──ひいては若君のため。お許ゆるしくださいませ」




ＧＭ：アンナは手早く資料室をもとどおりに整せい頓とんすると、足早に部屋を去っていきます。というところで、このシーンは終しゆう了りよう。

凛々花：なんかシリアスな雰ふん囲い気き……。

キョウ：意味深だのう。







◆Opening 02◆当主の急きゆう務む


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　弱じやつ冠かん一六歳さいにして、大だい財ざい閥ばつ鷺乃宮家当主に就しゆう任にん──。御ご前ぜんとの戦いを終えたあの日から、キョウの人生、そして彼を取とり巻まく環かん境きようは確かく実じつに変化していた。




ＧＭ：というわけで、キョウのオープニングです。まずは侵しん蝕しよく率りつを上げてくださいね。

キョウ：うむ！　いきなり10上がったぞ！（笑）

凛々花：飛ばしてるなあ……。

斗月：トレーラーとハンドアウトを見て気が昂たかぶっているのかもしれない（笑）。

キョウ：鼻息が荒あらいぞ。フンフンフン！（笑）

ＧＭ：では、そんな意い気き軒けん昂こうなキョウくんが現げん在ざいどういう状じよう況きようなのかを描びよう写しやしていきます。

キョウ：うむ、苦しゅうないぞ。

ＧＭ：──というわけで、あなたは晴れて鷺乃宮家の当主になりました。

キョウ：余が鷺乃宮家当主である！　……ところで当主って何をすればよいのだ？（笑）

凛々花：そこからなんだ！（笑）

斗月：…………いや、まあ、確たしかに気になる。

風見：生活は一変しそうだよねー。

ＧＭ：もちろんです。まず鷺乃宮の当主になるということは、世界の政せい財ざい界かいにとっても一大事。あらゆる言語のニュースでキョウが当主になったことが報ほう道どうされます。

凛々花：ええええええええええ（笑）。

斗月：……おおごとだな。

ＧＭ：また、当主としてこなすべき仕事、覚えるべき事こと柄がらなども山積みになりますので、そりゃもうとにかく多た忙ぼうになります。

キョウ：う、うむ。大だい丈じよう夫ぶなのかのう……。

ＧＭ：鷺乃宮家の優ゆう秀しゆうなスタッフがサポートをしますので、少しずつ覚えながら日々を過すごしている、という感じですね。

キョウ：と、当主というのも大変なのだな……。オフは、あるのかのう（笑）。

ＧＭ：それはもうご自分で捻ねん出しゆつするしかないでしょう。

凛々花：がんばって……（笑）。

キョウ：う、うむ。

斗月：……そういえば、なんでキョウが当主になったかの説明はあるのか？

キョウ：おお、そういえば！　すっかり忘わすれておったぞ！（笑）

ＧＭ：いえ、ありません。聞こうとすると追加の仕事を渡わたされて聞きき逃のがす──というのが続いており、聞くチャンスを逃し続ける、という状じよう態たいです。

キョウ：そ、そうなのか。はて……？

凛々花：誤ご魔ま化かされてる……のかな。

斗月：…………ム。御前を倒たおしたから当主なのか、って疑ぎ問もんはあるんだが。

風見：そうだね。玉ぎよくがいなくなったら金が昇しよう格かくする、とかでもよさそうなのに。

キョウ：そうだのう。他の駒こまは何をしているのであろう。

ＧＭ：今のところ動きは見えませんし、なぜ当主になったかはわからないままです。

キョウ：ふむふむ。とにかく今は仕事をするぞ！

凛々花：前向きだなあ。

ＧＭ：では最後に、キョウはメイド長のアンナから「当主の証あかし」ということで、ひとつの指ゆび輪わを渡されます。

キョウ：指輪？

ＧＭ：はい。飾かざり気けのない銀色の指輪です。細身のリングで、裏うら側がわにいくつかの彫ちよう刻こくと、小さな石が埋うめ込こまれています。

キョウ：おお、なるほど。では、これも受け取っておくとしよう。

ＧＭ：というわけで、キョウくんの生活は以上のように変化します。そんな新当主様のとある一日から描写していきましょう。

キョウ：よきにはからえ！

凛々花：ノリノリだよ（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、当主就任の翌よく日じつ。あなたは当主就任お披ひ露ろ目めパーティーに出席します。

キョウ：ほほう、パーティーとな。




　鷺乃宮家新当主のお披露目ともなれば、列席者も錚そう々そうたるものであった。政財界に名を知られる幾いく人にんもの大物、各国大使、日本の閣かく僚りよう──果ては某ぼう国こくの王族など。

　それらすべてが、キョウの当主就任を祝福していた。




凛々花：す、すごい……（笑）。

風見：一巻かんでホテルに行った時のグレードアップ版ばんだね。会長驚きよう嘆たん。

キョウ：よくわからんので、苦しゅうないぞーって手を振ふったり握あく手しゆしたりするぞ（笑）。

斗月：ロ、ロイヤルな対たい応おうだなあ（笑）。

ＧＭ：そんなキョウの姿すがたを専せん属ぞくのカメラマンが写真に撮とったりするわけですが。

キョウ：（瞬しゆん時じに両手でピースサインをつくり、満面の笑顔を浮うかべる）（一同爆ばく笑しよう）




　とてもいい笑顔だった──。

　この時の岡本さんの笑顔をそれ以上の言葉で表ひよう現げんするのは不ふ可か能のうである。

　お見せできないのが非ひ常じように残念です。




凛々花：なんていい笑顔……！（笑）

斗月：お、岡本さん、その顔は文章に書けない……！（笑）

ＧＭ：で、その写真がＴＩＭＥ誌しの表紙を飾かざったり、特集が組まれたりします（一同爆笑）。

凛々花：ＴＩＭＥの表紙飾るの!?　ダブルピースが!?（笑）

斗月：キャッチコピーは「プリンス・オブ・ヘロン」とかだな……（笑）。

キョウ：うむ、苦しゅうないぞ。ドキュメンタリー映えい画がとかもつくればよい。

風見：ハリウッドからオファーが来るね。

キョウ：おお、久ひさしいなス●ルバーグ！（爆笑）

凛々花：またス●ルバーグ!?　ドキュメンタリーで特とく撮さつ必要なの!?（笑）

ＧＭ：特撮はともかく、テレビで特別番組なんかはやるでしょう。

斗月：……ム。一いち躍やく、時の人だな。

ＧＭ：そして撮さつ影えいが終わればふたたびパーティーで挨あい拶さつ、と、目まぐるしく時間が過すぎます。

キョウ：はっはっは、ナイストゥーミーチュー。ところで余は日本語しか喋しやべれんぞ（笑）。

ＧＭ：そこは通つう訳やくがつきますのでご安心を。

キョウ：なるほど。しかし大変そうだのう。




　パーティーと言っても、誕たん生じよう日びやクリスマスのプライベートなパーティーとは訳わけが違ちがう。食事をとる暇ひまもなく、挨拶の繰くり返かえし。

　多くの優秀なスタッフにサポートされているものの、高校生のキョウには些いささか過か酷こくだ。




ＧＭ：そんなこんなで、パーティーが終わったらすっかり深夜になっています。

キョウ：おおお……ヘロヘロになるぞ（笑）。だが、明日も学校は休まぬ。

ＧＭ：おお、偉えらい。まあ学校でも休み時間とかに仕事が入りますが。

風見：こりゃ忙いそがしいねえ。

キョウ：凛々花の弁べん当とうが余の癒いやしになるのだ……！

凛々花：……頑がん張ばってるんだな、って思って作ってるよ（笑）。

キョウ：うう、優やさしいのう！　さすがは余の──。

凛々花：（さえぎって）嫁よめじゃないよ？（一同笑）

斗月：は、早い。

ＧＭ：えー……では、パーティーが終わったあと。空あいた時間を使ったファッション誌しのグラビア撮影が終わり、ひと息ついているところです。

凛々花：そんなことまでしてるの!?（笑）

風見：今をときめく若君だからね……。

キョウ：ＣＤデビューまでしてしまいそうだな！　しかし、余はもうヘロヘロだぞ（笑）。

ＧＭ：そんな疲ひ労ろう困こん憊ぱいのあなたを、メイド長のアンナが飲み物やタオルを用意して甲斐かい甲斐がいしく世話を焼きます。

キョウ：うむ、苦しゅうない。

ＧＭ：「当主になられてひと月、素す晴ばらしいご活かつ躍やくぶりですわ」と、キョウの身体をマッサージで解ほぐしつつ、アンナは微笑ほほえましげに言います。

キョウ：オフが欲ほしいぞ……（笑）。

斗月：せ、切実な訴うつたえだなあ。

ＧＭ：「……ですが、若君。当主になってひと月ともなれば、真に当家を大空へと羽ばたかせるため、若君に決めていただかねばならないことがございますの」と、アンナはいつになく真しん剣けんな表情で言う。

キョウ：……決めねば、ならぬこと？

ＧＭ：アンナは頷うなずき、キョウの目を見て言う。「──花はな嫁よめ、でございます」

キョウ：なぬ？

ＧＭ：「こちらをご覧らんください、若君」




　アンナがそう言うと、天てん井じようから一本の紐ひもがするりと垂たれ下さがる。それをくいっと引くや否いなや、壁かべがくるりと一回転。その一面に、世界各国の美女の写真がいくつも貼はられてあった。

　その中には、テレビや新聞で見たことのある顔ぶれも少なくはない。




ＧＭ：「こちらが若君の花嫁候こう補ほの方々でございますわ」

一同：えええええええええええええ（爆笑）。

ＧＭ：「こちらは中東の石油王のお嬢じよう様さま。こちらは華か族ぞくにつらなる姫ひめ君ぎみ。あちらは北ほく欧おうの小国のプリンセス。そちらはアメリカの銀行王のご令れい嬢じようでございます」

キョウ：う、うむ。

ＧＭ：「他にもハリウッドの若わか手て人気女じよ優ゆう、西日本屈くつ指しの名家のご息そく女じよ、大陸屈指の大部族の族長のお嬢様など──国内から七二人、国外から一〇八人の候補を募つのっておりますわ」

凛々花：ご、合計一八〇人……。それにしても、実はアンナさんって鷺乃宮でもすごく偉い人なんじゃないかしら。

斗月：……まあ、そうなんだろうな。花嫁候補を集めたり、当主の証あかしを預あずかるくらいだ。

風見：あっはっはっはっ、さすが鷺乃宮。スケールが違うね！

キョウ：……で、この中に凛々花はおるのか？

ＧＭ：「凛々花様、ですか？　いえ……この中にはいらっしゃいませんが」

キョウ：そうか、ではこのようなものは必要ない。

ＧＭ：「なんと仰おつしやいます……!?」

キョウ：余は、凛々花ひと筋すじなのだ！




　びっと指を突つきつけ、きっぱりと言い切るキョウ。

　そこには一切の逡しゆん巡じゆんがなかった。




凛々花：……………いや、もう、すごく、ときめくんですけどね？（笑）

斗月：…………ここだけを見れば、な（笑）。

キョウ：というわけでアンナよ、縁えん談だんは断ことわるがよい。

ＧＭ：「若君、それは本気でございますか!?　どの方も器量、財ざい産さん、家いえ柄がらなどに恵めぐまれた、引く手数多あまたの素晴らしいお嬢様方なのですよ！」

キョウ：だが、凛々花でないのなら肩かた書がきに意味などないのだ。

凛々花：……は、はずかしい。

斗月：……ム。でも本当にいいのか、それで。

風見：まあ政せい治じ的てき判はん断だんとかもありそうだもんね、鷺乃宮家の場合。

ＧＭ：「よくお考えください、若君。当主の結けつ婚こんとなれば、鷺乃宮家そのものを揺ゆるがす一大事となりますのよ」

キョウ：くどい！　それでも余は、凛々花がよいのだ！




　どんなに名家や大財閥の娘でも、どれほど美しい娘でも、キョウには何の価か値ちもない。

　ただひとり──凛々花だけが、キョウのたったひとり愛する女じよ性せいなのだ！




凛々花：（照れて顔を覆おおっている）

風見：かっこいいよねー。これで相手が同意してさえいれば（笑）。

斗月：…………ム。まだ早い（笑）。

キョウ：というわけだ、アンナ。この娘たちには断りをいれるがよい。

ＧＭ：アンナは数秒沈ちん黙もくした後、優やさしく微笑ほほえみます。「若君は、ほんとうに凛々花様のことがお好きなのですね」

キョウ：もちろんだ！

ＧＭ：「かしこまりました。そこまで固く心をお決めなのであれば、何も申しませんわ」

キョウ：わかればよいのだ。

ＧＭ：「では、すぐにでも式の用意を」（一同爆笑）

凛々花：ま、待って、話が飛びすぎ……!!（笑）

キョウ：そうこなくてはな!!（笑）

ＧＭ：「勿もち論ろん、先方や親おや御ご様のご承しよう諾だくは頂いただいていらしゃるのですよね？」

キョウ：…………う、ギクリ。

凛々花：承しよう知ち、してないからね？

ＧＭ：「若君？」

キョウ：……承諾は、もらって、おらぬなあ……。

ＧＭ：「……では、まずそちらが先決ですわね」

キョウ：……まずは親御さんに挨拶に行かねばなるまい。アンナ、手紙を書くゆえ、純じゆん金きんの弓矢で打うち込こんでおいてくれ（一同爆笑）。

凛々花：なんで矢文なの!?（笑）

斗月：…………しかも、金て。

キョウ：鏃やじりの先せん端たんは開くようにして、そこに婚こん約やく指輪も入れておくのだ（笑）。

凛々花：芸が細かいなあ。

ＧＭ：「かしこまりました。そのように取り計らいますわ」

凛々花：かしこまらなくていいよ！（笑）

キョウ：では、さっそく凛々花のもとに向かうか？　ん？

ＧＭ：「いえ、若君には次のお仕事がございます」

キョウ：ま、まだあるのかー!?　凛々花のところに行きたいぞ!!（笑）

ＧＭ：「そちらは万事わたくしどもにお任まかせくださいませ。既すでに手は打っておりますわ」

凛々花：なんか、不ふ穏おんなことを……（笑）。

キョウ：そ、そうか。

ＧＭ：「はい。そしてその後、若君ご自身に動いていただきます」

キョウ：ほう？

ＧＭ：「妙みよう案あんがございますの。その名も──プロポーズ大作戦！」

キョウ：プロポーズ大作戦!!（一同爆笑）

凛々花：な、なにそれ……（笑）。

風見：また随ずい分ぶん古いセンスだねー（笑）。

ＧＭ：「はい。まずは最初の作戦──『将しようを射いんと欲ほつすればまず馬を射よ〜お兄様説得大作戦〜』を展てん開かいいたしますわ。結果をお待ちください、若君」（一同笑）

キョウ：うむ、大体何をするかはわかったが、結果を待とう（笑）。

斗月：わかりやすすぎる……（笑）。

ＧＭ：「ご安心ください」と、アンナは妖よう艶えんに笑います。「この日この時より──若君の恋こい路じ、鷺乃宮家が総そう力りよくを挙げてバックアップいたしますわ！」

凛々花：なんでぇ─────!?（爆笑）




　こうして、キョウは当主の証を受うけ継つぎ、凛々花へ求婚する決意を新たにした。

　果たして──この求婚、どのような結果を迎むかえるのか？

　そして、メイド長アンナのプロポーズ大作戦とは一体!?




凛々花：そんなこと言われても！（笑）








ＴＩＭＥ誌　アメリカのニュース雑誌。世界最古のニュース雑誌である。

プロポーズ大作戦　三〇年くらい前に、そういうタイトルのバラエティ番組が放映されていたのである。











◆Opening 03◆月下の死し闘とう


Scene Player ─── 藤堂斗月






　風を切る音と共に、一ひと条すじの閃せん光こうが夜を裂さいた。

　何処どこからか放たれた金色の矢が、武ぶ術じゆつ家・藤堂斗月の眼がん前ぜんに飛来する──。




ＧＭ：というわけで、次は斗月のオープニング。時じ刻こくは夜、稽けい古こが終わってひとり道場にいるのを想定しています。

斗月：…………ム、了りよう解かい。では、侵しん蝕しよく率りつを上げよう……３上じよう昇しよう。後あと片かた付づけを終えて、家に戻もどろうとするあたりかな。

ＧＭ：はい。その瞬しゆん間かん、道場の中に矢が打うち込こまれます（爆ばく笑しよう）。

斗月：（間かん髪はつ入いれず）その矢を摑つかみ取とる。

凛々花：お兄ちゃーん！（笑）

キョウ：これはさっきの矢文だな？　ということは、これがお兄様説得大作戦か！

ＧＭ：は、そのとおりです。純じゆん金きんの矢に手紙がくくりつけられています。

斗月：…………ム。鷺乃宮、だろうな。手紙を見てみるが──。

ＧＭ：『妹御を頂ちよう戴だいいたしたく候』と毛筆でしたためられています。

斗月：矢を圧へし折おる。

凛々花：折っちゃった！　純金の矢！（笑）

キョウ：うちのメイドたちは仕事が早いのう。

ＧＭ：そこで斗月は道場の外に潜ひそむいくつもの殺気を感じ取ります。

斗月：…………ム。外に飛び出す！




　──囲まれている。

　そう気づいた瞬間、斗月は猫ねこ科かの肉にく食しよく獣じゆうの如ごとき身のこなしで道場の外に飛び出ていた。




ＧＭ：斗月が出てきた瞬間、周囲八方向から八人の武ぶ装そうメイドが襲おそい掛かかってくる。「鷺乃宮メイド軍ぐん団だん、参上！　藤堂斗月様、お覚かく悟ご！」

凛々花：名乗ったー!?（笑）

風見：説得って言うか、普ふ通つうに力ずくじゃん（笑）。

斗月：なんで襲い掛かってくるんだ…………（笑）。とにかく、彼かの女じよらの攻こう撃げきを捌さばいて間合いをとろう。こんな夜よ更ふけに、何の用だ。

ＧＭ：「矢文にしたためたとおり。凛々花様を、若わか君ぎみの奥おく様さまにいただきたいのです」

斗月：…………ム。眼がん光こう鋭するどく睨にらみ付つける。その瞬間、道場が揺ゆれる（笑）。

風見：怒おこってる（笑）。

ＧＭ：「やはり、そうなりますか──。では不本意ながら、実力に訴うつたえさせていただきます！　見よ、つばくろの舞まい！」とか言いながら襲い掛かってきますが、エキストラなので適てき当とうにやっつけてください（笑）。

斗月：………………ム。




　勝負は一いつ瞬しゆん。鍛きたえぬいた藤堂流の奥おう義ぎが、鷺乃宮武装メイド軍団八人を瞬またたく間に攻こう略りやくする。なるべく怪け我がをさせぬよう、軽い当て身と締しめ技わざで意い識しきと戦せん闘とう力りよくを奪うばったのだ。




ＧＭ：「──お見事です」と、木こ陰かげからメイド長のアンナが現あらわれます。

斗月：…………キョウの命令か？

ＧＭ：「いいえ、わたくしの独どく断だんですわ」

斗月：……だろうな。キョウは色々抜ぬけてはいるが、暴ぼう力りよく的てきな手しゆ段だんに訴うつたえることはしない。

キョウ：その通りだ！

斗月：だが──結けつ婚こんは、許ゆるさん!!（一同笑）

風見：ノリノリじゃないですか、斗月くん。

斗月：意外と楽しくて……（笑）。

凛々花：矢野さん……（笑）。

ＧＭ：「お噂うわさどおりですわね、藤堂斗月様。ですが、わたくしもただで引き下がるわけには参りませんの」

斗月：……確たしかに凛々花はかわいい。よく気がつくし、料理もうまく、掃そう除じや洗せん濯たくなどの家事もきちんとこなす。成せい績せきだってたいしたものだ。明るくて友達も多く、その笑顔は場を華はなやがせる。ころころとよく変わる表ひよう情じようも見ていて楽しい。少し身体は弱いが、逆ぎやつ境きようにへこたれることもない、芯しんの強い性せい格かくだ。これから先、どんどん素す晴ばらしい女じよ性せいになるだろう。

凛々花：………………お、お兄ちゃん？（笑）

斗月：それに、ツッコミも早い（一同爆笑）。

ＧＭ：「……ええ。鷺乃宮の奥おく方がたに相応ふさわしい方ですわ」

キョウ：（うんうん、と頷うなずいている）

凛々花：ツッコミはそんなに重要な判断基準なの!?（笑）

斗月：だが──あいつはまだ一六だ。ずっと病院にいて、外に出てからそれほど時間も経たっていない。そのあいつが結婚など、まだ早い！

ＧＭ：「……決意は固いようですわね。やはり、まず決着をつけるべきは藤堂斗月様、あなたのようです」と、アンナは胸むねの谷間からトンファーを出す。

斗月：…………ム。できるな。

凛々花：どこに入れてたの!?　お兄ちゃんもすんなり受け入れないで！（笑）
















ＧＭ：「いざ尋じん常じように勝負を願います、斗月様」

斗月：……いいだろう。かかってこい。

ＧＭ：アンナは謎なぞの構かまえからトンファーを繰くり出だし襲い掛かってきます。「お覚悟なさいませ！　メイド骨こつ法ぽう、二段だん浴あびせ蹴げり！」

斗月：……ム！

凛々花：出したんならトンファー使いなさいよ！




　斗月とアンナ、ふたつの影かげが同時に疾しつ駆くし、激げき突とつする。斗月の巨きよ体たいから繰り出されるのは、鍛きたえ抜ぬかれた藤堂流古こ武ぶ術じゆつの技わざ。対するアンナはそのしなやかな肢し体たいから、トンファーと足あし技わざを織おり交まぜた謎の拳けん法ぽう、メイド骨法で応おう戦せんする！




ＧＭ：戦いは熾し烈れつを極めます。アンナの実力は先ほどのメイド八人とは比くらべ物ものにならず、少しでも隙すきを見せればその一いち撃げきで斗月の意識を刈かり取とるでしょう。

斗月：……強い！　だが、こちらも負けるわけにはいかん。

ＧＭ：「流石は鷺乃宮家当主の義ぎ兄けいとなられる方ですわ、斗月様」と言いながら、ハイヒールを履はいた足で踵かかと落おとしを繰り出すアンナ。

斗月：……気が早いぞ。だが、解げせんことがある。そう言って両りよう腕うでで蹴けりを受け止め、そのまま投げ飛ばさんとしよう。

ＧＭ：「解せない……とは？」空中でくるりと一回転し、受け身を取ります。

キョウ：ハードな戦いだのう。

風見：手てに汗あせ握にぎるね（笑）。

斗月：これまで、キョウの求きゆう婚こんにメイドが口を出すことなどなかったはずだ。なぜ今になって急に関わり始めた？

ＧＭ：「知れたことですわ。当主様が妻つまに所望された以上、そのために動くことこそ鷺乃宮家に仕えるもののつとめ！」

凛々花：ほんとうに鷺乃宮家総そう出でなの!?（笑）

風見：あっはっはっはっ（笑）。

斗月：……そうか。だが、そう易やす々やすと事が運ぶとは、思わんことだ。

ＧＭ：「……存ぞんじ上あげておりますわ」そうして、再ふたたびアンナが駆かけ、メイド骨法・水面蹴げりを繰り出してきますが──ここまで戦って、斗月の実力であればアンナに不覚を取ることはないということがわかります。

斗月：……ム。では、隙すきをついて怪け我がをしない程てい度どに当て身を入れよう。




　片かたや妹を護まもるため、こなた主君の花はな嫁よめを得るために始まった月夜の死し闘とう。一いつ進しん一いつ退たいの攻こう防ぼうが続き──幾いく度ど目かの交こう錯さくのとき、斗月の会心の一いち撃げきがアンナに戦せん闘とう続行を困こん難なんにさせる打だ撃げきを与あたえる。藤堂流がメイド骨法を制せいしたのだ。




ＧＭ：「くっ……お見事です」と片かた膝ひざをつくアンナ。

斗月：……キョウに伝えろ。凛々花を嫁にしたければ、この俺を超こえていけ（一同笑）。

凛々花：ノリノリじゃない！（笑）

ＧＭ：「……今回はわたくしの負けです。ですが、これで終わりませんわ」と、アンナはメイド軍団ともども速やかに撤てつ収しゆう。

斗月：行ったか…………。

凛々花：すごい戦いだった……（笑）。

ＧＭ：……というわけで一いつ旦たんシーンが終しゆう了りようしますが、この光景を少し離はなれた家の屋根から見下ろす人ひと影かげがあります。が、それに斗月は気づかない。

斗月：……ム？　なんだろう。見み張はられてるのか。

ＧＭ：そういうことです。




　藤堂家を見下ろす人影。その周囲に、いくつかの影が蠢うごめく。

　それらはアンナと交戦する斗月に気づかれることなく、いつの間にか姿すがたを消していた。







◆Opening 04◆キミの瞳ひとみに完敗


Scene Player ─── 藤堂凛々花






　昼休み。お弁べん当とうを用意できなかった凛々花は、友人と共に学食への道を歩いていた。

　その先に待つものがなんなのか、今の彼かの女じよには知る由もない──。




ＧＭ：それでは、次は凛々花のオープニングです。

凛々花：はーい。侵蝕率は７上がりました。

ＧＭ：斗月がメイド長を打うち倒たおした夜、その翌よく日じつの学校です。

凛々花：お兄ちゃん……（笑）。

斗月：…………ム。手ごわい相手だった（笑）。

ＧＭ：というわけで、まずは凛々花のみ登場。なお、昨さく晩ばんは斗月の激げき闘とうの後始末があり、お弁当を用意する時間がありませんでした。

キョウ：がーん！

凛々花：そうなんだ。じゃあ、学食かな。友達と一いつ緒しよに行こうっと。

ＧＭ：ではクラスメイトの女子、奥おく井いさんと松本さんと共に学食へと向かうのですが、なぜか途と中ちゆうでふたりが足を止めます。

凛々花：ん？　なんだろう。どうしたの？

ＧＭ：「あ、うん、ちょっと忘わすれ物しちゃって」「わたしもちょっと済すませておかないといけない事があって……」

凛々花：そ、そうなの？　珍めずらしいね、ふたりそろって。わたしも一いつ緒しよに戻もどろうか？

ＧＭ：「い、いいのいいの！　凛々花は先に行って！　お願い！」と、あわてた様子でふたりはあなたを制します。

凛々花：ろ、露ろ骨こつに怪あやしい（笑）。

斗月：確かく実じつに何かあるな…………（笑）。

ＧＭ：「そういうことだから、ね！　すぐに行くから！」と、凛々花が怪しんでいるうちにふたりは脱だつ兎とのごとく教室へと戻ります。

凛々花：脱兎のごとく、って逃にげる時の修しゆう飾しよくじゃない！（笑）

風見：こりゃ確実に学食になにかあるね。

凛々花：はぁ、仕方ない。先に席をとっといてあげよう、くらいに思って歩いていくね。

ＧＭ：凛々花がひとりになると、後ろから「あ、居いた！」と声がかかります。

凛々花：誰だれ？　反はん射しや的てきに振ふり向むく。

ＧＭ：振り向いた先には、凛々花より頭ひとつぶんくらい背せの低い、おでこの広い少女がいます。制せい服ふくを見ると禊みそぎ原はらの生徒のようです。

凛々花：何か御ご用ようですか？

ＧＭ：「藤堂凛々花さん、ですね。あなたにちょっと話が──」と言おうとしたところで、彼女はどこからともなく現あらわれたメイドふたりに両りよう脇わきを抱かかえられて連れ去られていきます。

凛々花：ええええ!?　な、なんで学校にメイドが!?（笑）

斗月：…………なんなんだ、一体（笑）。

ＧＭ：というわけで、おでこ娘むすめは退たい場じよう。

風見：ほんとになんだったんだ！（笑）

ＧＭ：今は気にしなくてかまいません。今は。

キョウ：含みのある言い方だのう。

凛々花：迷まい子ごなのかな……。まあいいや、学食に向かおう。




　拭ぬぐい去されない不安を抱かかえたまま、学食へと向かう凛々花。

　だが、そこには既すでに──。




ＧＭ：……というわけで、ここでキョウくんも登場になります。

キョウ：おお、そうなのか。

ＧＭ：シーンは変わらないのですが、今キョウくんは凛々花とは別の場所に居ます。そして、メイド軍団のひとり、チエミがインカムを通じて話しかける。「若君、斗月様へのアプローチは失敗に終わりました。プロポーズ大作戦は『その二』に移い行こうします」（一同笑）

キョウ：おお、そうか。何か手はあるのか？

ＧＭ：「はい。不ふ肖しようチエミがサポートさせていただきます」

キョウ：そうか、任まかせたぞ。

凛々花：なんだろう、この不安を煽あおる会話は……（笑）。

ＧＭ：というわけで、ふたたび凛々花に視し点てんが戻ります。食しよつ券けん売り場に着きました。

凛々花：……Ａ定食にしよっと。

キョウ：安いからな！

斗月：……そんなに、安くないぞ。高校生に、一食四八〇円は、結けつ構こう冒ぼう険けんだ。

風見：だよねえ。

ＧＭ：では、食券を買って学食に入ると、凛々花の耳にムーディーなジャズのサウンドが飛とび込こんできます。

凛々花：は？




　昨日と同じ今日、今日と同じ明日。世界は繰くり返かえし時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、学食は既に変へん貌ぼうしていた──。

　ナイトラウンジ風に改かい装そうされた室内に流れるＢＧＭは、アナログ音おん源げんの『Lover Man』。チャーリー・パーカーが吹ふき鳴ならすアルトサックスの音ね色いろが耳に心地よい。

　目の前にはシックな色合いのバーカウンターがあり、その中で髭ひげのマスターがシェイカーを振ふっている。

　そして──カウンターのスツールに座すわるのは、他ならぬキョウの姿。

　その不思議な空間の中で、凛々花は食券を握にぎり締しめたまま棒ぼう立だちになっていた。




凛々花：何が起こってるの……？（笑）

ＧＭ：シェイカーを振っていた髭のバーテンダーが凛々花に目配せをする（一同爆笑）。

凛々花：学食にお酒なんかないでしょ!?　どこにバーテンダーの出番があるの!?　あとナイトラウンジって、今お昼だよ！　お昼休み！（笑）

ＧＭ：窓まどにはプロジェクターが展てん開かいされ、夜景を演えん出しゆつしております。

凛々花：…………なんなの、これ（笑）。

キョウ：ふっふっふ……で、余よはどうすればいいのだ？（笑）

ＧＭ：チエミがインカムでキョウに連れん絡らくを取ります。「今ですキョウ様。目の前のトレイをかっこよく滑すべらせて、凛々花様のところに！」（一同爆笑）

凛々花：インカムつけたままなの!?（笑）

斗月：古典的だな…………。

風見：もう何がなんだか（笑）。

キョウ：よ、よし！　では目の前の……トレイ？　何が載っておるのだ？

ＧＭ：高級フレンチのプレートです。

キョウ：ではそれをツイーっと滑らせるぞ。

凛々花：………………。

ＧＭ：凛々花が呆ぼう然ぜんとしていると、高級フレンチの載った定食のトレイがカウンターを滑って目の前にやってきます。

凛々花：なにこれ……（笑）。

ＧＭ：「あちらのお客様からです」と髭のバーテンダーが言ったほうを向くと、そこにはキョウが座すわっています。

キョウ：ウインクします（一同爆笑）。




　かつて学食であったはずのムーディーなナイトラウンジ。

　そこにいる客は今、キョウと凛々花──そのふたりだけだった。




斗月：……これが作戦『その二』なのか（笑）。

キョウ：（すごくいい笑顔で、サムズアップしている）

凛々花：（啞然としたまま）……キョウくん、何してるの？

キョウ：え？　あ、いやー……ど、どうしよう。チエミ、この先は!?（爆笑）

ＧＭ：「はい、今がチャンスです！　グラスを掲かかげて、わたくしの申し上げるとおりに！」

キョウ：う、うむ！　では麦茶の入ったグラスを掲げて、おもむろに近づこう。

ＧＭ：「今です若君、リピートアフターミー！　『キミの瞳ひとみに乾かん杯ぱい』、さあ！」

キョウ：ま、任まかせろ！



















　呆然と立たち尽つくす凛々花の前で、キョウはウインクをする。

「……き、きみのひ、ひとみに、かか、かんぱい」

　──見事なまでの棒ぼう読よみであった。そして、嚙かんだ。




キョウ：ど、どうだ!?

ＧＭ：「完かん璧ぺきです若君！　わたくしが凛々花様なら、もうメロメロです！」

風見：このメイド、バカだなあ（笑）。

斗月：……鷺乃宮はもうダメかもわからんな。

凛々花：………………。

キョウ：凛々花？

凛々花：…………キョウくん。

キョウ：ん？（満面の笑顔で）

凛々花：『キミの瞳に乾杯』じゃ、なぁぁぁぁぁぁぁい!!（一同爆笑）　なんなのこれ、何が起こってるの!?　全部キョウくんのしわざなの!?

キョウ：余がやったといえばそうなのかもしれぬ。それより凛々花、答えは……？

凛々花：『キミの瞳に乾杯』に対して何を答えるの!?（笑）

風見：もっともだ。

キョウ：いやあ、つまり余の嫁になってくれということだ！

凛々花：わかんないよ！　なりません！　あと学食ちゃんと元に戻もどして！（笑）

キョウ：……むう、やはり凛々花はガードが堅かたいのう。

凛々花：ガードも何も……なんなの、この本気モードは（笑）。

キョウ：余はいつだって本気だぞ！　しかし、これでもダメか……！

ＧＭ：「おかしい……！　こんなはずじゃないのに！」と、インカムの向こうではチエミがわなわなと震ふるえています。「作戦は次の段だん階かいに移行する必要がありますね……！」

キョウ：うむ、期待しておるぞ。では、余も昼食にしーようっと。

凛々花：何をしてるんだろう……（笑）。とりあえずもったいないし、このトレイはちょっと豪ごう華かなＡランチだと思って食べよう。

ＧＭ：では、そのあたりで「そろそろいいか？」と学生たちが変貌した学食へと入はいり込こんでくる、というところでシーン終了です。

凛々花：み、みんな待機してたのね……（笑）。

風見：はっはっはっ。キョウくんのクラスメイトは付き合いがいいなあ（笑）。




　プロポーズ大作戦・その二『ナイトラウンジでドッキリ★』

　────失敗！








チャーリー・パーカー　一九二〇〜一九五五。「モダン・ジャズの父」とも呼ばれるアルトサックス奏者。











◆Opening 05◆恋こいの特とく別べつ顧こ問もん


Scene Player ─── 雲雀風見






　その日、生徒会長雲雀風見は鷺乃宮家のリムジンに乗のり込こんでいた。

　同乗するのは鷺乃宮メイド軍団、向かうは鷺乃宮家の屋や敷しき。

　──間ま違ちがいない、面白そうなことが待っている。風見は心躍おどらせていた。




ＧＭ：では、風見のオープニングです。

風見：おっけー。侵蝕率も上げておくね。

ＧＭ：あなたは今、鷺乃宮家のメイド長・アンナが運転するリムジンに乗り込み、鷺乃宮家に向かっている最中です。

風見：展開はやーい。でもちょっとワクワクしてるよ。ねえねえアンナくん、わざわざ会長を連れて行くんだから、面白い話があるんでしょ？

ＧＭ：「もちろんです、雲雀様」

風見：会長でいいよ。

ＧＭ：「では、かわいい会長様」

凛々花：なんか形けい容よう詞しが増ふえたよ（笑）。

ＧＭ：というわけでリムジンで鷺乃宮家に向かっているのですが──ふと窓の外を見ると、そのリムジンを追いかけてくる姿があります。

風見：おや、なんだろう。




　風見がふと窓の外を見ると、禊原の制服を着た、おでこの目立つ背の低い少女が自転車で車を追いかけてきていた。

　彼女はリムジンに向けてなにやら呼よびかけているようだが、その声は聞こえず、距きよ離りもまたどんどん離はなされていくばかりである。




凛々花：あ、さっきわたしに話しかけようとしてきた子だ。

斗月：……なんなんだ、こいつは（笑）。

キョウ：なんか必死な様子であるのう。

風見：声、かけたほうがいいかな？

ＧＭ：何かリアクションをとろうとする前に、彼女は角を曲がってきたランニング中の柔じゆう道どう部員たちに突つっ込み、撥はね飛とばされて退場します。

凛々花：退場しちゃった!?（笑）

風見：退場しちゃったんならいいや。

ＧＭ：というわけで、ものの数分で鷺乃宮のお屋敷に着きます。

キョウ：リムジンだと早いぞ。なにせ八〇〇ｍしかないからな。




　巨きよ大だいな門もん扉ぴをくぐり、リムジンが敷しき地ち内ないに入る。風見が車を降おりると、彼女──否いや、彼の歩く脇わきを幾いく人にんものメイドと執しつ事じが出で迎むかえた。




ＧＭ：「いらっしゃいませ、会長様。かわいい」「かわいい」「会長様、かわいい」

風見：うん、知ってる。

凛々花：鷺乃宮のメイドたちも言うんだ……（笑）。

斗月：…………飛ひ車しやでさえ言ってたからな。

風見：はっはっはっ、彼には少しかわいそうなことをしたね。

ＧＭ：というわけで、風見は応おう接せつ室しつのようなところに通されます。ふかふかの椅い子すに座ると、即そく座ざにメイドが上等なお茶を出す。

風見：ん、ありがと。──で、わざわざ呼よび出だしたんだし、何かあるんでしょ？　単刀直入に聞いちゃうよ。会長直球。

ＧＭ：「はい。実は折り入って会長様にお願いがございますの」と、アンナが言います。

風見：この会長にお願い？　言ってみたまえ。

ＧＭ：「若君──キョウ様のことなのです」と、アンナはお茶ちや菓が子しを出しながら言います。「若君は、藤堂凛々花様のことを心から愛しておられます」

風見：そうだねー。それは見たらわかる。

キョウ：もう、マジＬＯＶＥだぞ！（笑）

凛々花：恥はずかしいなあ……。

ＧＭ：アンナは頷いて続けます。「鷺乃宮の当主たるもの、早々に伴はん侶りよを選んで内外にアピールするのがならわしです。その伴侶に相応ふさわしいものは凛々花様を置いて他にない、というのが現げん在ざいの鷺乃宮家の総そう意いなのですが──」

凛々花：ほ、ほんとうに家を挙げてプロポーズ大作戦をしてるの？

斗月：…………総意、ってくらいだからな（笑）。




「若君の何がいけないのか──凛々花様には首を縦たてに振ふってはいただけませんの」

　そう言って、アンナは手元のリモコンを操そう作さする。壁かべにモニターが現あらわれ、そこに表ひよう示じされるのは、これまでキョウが凛々花に求婚し、玉ぎよく砕さいしてきた歴史の数々だ。




凛々花：数えてたの!?（笑）

風見：はっはっはっ、こりゃ壮そう絶ぜつだね。

斗月：どのくらい振られたんだろう…………。

キョウ：会うたびに言っておる自信があるぞ。

ＧＭ：「事ここに至いたって、我われ々われだけの力ではどうにもならないと判はん断だんいたしました。そこで会長様にご足労願ったのです」

風見：どういうこと？

ＧＭ：「会長様の人望には定てい評ひようがありますし、くわえて男子と女子、双そう方ほうの気持ちも自じ在ざいにおわかりとのこと。そのような方のご助力を受ければ、きっと若君のプロポーズもうまくいきますわ！」

凛々花：ええええええええ（笑）。

風見：…………ふっふっふっ。




　不ふ敵てきに笑う生徒会長・雲雀風見。その笑えみは絶ぜつ対たいの自信に由来するものか、はたまた愉ゆ快かいなネタを仕入れた喜き悦えつの笑みか。




風見：なるほど──話はわかったよ。未熟なキミたちに成り代わり、この会長がひと肌脱いであげようじゃないか！（一同爆笑）

凛々花：ノリノリだよう……！（笑）

風見：というわけで、『特別顧問』って書いた腕わん章しようとかつけるよ（笑）。

ＧＭ：すぐに用意してくれます。

風見：この会長が出るからには、必ずやキョウくんのプロポーズを成功させてみせよう！

ＧＭ：「何て心強いお言葉……っ！」




「それでは始めましょう、真のプロポーズ大作戦を！」

　アンナが高らかに作戦の始まりを告げる。今ここに、壮そう大だいな風見の暇ひまつぶし──否、キョウと凛々花を結婚させるための縦じゆう横おう無む尽じんの作戦が開始されたのだ！




ＧＭ：というところでシーンが終しゆう了りようし、オープニングが全て終了します。

斗月：何の事じ件けんも起こらなかった……（笑）。

凛々花：平和だわ。いや、わたしは平和じゃないけど（笑）。







　　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ




◆Middle 01◆作戦会議


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　キョウと凛り々り花かを結けつ婚こんさせるため、ついに鷺乃宮メイド軍ぐん団だんが動き始めた。

　特とく別べつ顧こ問もんに雲雀風見を迎むかえ、真のプロポーズ大作戦が今、始まる──。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズです。最初はキョウのシーン。学校から帰き宅たくしたあなたは、メイドたちによって地下の作戦会議室に案内されます。

キョウ：おお、プロポーズ大作戦を進めるのだな。うむ、よきにはからえ。

凛々花：っていうか、作戦会議室って何……？（笑）

ＧＭ：巨きよ大だいなモニターがあって、その前にこれまた大きなディスプレイ付きのテーブルがある。周囲ではインカムをつけたメイドがそれぞれコンソールを操そう作さしている。

斗月：何を操作しているんだろう……（笑）。

ＧＭ：「キョウ様」と、アンナが声をかけます。

キョウ：うむ、何かな。

ＧＭ：「わたくしどもだけでは凛々花様のお心を開くことは叶かなわず、力不足を恥はじ入いるばかりでございます」

キョウ：いや、お前たちはよくやってくれたぞ。しかし、どうすればいいのかのう。

ＧＭ：「ええ……。ですので、特別顧問をお呼よびしました」と、ここで風見も登場です。

風見：うむ、では会長出るよ。




　作戦室奥おくのカーテンを、メイドが両りよう脇わきからシャッと開く。

　そこから現あらわれたのは、世にもかわいい生徒会長──雲雀風見の姿すがたである。



















風見：「特別顧問」って書いた腕わん章しようをつけて、すごいニコニコしながら現れる。

凛々花：かわいい（笑）。

キョウ：会長！　会長ではないか！

風見：フッフッフ、これまでの事じ情じようは全すべて聞かせてもらったよ、キョウくん。

ＧＭ：周囲のメイドたちから拍はく手しゆがあがります。「かわいい！」「かわいいですわ！」

凛々花：（メイドになって）かわいい！

キョウ：くっ、さすが会長……。あいかわらずのかわいさだな。

風見：もちろん。ところで、キョウくんとメイドさんたちのこれまでの作戦はひと通り見せてもらったよ。

キョウ：おお、どうであった？

風見：かわいい会長から言わせてもらえば、全然なってない。ダメのダメダメだね。

キョウ：そうか……。何がいかんのだ？

風見：まず、メイドが考えたことをそのまま実行していたりしてはいけない。

キョウ：考えてないのがいかんのか!!（一同笑）

風見：そう──ここで必要なのは、キョウくんが自分で考えて、突とつ破ぱ口こうを見つけること！

キョウ：なるほど！　そういうことか!!

凛々花：これ、会長もキョウくんに丸投げしてるだけなんじゃ……（笑）。

風見：もちろん、この百ひやく戦せん錬れん磨まの会長がヒントをあげよう。

キョウ：おお、頼たのもしいのう……！

ＧＭ：では、ここから会長とキョウくんで、どうすればプロポーズ大作戦が成功するか、という相談を始めたいと思います。

キョウ：うむ、そうしよう。

風見：そうだね、実じつ際さい何しようかな。

ＧＭ：そんなわけで、相談する間は渋沢さんと矢野さんは部屋から出ててください。

斗月：……え？

凛々花：はい？

ＧＭ：ですから、渋沢さんと矢野さんは、相談している間部屋から出ててください。

一同：えええええええええええ（笑）。




　このプロポーズ大作戦、どのようなアイディアが出るかは完全にプレイヤー任まかせである。

　キョウと風見がどういう作戦を考案し、それに斗月や凛々花はどういうリアクションをとるのか──生の反はん応のうを引き出すため、こういう展てん開かいにしたのだ。




凛々花：え、ほんとに部屋出ちゃうの？

斗月：わざわざそこまでするのか……？

ＧＭ：だってふたりが聞いてたら秘ひ密みつの作戦にならないじゃないですか。

キョウ：おお、なるほど。

風見：はっはっはっ、そりゃそうだ。

斗月：いや、でも……マジで？（笑）

ＧＭ：もちろんですよ。

凛々花・斗月：…………。




　啞あ然ぜんとした様子の渋沢・矢野両氏に、筆者は笑顔で頷うなずいた。




ＧＭ：大体一五分くらいしたら自分が迎むかえに行きますね。

凛々花：う、うん。

斗月：じゃあ……とりあえず飲み物でも買ってこよう（笑）。

キョウ：ではまたあとで会おう！

風見：ばいばーい（笑）。




　こうして、渋沢・矢野の両名は部屋から一いつ旦たん出て行った。

　ここから──真・プロポーズ大作戦の内ない容ようが相談される！




キョウ：こう来るとは思わなかった。面白いのう（笑）。

風見：顧問として腕うでが鳴るね。

ＧＭ：いちおうＧＭから提てい示じできるよう、いくつか作戦は用意してはいます。が、アイディアがあるならもちろんふたりのものを優ゆう先せんしますよ。

風見：そうだね。まずは失敗の原げん因いんを探さぐるべきだよ、キョウくん。

キョウ：そうさのう……。ところで、会長から見て余よは凛々花に好かれていると思うか？　それとも嫌きらわれていると思うか？

風見：会長の見るところ、心の底ではもう愛しているね（一同笑）。

キョウ：ほんとうか……！

風見：うん、間ま違ちがいない。きっとまだ素す直なおになれないんだよ。斗月くんもいるし。

キョウ：そうだな……お義兄にい様にも認みとめてもらわねば。

風見：だからさ……。

キョウ：うむ……！




　そんなわけで、キョウと風見は「いかにして斗月に認められ、凛々花にキョウからの求きゆう婚こんを受け入れさせるか」という作戦を相談しはじめた──。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「斗月くんの懐かい柔じゆうから、っていうのはいい手だね。きっと彼かれには古風な手しゆ段だんが有ゆう効こうだよ」

「なるほど……！　では、刺し客かくを放てばよいか？」

「……いけるね。そこで男おとこ気ぎをアピールしちゃえば完かん璧ぺきだよ」

「これでお義兄様はクリアだな。だが万一のことを考えて、贈おくり物ものを用意しておくかのう」

「スポーツマンだから食べ物がいいよ」

「任まかせておけ！」

「んじゃ、斗月くんを懐柔したら、凛々花くんはプレゼントで気を引こう」

「しかし、現げん金きんや石油では喜んでくれぬぞ」

「そこはほら、女の子だからね。お花とかいいんじゃない」

「花か！　だが何の花がよいのか……」

「いっぱい用意しちゃえば？」

「では、そうしよう」（即そく答とう）

「はっはっはっ。他には何かある？」

「うむ、駄だ目め押おしを考えておるのだ」

「何々？」

「それは──吊つり橋ばし効こう果か！」（一同笑）

「吊り橋効果！」（笑）

「もう思いつくものはすべて入れちゃおうよ」

「うむ！　鷺乃宮の力をフルに活用するぞ！」




　──などなど。やがて、一五分強の濃のう密みつな作戦タイムが過すぎ去さった。




キョウ：……いける！　これはいけるぞ会長！

風見：うん、会長も完かん璧ぺきだと思うね。

ＧＭ：じゃ、じゃあ渋沢さんと矢野さんを呼びますか……。それにしても、すげえ……。バカバカしすぎる……（机つくえに突つっ伏ぷして笑っている）。

キョウ＆風見：うん！




　果たしてふたりの立てた作戦はどのようにして発はつ現げんするのか？

　真・プロポーズ大作戦、その全ぜん容ようが今明らかになろうとしていた──。







◆Middle 02◆真・プロポーズ大作戦


Scene Player ─── 藤堂凛々花






　キョウと風見の作戦会議は終わった。あとは、決行するのみ。

　作戦は翌よく日じつの放課後から始まった──。




ＧＭ：では、作戦決行のシーンです。ここは全員登場になりますので、別室に居いたおふた方を再さい度ど呼よんで参りました。




　そんなわけで、渋沢・矢野両氏はふたたび部屋へと戻もどってきた。出で迎むかえる岡本・中村両氏は、揃そろって満面の笑えみである。




風見：ふっふっふ、もらったよ斗月くん。

キョウ：うむ、完璧だぞ！

凛々花：何が起こるのやら……（笑）。

斗月：…………ム。もうじっと待つしかない（笑）。

ＧＭ：はっはっはっ、じゃあシーンを始めましょう！




▼真・プロポーズ大作戦その①　〜やっぱりお兄様から懐柔しよう〜




　キョウと風見がまず問もん題だい視ししたのは、凛々花を娶めとる上での最大の障しよう害がい、兄・斗月。

　最初の作戦は、斗月の帰り道を狙ねらって行われた──。




風見：じゃあ、まずはよくわからない暗い所でキョウくんと会長がヒソヒソ話をしている。

キョウ：うむ。

斗月：え、もうシーン始まってるの？

ＧＭ：そうみたいですね。

凛々花：そうみたい、ってどういうこと!?　あなたＧＭでしょ!?（笑）

風見：まずは会長がうまく誘ゆう導どうするから、キョウくんは合図したら出てきてね。

キョウ：わ、わかったぞ！　ぬかるなよ？

風見：任まかしといてよ。

キョウ：頼たのもしいのう。

風見：というわけで、授じゆ業ぎようが終わって斗月くんはひとりで帰宅してるところね。

斗月：…………ム。わかった。

凛々花：もう誰だれがＧＭなんだか……（笑）。

斗月：と、とりあえず普ふ通つうに帰ろう。今日はスーパーに寄よらねば、とか考えつつ。

風見：そんな斗月くんを、リーゼント姿すがたのツッパリが取り囲む。

凛々花：ツッパリ!?（笑）

斗月：また古風な手を……って、俺おれなのか？　凛々花じゃなく？（笑）

風見：ちなみに、みんなメイド服の上から学ランを着こんで、スーパーリーゼントのヅラをかぶってるからね。

凛々花：メイド軍団なにしてるの……？（笑）

斗月：…………怪あやしいとかそんなレベルじゃないんだが。

ＧＭ：「ようよう、兄ちゃんようー」「チョーシくれてんじゃねーぞー」と、メイド、もといツッパリ軍団が因いん縁ねんをつけます。

斗月：…………相手にしないほうがよさそうだと判はん断だんした。無む視しして行こう。

凛々花：だ、だよね（笑）。

風見：あっはっはっ、待ちたまえ！　キミが斗月くんだねー？　と、リーゼントのカツラをかぶって三角形のグラサンをかけたリーダー格かくのかわいいツッパリが言うよ。

凛々花：会長何してるの……（笑）。

斗月：……か、会長だって気づいていいよな？（笑）　…………何をしている？

風見：斗月くん……。キミは、不良だね？

斗月：……は？

風見：会長たちは、キミが最近あちこちで暴れ回ってると聞いてね。──ヤキを入れに来たんだよ。

凛々花：今、思いっきり一人称が「会長」だったよ！（笑）

斗月：……演えん技ぎするのさえ放ほう棄きしてるな、会長。

ＧＭ：「チョーシくれてんじゃねーぞー」

凛々花：こっちはこっちで他にセリフないの？（笑）

斗月：…………まあ、とりあえず、黙だまって見ている。呆あきれつつ。




　じりじりと斗月を取り囲むツッパリ（の格かつ好こうをしたメイド）、そしてそのボス（の格好をした風見）。当の斗月本人はまったく危き機き感かんなどなく、成り行きを見守っている。

　傍はたから見ればとてもシュールな光景だ。




風見：みんな手に手に木刀とかチェーンとか持って、斗月くんを取り囲むよ。で、物もの陰かげのキョウくんにウインクして、今だ！　ってサインを送る。

斗月：ここで……出るのか……。

キョウ：ふっふっふ、余の出番だな！　待て！　それ以上の狼ろう藉ぜきは余が許ゆるさん！　そう言いつつ、笑顔で駆かけて来るぞ（一同爆ばく笑しよう）。

凛々花：笑顔じゃダメなんじゃないかな……（笑）。

キョウ：お義兄様、今お助けしますぞー！




　変へん装そうになってない変装をした風見とメイドたち、そして笑顔で割わって入ってくるキョウ。

　最早単なる学芸会である。




斗月：…………（神しん妙みような面持ちでキョウと風見を見ている）。

ＧＭ：「何をなさります、だぜ！」「邪じや魔まはさせません、だぜ！」と、ツッパリたちは手にした凶きよう器きの矛ほこ先さきをキョウに向けます。

凛々花：言こと葉ば遣づかいが……（笑）。

キョウ：お義兄様、危あぶないので伏ふせていてくださいませ！（一同笑）

斗月：……まあ、言われたとおり端はしっこに寄よって見ていよう。本当になんだろう、これ。

風見：じゃあ、打ち合わせどおりにやるよキョウくん。

斗月：……打ち合わせって言ってしまってるんだが……。

キョウ：うむ。戦うふりをするのだ。えいえい。

斗月：……お菓子でも食うかな。

凛々花：お兄ちゃんが完全に傍ぼう観かん者しやになった……（笑）。

ＧＭ：「うわーっだめだー」

風見：つ、強い！　この若わか君ぎみ強い！

凛々花：早ッ!?（笑）

ＧＭ：（棒ぼう読よみで）「な、なんて強さ、そして男気！」（チラッと斗月を見る）

風見：（棒読みで）ひとりの男のために、こんな不良たちに立ち向かうなんてー（チラッと斗月を見る）。

ＧＭ：（棒読みで）「男であっても惚ほれずにはいられないー」（チラッと斗月を見る）

キョウ：当たり前のことをしたまでなのだ。

斗月：……ぼりぼり（無反応でお菓子を食っている）。

凛々花：アピールタイムだったのかしら。

ＧＭ：「すわ、逃にげろ！」と、メイドたちは最後にもう一回チラッと斗月を見て逃げます。

凛々花：メイドって言った！（笑）

風見：会長も逃ーげよっと。

斗月：……行ったか。意外と早かったな。

凛々花：お兄ちゃんの泰たい然ぜん自じ若じやくっぷりが面白いわ……。

キョウ：怪け我がはなかったか、お義兄様！

斗月：…………ない（一同笑）。

風見：じゃあ、そこでいつもの格好の会長がやってくるよ。やあ、どうしたんだいふたりとも。何人もの不良とやりあったばかりのような格好だよ？（一同笑）

キョウ：いや、危あぶないところであった！　余が入ったのでなんとかなったが！

斗月：…………。

風見：そうかー。斗月くん、無事でなによりだ。

斗月：…………さっきの、会長と鷺乃宮のメイドだよな？

風見：ニコニコする（笑）。

斗月：…………（キョウを見る）。

キョウ：余も満面の笑えみを浮うかべているぞ！

凛々花：ツッコミどころしかない……（笑）。

斗月：…………黙だまってふたりを見ている。

風見：いやあ、キョウくんの勇気はすごいね。斗月くん、こんなに勇気があり、正せい義ぎ感かんにあふれるキョウくんの姿を見たら、妹をあげてもいいかなって気持ちがしないかい？（笑）

キョウ：しないかい!?（爆笑）

斗月：…………。

キョウ：（期待に満ちた目で斗月を見つめる）

風見：（わくわく顔で斗月を見つめる）

斗月：するか！　……この茶番は、そういうことか。

キョウ：ちゃ、茶番と言われてしまったぞ会長。

風見：おかしい……まさか、全部ばれてる!?（笑）

凛々花：なんでバレないと思ったんだろう（笑）。

斗月：……キョウ。




　斗月はその細い目をカッと見開いたかと思うと、キョウと風見を睨にらみつけ──すう、と息を吸すってから、割われ鐘がねを鳴らすような声で一いつ喝かつした。

「…………結婚は、許さん！」




風見：ダメだった！　キョウくん、仕方ない！　例のものを！

キョウ：う、うむ！　止やむを得ん！

凛々花：…………今度はなんだろう（笑）。

キョウ：それっ！　高級霜しも降ふり肉にくを一キログラムだ！　どうぞ！

凛々花：なんで!?（笑）

斗月：……まあ、とりあえず受け取るとして──キョウよ、ひとつ言っておく。

キョウ：は、はい、お義兄様。

斗月：……勇気や男気を見せたいというなら、こんな茶番は無意味だ。本当に強大な相手に立ち向かわんと、意味など無い。

キョウ：お、おお……。メモを取ろう。

凛々花：お兄ちゃん、かっこいい……。

風見：はっはっはっ、正せい論ろんだね。

キョウ：くっ……余はまだ未み熟じゆくであった。だが、これで諦あきらめはせぬぞ！　行こう、会長！

風見：ほいほーい。んじゃ、またね斗月くん。

キョウ：あ、その肉はどうぞお持ち帰りください。

斗月：…………そうか。




　グダグダのまま、一目散に撤てつ退たいするキョウ＆風見＆メイド軍団。

　あとには、高級霜降り肉を抱かかえた斗月だけが残されていた。




　真・プロポーズ大作戦その①……………失敗！




　　　　＊　　　＊　　　＊




キョウ：ダメだったか……。

風見：まあお肉は受け取ってもらえたし、誠せい意いは伝わってるよ。

キョウ：そうか！　霜降り肉だし、次は仲間になりたそうな目で見てくれるかのう！（笑）

凛々花：むしろなんでこれでいいと思ったのか知りたい（笑）。

斗月：…………ていうか、まず俺に来るとは（笑）。

風見：ふっふっふ、しかしこれは作戦の第一段だん階かい。本番である次の作戦は完かん璧ぺきだよ。

キョウ：まったくだ。待っておれよ、凛々花！

凛々花：不安だわ…………（笑）。

ＧＭ：というわけで、シーンは変えずにこのまま続けます。




▼真・プロポーズ大作戦その②　〜吊つり橋タイタニック〜




　まず斗月を懐柔する作戦は失敗に終わった。だが、それはあくまで前ぜん哨しよう戦せん。本来の目的は、あくまでも凛々花にキョウの求婚を受け入れさせることである。

　そのための策さくを練り、準じゆん備びを整ととのえ、万全の体たい制せいをつくる。

　──そして、翌日の登校時。

　鷺乃宮家の総そう力りよくを挙げた真・プロポーズ大作戦は、まさに佳か境きように入ろうとしていた！




ＧＭ：えー……では、真・プロポーズ大作戦の第二段だん階かいですね。

キョウ：うむ。今度こそ失敗できぬぞ。お義兄様も懐柔できなんだし……。

風見：そこは色々アドリブを利きかせようじゃない。ひとまず、始めよう。

キョウ：うむ、余はいつでもよいぞ！

風見：んじゃ、作戦その一から一夜明けて翌日だね。斗月くんと凛々花くんが登校するところから始まるよ。

斗月：……キョウと会長が何か企たくらんでいそうなのは、昨日のうちに凛々花に伝えておこう。

凛々花：う、うん。それにしても、今度は何が来るんだろう……（笑）。

斗月：……霜降り肉は、兄妹でおいしくいただきました（笑）。

キョウ：余はふたりが来るのを校こう舎しやの前で待っておるぞ。やあやあ、おはようふたりとも。

凛々花：あ、おはようキョウくん。

斗月：…………ム。一いち応おう会え釈しやくして、挨あい拶さつしておこう。

ＧＭ：では、あなた方が校舎に入ると、中はとても蒸むし暑あつい。

凛々花＆斗月：…………は？




　登校時、通学路は少し肌はだ寒さむいくらいの気温のはずだった。

　だが──校こう舎しや内ないは真夏のように蒸し暑く、これではまるで南国だ。

　エアコンが利いているから、では説明がつかない。




キョウ：しかし、今日は暑いのう！

斗月：…………蒸し暑い？　今、一一月とかだよな？

ＧＭ：前ぜん巻かん最後のキョウの誕たん生じよう日びが一〇月二四日で、それから一ヶ月ほど経たってますので、今は一一月末ごろですね。

凛々花：コートとか着てるよ。

斗月：…………うむ。

風見：じゃあそこで会長も出てこよう。やあやあ、今日は暑いね！

キョウ：まったくだのう！

斗月：…………また、何か企んでるのか？

凛々花：これ、キョウくんたちのしわざなの……？

キョウ：ん？　いや、いつもこんなものではないか？

風見：そうそう、気にしすぎだよふたりとも。

凛々花：いや、でもこの季節にこの暑さはないでしょ？　他の人はどうなんだろう。

ＧＭ：それが、なぜか他の生徒や教きよう師しは見当たりません。

凛々花：あからさまに怪あやしいじゃない！（笑）

斗月：…………何をする気なのか、さっぱり見当がつかんぞ（笑）。

キョウ：まあまあ、さ、凛々花、教室に行こうではないか。な？

風見：斗月くんはこっちこっち。二年生だからね！　──さ、キョウくん。さっさと凛々花くんを連れて行くんだ。斗月くんは会長に任まかせなさい。

キョウ：うむ、任せたぞ！

凛々花：堂々と密みつ談だんをするなー！（笑）ま、まあ一応学校だし、教室には行くけど。あの、お兄ちゃん、またあとでね。

斗月：…………ム。

風見：はっはっはっ、斗月くんは二年の教室に行こうね！

斗月：……まあ、無茶なマネはすまい。凛々花、何かあったらすぐ俺に言うんだ。

凛々花：う、うん。

風見：キョウくんにしっかりやるようにウインクして、斗月くんを引ひっ張ぱっていくね。




　ぐいぐいと風見に手を引かれ、斗月は二年の教室へと去っていく。

　あまりに不自然なその場に残されたのは、戸と惑まどう凛々花と笑顔のキョウ。




キョウ：（満面の笑顔で）さあ、こっちだぞ凛々花！

凛々花：…………こないだの学食とか、ゆうべのお兄ちゃんの話とかを思い出しつつ、キョウくんの顔を見るんだけど。

キョウ：ふっふっふ、きっとびっくりするぞ。

凛々花：もうすでにしてるよ！　他の人はどこいっちゃったの？

ＧＭ：あ、ウクレレのメロディーとハワイアンくらいは流れてますね、きっと。

風見：ああ、そうだね。それは必要だ。

凛々花：なんで!?（笑）　ね、ねえキョウくん、これは一体なんなの？

キョウ：いつもの学校ではないか！（一同爆笑）

凛々花：キョウくんには学校がこんな風に見えてたの!?（笑）

キョウ：細かいことはよいではないか。さあ、凛々花！　教室の扉とびらを開けるのだ！

凛々花：あ、開けたくない…………（笑）。

キョウ：ニコニコしておるぞ。

凛々花：ねぇ、どうしてもここを開けなきゃだめ？

キョウ：ニコニコしておるぞ。

凛々花：ううっ……観念して開ける………。




　なぜかとても重く感じる、入りなれたはずの教室のドア。

　ガラガラと開けると──教室一面に、四季折々、色とりどりの花が咲さき誇ほこっていた。

　主に鮮あざやかな色の花を咲かせる南国の花が多いのは、キョウの趣しゆ味みだろうか。




凛々花：…………はい？

ＧＭ：教室が温室になっており、世界各国の美しい花が咲いております。

風見：プレゼントといえば、やっぱりお花だよキョウくん！　という、会長の顔がここで浮うかんでくるよ（笑）。

キョウ：どうだ凛々花、美しいであろう！

凛々花：…………温室？　お花？

キョウ：さあ、どんな花でもよいぞ。好きなものを持っていくがいい！

凛々花：…………えっと。

風見：おや、ツッコミがこないね。




　いつもの凛々花なら、こうしたキョウの暴ぼう走そうをたしなめていたことだろう。

　だが、温室に仕立てられた教室内に咲く色とりどりの花々に視し線せんを奪うばわれ、凛々花はどこか呆ほうけたような表ひよう情じようになっていた。




凛々花：……これ、わたしのために？

キョウ：もちろんだ！

凛々花：……そっか。うん、お金とか宝ほう石せきとかより、素直に嬉うれしいよ。綺き麗れいなお花は見てて楽しいし。

キョウ：うおおおおおおおおおおおおおお!!　効きいてる！　効いてるぞ！

風見：噓うそ、マジで？（一同爆笑）

斗月：おい！（笑）

風見：はっはっはっ、いやいや、会長の作戦に抜かりはないよ（笑）。

凛々花：やり方はどうかと思うけどね。……暑いし（笑）。

キョウ：うむうむ、凛々花に喜んでもらえれば、余はなにより嬉しいぞ！　では、一気に畳たたみ掛かけるとしよう！

凛々花：ま、まだ何かあるのね……？（笑）

キョウ：凛々花よ！

凛々花：な、なに？

キョウ：水着に着き替かえよう！

凛々花：なんで!?

キョウ：いや、ほら、暑いしな？

凛々花：暑いからっていきなり水着になったりしないよ！　そもそも用意してない！（笑）

キョウ：安心せよ、そこは抜かりない。それにほら、後ろを見てみろ。みんな水着だぞ。

凛々花：は？　みんな？　振ふり返かえるけど──。




「お、出番か」

「いつ出られるかと思っちゃった」

「あっつーい」

　振り返った凛々花が見たのは、聞きなれた声と共に、ぞろぞろと現れるクラスメイトたち。いったいどこに隠かくれていたのだろうか。

　そして──彼ら彼かの女じよらは、全員色とりどりの水みず着ぎ姿すがたになっていたのである。




凛々花：ちょっと待って！　クラスのみんなも巻まき込こんでるの!?（笑）

斗月：ひ、人が居いなかったのはこのためか…………（笑）。

キョウ：さあ凛々花、教室の隅すみに更こう衣い室しつも用意してある！

ＧＭ：「こっちで着替えられるからねー」と、水着姿のクラスメイト女子が手て招まねきしてます。教室の端にカーテンで仕切りをつくってくれてる。

凛々花：あ、あなたたちまで何してるの…………？

ＧＭ：「…………いや、ほら、暑いし」と、顔を背そむけつつ答える。

風見：男子も普ふ通つうに海パンでトロピカルジュース飲んだりしてるよ。

斗月：適てき応おう力りよくの高い連中だな……（笑）。

キョウ：凛々花、水着は選んだか？

凛々花：だからなんで水着に着替えるの!?（笑）

キョウ：それはな、外を見ればわかるのだ。

凛々花：…………外？　じゃあ、見るけど。

風見：ふっふっふ。カーテンを開けて外を見ると、一面海になっている。

凛々花：………………は？

斗月：ちょっと待て（笑）。




　窓まどの外には、信じられない光景が広がっていた。

　──さっきまで普通に街の中だったはずの校舎が、大海のど真ん中に浮うかんでいるのだ。




凛々花：なにこれ…………。

斗月：一体どんな技ぎ術じゆつを使ったんだ（笑）。

ＧＭ：実際は窓の外一面に３Ｄモニターを設せつ置ちし、海の映えい像ぞうを映うつしているだけです。ゆれてるように錯さつ覚かくする効果つきだよ。

凛々花：じゅうぶん過すぎるほどにすごいよ！

風見：そうすると、クラスメイトが「おい、あれを見ろー」とか言うね。

キョウ：うむ、ナイスだ！

風見：そして外を見ると、海には巨きよ大だいな氷山が見える。

キョウ：いかん、このままではぶつかって沈しずんでしまう！　そう、かの有名なタイタニック号のように！　タイタニック号のようにぃぃぃぃぃぃ!!




　いつの間にか、この学校は船ということになっていたらしい。




凛々花：…………あの、失礼を承知でお聞きしますけど。

キョウ：ん？　なにかな？

凛々花：…………岡本さんとやにおさんは、アホなの？（一同爆笑）

風見：あんまり否ひ定ていできないね。

キョウ：はっはっはっ。

凛々花：そもそも！　南国ムードだったのがなんでいきなりタイタニックになるの!?　っていうかタイタニックと南国は関係ないし、タイタニックの乗客は水着じゃないよ！（笑）

キョウ：そこはほら、ひと粒つぶで二度おいしいではないか。

凛々花：意味わかんないよ！（笑）

キョウ：で、凛々花、水着は……。

凛々花：着ません！（笑）

ＧＭ：「着ないのー？」とノリノリで水着を着ているクラスメイトが不服そうです。

凛々花：みんな付き合いよすぎだよ！（笑）

斗月：（笑いながら）……で、その氷山がどうなるの？　ぶつかって学校沈むの？

ＧＭ：は、まあこのまま行くとそういう感じの演えん出しゆつが発生します。

凛々花：ど、どうやって……（笑）。

ＧＭ：最新の音おん響きようや特とく撮さつ技術を使い、タイタニック校舎が氷山にぶつかり、教室が危あぶなくない程てい度どにゆれたりします。

凛々花：大だい規き模ぼすぎる……！（笑）

キョウ：もうダメだ！　凛々花、両手を！　両手を横に水平に伸のばすのだ！

凛々花：え、なんで両手？

風見：キョウくん、まだ！　まだ早い！

キョウ：お、おお、そうであった！　「あのポーズ」は上に行くのだった！

凛々花：「あのポーズ」って……（笑）。

ＧＭ：「沈むぞー、早く甲かん板ぱんに上がるんだー」と、クラスメイトが棒読みで警けい告こくします。

凛々花：学校に甲板があるわけないでしょ───ッ!!（笑）

キョウ：安心せよ、ちゃんと作ってある。行くぞ、凛々花！

凛々花：えええええええ（笑）。ちょ、ちょっと待って!?

キョウ：有う無むを言わせず凛々花の手を引いて屋上……もとい甲板に向かうのだ！

凛々花：今、屋上って言ったよね!?（笑）

風見：途と中ちゆうの音楽室では、沈しずみゆく船への鎮ちん魂こん曲きよくを吹すい奏そう楽がく部ぶが演えん奏そうしてます。

斗月：え、映画では「もう助からないことを覚かく悟ごして最後の演奏をする楽がく団だん」ってかっこいいシーンだったが……。

凛々花：この状じよう況きようで演奏されてもただのギャグでしょ！（笑）

キョウ：というわけで、ふたりで甲板に出るぞ。

凛々花：出ちゃった……。

斗月：渋沢さんが憔しよう悴すいしはじめてる……。




　ツッコミ疲つかれてだんだんぐったりする渋沢佳奈嬢である。




キョウ：甲板に出たらあのポーズだ！　さあ凛々花、手を横に水平に伸ばして！

凛々花：う、うん。

キョウ：そして余は中ちゆう腰ごしになり、凛々花を膝ひざの上に乗せます（一同爆笑）。




　体育の組くみ体たい操そうにおける「サボテン」を思い出していただきたい。



















キョウ：……ロマンチックであろう？

風見：スリルとロマンだよ。

凛々花：（両りよう腕うでを水平に広げて）小学校の運動会を思い出すね……。

斗月：……なんだかんだで付き合いがいいな、凛々花……。

風見：んじゃ、そろそろ放送をかけようかな。

凛々花：へ？　放送？




　温室から南国へ、そしてタイタニックへと怒ど涛とうの変化を遂とげる学校の状況。

　鷺乃宮の総そう力りよくを挙げたバカ騒さわぎに頭がクラクラし始めた凛々花に追おい討うちをかけるように、聞きなれたかわいい声が校内放送から聞こえてきた。

「大変だ、もう逃にげ場ばはない！　この甲板からあの吊り橋を通って逃げなければ！」




風見：……ってナレーションをいれるね。あきらかに会長の声で。

凛々花：会長何してるの!?（笑）　吊り橋ってどういうこと!?（笑）

ＧＭ：教室棟とう校舎の屋上、もとい甲板から、グラウンドを挟はさんで向かいにある実習棟校舎の屋上に向かって吊り橋がかかっております。

凛々花：なんで!?　そもそも、その橋の向こうに何があるの？（笑）

キョウ：いいから早く行くのだ、凛々花！

風見：「さあ、そのグラグラ揺れる危き険けんな吊り橋を早くふたりで渡わたるんだ！」という放送が更さらに流れる（笑）。

斗月：つ、吊り橋効果、ってこと、か…………？

凛々花：そんな安直な!!（笑）

キョウ：さあ早く行くのだ、凛々花！　手を引いて吊り橋を渡るぞ！

凛々花：ちょ、ちょっとキョウくん！　引ひっ張ぱられていきますけども（笑）。

ＧＭ：では、ここで校庭──もとい海面に浮うかぶ巨大なガレー船に気がつきます。

凛々花：へ？

ＧＭ：髑髏されこうべを染そめ抜ぬいた旗をなびかせたその船は、キョウと凛々花目め掛がけておもむろに砲ほう撃げきを開始。ドン、ドンという砲火の音がこだまする。

キョウ：くっ……海かい賊ぞくか!!

凛々花：なんでよ────ッ!!　タイタニックじゃなかったのッ!?（一同爆笑）




　海賊船から、黒い砲ほう弾だんが放物線を描えがいてキョウと凛々花を狙ねらう。

　直ちよく撃げきこそないものの、その衝しよう撃げきで吊り橋はグラグラと揺ゆれ、ふたりを脅おびやかす！




風見：あ、ちなみに砲弾はバレーボールを黒く塗ぬっただけだから安心してね。

キョウ：吊り橋の下には、ネットとマットを用意してあるので、安全だ。

凛々花：も、もう何もかも間ま違ちがってるよ……（笑）。

キョウ：この吊り橋効果で凛々花もメロメロなのだな。

風見：完かん璧ぺきだね。もう凛々花くんは完全に恋こいに落ちてるよ。

凛々花：（疲つかれた顔で）つ、吊り橋効果って自分ではっきり言っちゃってるよ……。

斗月：完全にツッコミ疲れてるな……（笑）。

凛々花：助けてお兄ちゃん……笑い死ぬ……（笑）。

斗月：そうしてやりたいのは山々だが……この乱らん痴ち気き騒さわぎの中、俺は何をしているんだろう。

風見：会長が斗月くんを教室に引き止めてるよ。一連の会長のセリフは全部録音だから。

斗月：…………そ、そうか。すまん、凛々花（笑）。

凛々花：うわ───ん！　もう、この吊り橋を渡わたればいいんでしょ、渡れば！

キョウ：で、橋を渡りきると実習棟屋上に設置されたスカイラウンジがあるのだ。

ＧＭ：髭ひげのバーテンダーがシェイカーを振ふっています。

凛々花：またお前か！（笑）




　学食に現れた髭のバーテンダー、ふたたび。今度は実習棟屋上の特とく設せつスカイラウンジでシェイカーを振っている。

　吊り橋を渡った二人を一いち瞥べつすると、そっと目配せして誰だれもいないカウンター席に促うながす。




凛々花：疲つかれたし、とりあえず素直に座すわるよ……。

キョウ：凛々花のために用意した、空のバーだぞ。

凛々花：わぁ、ロマンチック……ってそんなはずがあるかー！（笑）

風見：よし、今だ！　ここでキョウくんの思いのたけを！

キョウ：う、うむ！　凛々花よ！

凛々花：……な、なに？

キョウ：余は今、とてもドキドキしておる！

凛々花：う、うん。吊り橋渡ったからね。

キョウ：お主もそうであろう？

凛々花：う、うん……。急に走ったりしたし、予想だにしない展開だし、いろんな意味でドキドキしたね……。

キョウ：この胸むねのドキドキ！　これはまさしく──ハレルヤだ！

凛々花：ハレルヤ…………？（笑）




　練りに練った作戦、積み重ねたシチュエーション。今こそ渾こん身しんの求きゆう婚こんを行うときだと、キョウは理り解かいする。

　凛々花の目の前に、少しずつ、少しずつ近づいていく。




キョウ：頭をひねり、考え、様々な人に知ち恵えを借り、持てるものを積み上げ──余は、余なりに全力を尽つくしたつもりだ。

凛々花：う、うん……。

斗月：…………ム。

風見：邪魔しちゃダメだよ斗月くん！

キョウ：これもすべてお主ぬしのため──お主に余の想いを伝えるため。

凛々花：え、あの、その……。

キョウ：………凛々花。

凛々花：きょ、キョウくん、だめ……。




　カウンターのスツールを降おりたキョウが一歩、凛々花のもとに踏ふみ出だす。

　──ふたりの距きよ離りが、更さらに縮ちぢまる。

　いつになく真しん剣けんなキョウの表情。凛々花の鼓こ動どうが、我われ知しらず速まる。




キョウ：これが余の最後の一手──！

凛々花：…………っ！

斗月：な、なにをする気だ……!!

風見：おおおお、どきどきするね！

キョウ：嫁よめになってくれ！　そう力強く言って、全力で土ど下げ座ざだ!!（一同爆ばく笑しよう）

凛々花：な・ん・で・よ────ッ!!　なんでそこで土下座なの!?（笑）

風見：あっはっはっはっはっはっはっはっ!!　キョウくん最高!!

斗月：……ダメだこりゃ（笑）。

風見：今もうすべての教室でこれが放送されてて、全校生徒が爆笑してるよ。会長も生徒会室で見ながら手を叩たたいて喜んでる。

斗月：会長は面白がってただけだな……（笑）。

ＧＭ：協力してくれた全生徒も面白がってただけですよ。

風見：そりゃそうだよねー。

キョウ：いやあ、もうやり遂とげた感覚でいっぱいなのだ。あとは凛々花がプロポーズを受けてくれれば完璧だな。

凛々花：…………あのね、キョウくん。

キョウ：（ドヤ顔で）うむ！

凛々花：……そのプロポーズでＯＫする人は、いないと思うよ。

キョウ：がーん!!




　完璧と思われた作戦は、凛々花には通用しなかった。

　ショックを受けて真っ白になるキョウ。

　モニターしていたメイド軍団も顔面蒼そう白はくだ。

　そして風見はひとり、手を叩いて爆笑していた。




　真・プロポーズ大作戦────大・失・敗！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：というところで、一いつ旦たんシーン終しゆう了りようです。

凛々花：つ、疲れた。面白かったけど疲れた。

キョウ：おかしい、どこで間ま違ちがえたのだろう（爆笑）。

斗月：…………どんな作戦会議をしてたんだ、一体。

風見：いやあ、最初に不良に絡からまれてるのを助けて、そこで斗月くんが味方になるはずだったんだよ。ねー。

キョウ：そうなのだ。駄だ目め押おしに霜降り肉まで用意したというのに。

ＧＭ：まったく意味がわからなくて面白かったですよ。

キョウ：いかんのう。やり直しを要求してもよいか？（爆笑）

凛々花：やり直さなくていいから！（笑）

風見：面白かったけど二回は勘弁だね！　疲れた！（笑）

斗月：……繰り返してもギャグにしかならないぞ（笑）。

キョウ：むう、それは残念だ。

ＧＭ：さて、では一旦休きゆう憩けいして、次は斗月と凛々花のシーンにしましょう。

凛々花：う、うん。

斗月：……まあ、なんでこんなことしたのかは気になるしな。一度凛々花と話そう。








タイタニック号　二〇世紀初頭に建造された豪華客船。氷山に接触して沈没し、多数の犠牲者を出した海難事故で知られ、その事故を題材に様々な作品が作られている。一九九七年に公開されたレオナルド・ディカプリオ主演の映画『タイタニック』はつとに有名。

あのポーズ　映画『タイタニック』で主人公とヒロインがやった有名なポーズのことと思われる。











◆Middle 03◆兄妹きようだい


Scene Player ─── 藤堂斗月






　学校全体を巻き込んだ壮そう絶ぜつなプロポーズから数時間。

　昼休みには、あの乱痴気騒さわぎが噓うそだったかのように、校内の様子は元に戻っていた。




ＧＭ：では、次のシーンです。プロポーズ騒そう動どうがひと段だん落らくしたので、凛々花と斗月で話すシーンにしようかと。

斗月：…………ム。ところで、学校はどうなったんだ。

キョウ：もうすっかり元通りですよ。立つ鳥跡を濁にごさず。

風見：授業の邪じや魔ましちゃいけないしね。

斗月：…………そう、か（笑）。

凛々花：あれで授業が妨さまたげられないのはすごいなあ……（笑）。

キョウ：ちなみに余は教室でショボーンとしておる。

凛々花：周りで男子の友達が慰なぐさめてくれてるよ。わたしはお兄ちゃんに甘あまえに行く（笑）。

ＧＭ：時間は昼休みとかでいいですかね。

斗月：いいと思う。飯を食いながら兄妹の会話だ。

凛々花：じゃあお弁べん当とう持ってお兄ちゃんの教室に行くよ。お兄ちゃーん……。

斗月：…………疲つかれた顔をしてるな（笑）。

凛々花：色々あったから……（笑）。

斗月：…………ム。じゃあ、場所を変えるか。

凛々花：うん。中庭とかでいいかな……少し寒いけど。




　中庭のベンチに並ならんで座すわり、お弁当を広げる藤堂兄妹。ふたりはそのまましばらく言葉も交わさず、もくもくとお弁当を食べていた。




斗月：……大変だったようだな、凛々花。

凛々花：うん……。すごい目にあったよ。

ＧＭ：すごい目、って（笑）。

風見：まあ、ひどくはないよね。ひどい目っていうか、すごい目（笑）。

凛々花：わたし、遊園地って行ったことなかったんだけど──あんな感じなのかな（笑）。

斗月：…………ム。俺もあまりそういうところに縁えんがないから、よくわからん。

凛々花：そっか。──それにしても、なんであんなことしたんだろうね。

斗月：…………妙みようだったな。

凛々花：求婚されるのは、まあ、いつものことなんだけど。今日のはその、色々と常じよう軌きを逸いつしてたというか（笑）。

斗月：…………ム。会長まで参加していたようだしな。

凛々花：そうなの。キョウくんとメイドさんだけならともかく、なんで会長まであんなノリノリで参加してたんだろう……？

斗月：…………面白そうだからだろう。会長はそういうやつだ。

凛々花：ばっさり切きり捨すてたね（笑）。

風見：はっはっはっ、斗月くんは会長のことをよく理解している（笑）。

斗月：…………ま、それはともかく──不思議なものだ。

凛々花：なんのこと？

斗月：……キョウのことだ。キョウあいつは、なぜそこまで凛々花おまえにこだわるんだろうな。心当たりはないのか？

凛々花：……うーん。

斗月：……ないのか。

凛々花：……うん。そういえば、理由とかって全然知らないや。

キョウ：なにせ、嫁よめになれ、としか言っておらぬからな（笑）。

風見：キョウくん自身理由を言ってないものね。

キョウ：（素に戻って）実は、自分の中では答えは出ているんですよ（一同、どよめく）。

ＧＭ：お、おお、そうなんですか！

キョウ：プレイヤーとしては理由は決めてるんです。ただ、まだキョウ自身が気づけてないだろうな、と思ってまして。

凛々花：そうなんだ……。

ＧＭ：それは是ぜ非ひ今は伏ふせておいていただいて、来きたるべき時に言ってもらいたいですね。

キョウ：もちろん。なので、今はもうひたすら求婚するだけです（笑）。

凛々花：じゃあ、やっぱりわからないね。なんでだろうなー、って言ってお茶を飲もう。

斗月：…………ふむ。




「──考えてみれば不思議な話だ」

　空からになった弁べん当とう箱ばこの蓋ふたを閉とじ、熱いお茶を飲んでひと息ついてから、改めて斗月は妹の顔を覗のぞき込こんだ。




斗月：……まあ、惚ほれた腫はれた、なんてものは、そんなものかもしれんが。

凛々花：そうなのかもね。……それに、理由ならわたしが知りたい。どうしてあそこまでしてくれるんだろう？　わたしのどこがいいのかなあ。

斗月：…………ム。兄としては凛々花の美点はいくらでも挙げられるところだが、ここはやめておく。オープニングで散々語ったしな（笑）。

ＧＭ：どんどん兄バカに……（笑）。

キョウ：余だって挙げられるぞ！（笑）

凛々花：お兄ちゃんのそんな一面は全然気づかないよ（笑）。でも、本当にわからないの。そりゃ、その……好きだ、って、言ってもらえて、悪い気はしないけど。

斗月：……………ム。

凛々花：……お兄ちゃん。お兄ちゃんは、やっぱり結けつ婚こんなんてまだ早いって思うよね？

斗月：…………ああ。お前は、まだ病院を出て一年しか経たっていない。早々に先を決めることもないし、居いなくなられると、俺も寂さびしい。

凛々花：……そっか。そういう風に言われるのは嬉うれしいな。キュンってしちゃう（笑）。

キョウ：あ、あ、あ、相手はお兄さんですよ!?（笑）

凛々花：恋じゃないの、あくまでも親愛なの（笑）。

斗月：母親は亡なくなったし、父親は帰ってこないしでお互たがい寂さびしいんだろう。

凛々花：お父さんとお母さん、か──。ねえ、お兄ちゃん。

斗月：なんだ？

凛々花：お父さんとお母さんは、どうして結婚したのかな。

斗月：…………ム。




　斗月と凛々花の母は、一年前に亡くなっている。また、父は仕事でほとんど海外におり、特に母が死んでからのここ一年はたまに電でん報ぽうで連れん絡らくが来るのみだ。




斗月：そこは何かＧＭから指し針しんはある？

ＧＭ：そうですね……父親が留守るすがちなのは昔からですが、恋れん愛あい結婚であり、夫ふう婦ふ仲なかは良好。両親が幸せそうに寄より添そって兄妹を見ている姿をふたりは覚えています。

凛々花：そっか。お父さんもお母さんも、結婚生活は幸せだったんだ。

斗月：…………ム。今は家に寄り付かない父親にあまりいい感かん情じようを抱いだいていないので、なんだか複ふく雑ざつな気分だ。

凛々花：でも、やっぱりそうだよね。結婚するからには幸せにならなきゃ。

キョウ：余はきっと幸せにしてみせるぞ！

凛々花：だから、結婚はまだ早いの！（笑）

斗月：……とりあえず、結婚はまだ早い。そして、キョウが凛々花にあそこまで惚ほれている理由はわからない──というところだな。

凛々花：うん。今回の大規模なプロポーズに関しては、本人に聞かないとわかんないね。

斗月：……もしくは会長だな。

風見：あ、ならそこで会長が出てきていいかな？　キョウくんが凹へこんでいる間に、ふたりにネタばらしをしておきたいんだ。

ＧＭ：なるほど。ではシーンプレイヤーがいいならそれで。

斗月：うむ、俺は問題ない。というか、聞いておきたい。

風見：じゃあ『特別顧問』の腕わん章しようをつけたまま登場しよう。




　兄妹の会話がひと段だん落らくしたところで、にわかに訪おとずれた静せい寂じやくを切きり裂さく快かい活かつな笑声が響ひびく。

「はっはっはっ、やあやあふたりとも。今回の趣しゆ向こうは楽しんでくれたかな？」

　生徒会長、そして今は鷺乃宮家特別顧問・雲雀風見である。




凛々花：出たな、下げ手しゆ人にんめ（笑）。

斗月：……なんだ、その腕章は。一体あの騒さわぎはなんだったんだ。

風見：鷺乃宮の人は、キョウくんと凛々花くんを結婚させたいらしくてね。プロポーズを成功させるために会長が呼よばれ、助言した結果があの作戦ってわけ。

凛々花：ほとんどアトラクションだったよ。で、その顧問っていうのはそういうことなの？

風見：うん、頼たのまれたからね。それに面白そうだったし。

凛々花：会長…………（笑）。

斗月：……しかし、なぜ鷺乃宮が急に動き出したんだ？

風見：なんかさ、「当主たるもの伴はん侶りよを決めなければならない」みたいな話らしいよ？　と、話を聞いていたことにしてしまおう。

ＧＭ：は、それは問題ありません。

斗月：…………ム。

風見：花はな嫁よめ候こう補ほとして世界中のセレブやお姫ひめ様さまを並ならべられたけど、全部断ことわって、凛々花くんがいい、って話になったみたい。モテるねー。

凛々花：そ、それは……一いつ瞬しゆんときめいちゃうな。赤くなって俯うつむく（笑）。

風見：ふっふっふ、まんざらでもなさそうだね。

凛々花：うー…………。

斗月：……当主になって一ヶ月経たって、か。

風見：キョウくんがそろそろ当主業に慣なれてきたからそろそろ、とかなんじゃない？

斗月：…………ム。どちらにせよ、妹は嫁にやらんぞ。

風見：そうだねぇ。でもキョウくんは当主になって随ずい分ぶん忙いそがしいみたいだし、今や時の人、みたいになっちゃってるし。

凛々花：うん。

風見：もしかしたら、このまま遠くに行っちゃうのかもしれないよ？

凛々花：…………それは、ちょっとしゅんとなった顔で真面目まじめに考かんがえ込こもう。

斗月：…………ム。

風見：だから、焦あせっているのかもしれないし。結けつ構こう適てき当とうに言ってるけどね、今（笑）。ま、あとは本人に聞くのが一番じゃないかな？　そう言って会長は去っていくよ。

凛々花：……うん、ありがと会長。

風見：はっはっはっ、これも会長の役目だからね。




　チャーミングな笑顔とウインクを残し、風見はその場をあとにする。

　その後うしろ姿すがたを見送ってから、斗月と凛々花は顔を見合わせた。




凛々花：やっぱり、キョウくんにも話を聞かないとね。

斗月：…………ム、そうだな。

ＧＭ：では、そこで一度シーンを終了しましょう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




凛々花：このやりとりで、会長にロイスをとっておくね。

風見：お、そうだね。会長も凛々花くんにとっておこう。しかし、事じ件けんが起こらないなあ。

斗月：敵てきの影かげも形も見えない。逆ぎやくに不気味だ（笑）。

キョウ：平和なのはよいことだがな！

ＧＭ：ふっふっふっ。

凛々花：なんか嫌いやな笑いかたしてるよう（笑）。







◆Middle 04◆ふたつの脅きよう威い


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　練りに練ったプロポーズ大作戦がことごとく失敗に終わり、いつになくしょんぼりした様子で帰路につくキョウ。

　──ほんの数秒後に、異形の悪意が自らを襲おそうことなど、今の彼かれは思いもしなかった。




ＧＭ：それでは、キョウのシーンです。プロポーズが失敗に終わった日の帰り道ですね。

キョウ：うむ。ちょっとひとりになりたいので、トボトボ歩いて帰るぞ。




「ふう、またダメだったか……何がいけないのであろうな……」

　肩かたを落とし、自じ宅たくまでの道のりをゆくキョウ。一歩ごとに溜ため息いきがこぼれる始末だ。




凛々花：くっ……なんだかわたしが悪いことしたような気に……！（笑）

ＧＭ：ひとりとは都合がいい。ではその帰り道──不意にキィンという耳鳴りがしたかと思うと、周囲の風景が色いろ褪あせてセピア色に変わっていく。

キョウ：なんと？

斗月：……ム、これは。

ＧＭ：それは、オーヴァードだけが展てん開かいできる特とく殊しゆな結界──《ワーディング》です！

キョウ：な、何事だ？　新たな作戦か？（一同笑）

ＧＭ：次の瞬しゆん間かん、あなたの頭上にふっと影かげが差す。

キョウ：お？　何事かと見上げてみるぞ。

ＧＭ：上空に突とつ如じよ現あらわれた小こ柄がらな人ひと影かげが、バカみたいに巨きよ大だいな剣けんをあなた目め掛がけて振ふり下おろしてきます。

一同：何ぃぃぃぃぃっ!?

キョウ：ＮＯ───ッ!?（笑）　よよよ、避よけるぞ全力で！

ＧＭ：では、キョウが咄とつ嗟さに飛とび退のいた地面にクレバスができ、後方にあった雑ざつ居きよビルが真っ二つになります。




　慌あわてて飛び退いたキョウをかすめるように、巨大な塊かたまり──幅はば三〇センチ、長さ二・五メートルに及およぶ巨大な剣が大地に叩たたきつけられた。

　轟ごう音おんと放たれた剣圧は舗ほ装そうされた道路にクレバスを生み出し、直ちよく線せん上じようにあった二台の車両と電柱、交番と雑居ビルひとつを真っ二つに両りよう断だんしていた。




一同：待てぇぇぇぇっ!!

凛々花：ビル!?　ビルが斬きれるの!?（笑）

斗月：どんな破は壊かい力りよくなんだ……。

ＧＭ：キョウは完全に避けたはずですが、風ふう圧あつというか衝しよう撃げき波はだけで半身が痺しびれるほどです。

キョウ：な、なんなのだいきなり！　何者だ！

ＧＭ：人影──少女はぎろりとキョウに視し線せんを向けます。

キョウ：お、女の子……？

ＧＭ：はい。一二〜一三歳さいと思おぼしき、銀ぎん髪ぱつをくるぶしほどまで伸のばした少女です。真っ黒な、いわゆるゴスロリ風のドレスを身にまとい、肘ひじまである手て袋ぶくろをつけています。そして、その手に握にぎられているのは前ぜん述じゆつの通り、馬ば鹿かげたサイズの西洋剣です。

凛々花：銀髪の少女!?

風見：渋沢さんの鼻息が荒あらい！（笑）

ＧＭ：（異い様ように低く、しゃがれた声で）「……死ね」

凛々花：か、かわいくない！（笑）

ＧＭ：少女は老ろう婆ばのようにしゃがれた声で唸うなりを上げながら、片かた手てで剣を振り回してキョウに襲おそい掛かかります。

キョウ：も、問答無用かぁぁぁっ！　必死で逃にげるぞ！

ＧＭ：キョウが紙かみ一ひと重えで攻こう撃げきをかわすごとに、その剣けん閃せんは道路やブロック塀べい、車などをバターのように斬きり裂さきます。まともにくらえばひとたまりもないでしょう。

斗月：……ム。

凛々花：ま、街が大変なことに……。

キョウ：待て待て！　なぜ余よが狙ねらわれねばならんのだ!!

ＧＭ：「……なぜ？」少女の姿すがたをした人物は唇くちびるの端はしを吊つり上あげて笑います。「神しん性せい婚こん礼れいは始まっておる。〝神使い〟が殺し合うのは当然さね」

凛々花：口調までおばあさんっぽい……。

キョウ：……シンセイコンレイ？　神使い？

斗月：……ム。何か不思議な単語が出てきたな。

キョウ：なんか知らんが、人ひと違ちがいであろう。余は別の道から帰るぞ（笑）。

ＧＭ：「とぼけるのはおよし、坊や。──玉皇を仕留めたんなら、あんたも関係者さ」

キョウ：玉皇……って、御ご前ぜんのことか！

凛々花：ええええ!?

風見：そのシンセイなんとかに、御前くんが関わってたってこと……？

キョウ：う、うむ。待て、事情を説明せぬか！

ＧＭ：「いちいち説明するのも面倒だ。あの世でお祖父じいちゃんに聞きな、坊ぼうや」と──彼かの女じよは強きよう烈れつな殺気を叩たたきつける。そこから感じる脅きよう威いは、あの御前と同等か、それ以上のものだ。

キョウ：も、問答無用か！




　少女の姿をした襲しゆう撃げき者しやから放たれる、異様なまでの殺意と敵てき意い。それは、ひと月前に激げき闘とうの末打うち倒たおした祖そ父ふ・〝御前〟こと鷺乃宮玉皇に勝るとも劣おとらない。

　キョウの心中に襲おそい掛かかる本ほん能のう的てきな恐きよう怖ふ。一いつ瞬しゆん、その動きがピタリと止まる。

　その刹せつ那な──少女は奇き声せいと共に剣を振ふり上あげた。




ＧＭ：ここで彼女は《加速する刻》を使用。即そく座ざに行動し、キョウに攻撃を仕し掛かけます。

キョウ：めちゃめちゃ本気ではないか！

斗月：…………ム。ＧＭ、登場はできるか？

風見：そうだね、《ワーディング》したのなら気づきたい。

ＧＭ：はい、ここで他のＰＣも登場可か能のうです。

斗月：なら、登場と同時にキョウとその娘むすめの間に割わり込こんで、攻撃を受け止めたい。

ＧＭ：了りよう解かいしました。少女は舌したなめずりすると、信じがたい速度で斬きり込こんできます。《コンセントレイト：ハヌマーン》＋《一いつ閃せん》＋《さらなる波》＋《吼ほえ猛たける爪つめ》＋《疾しつ風ぷう剣》を組み合わせて攻撃。




　踏ふみ込こみの衝しよう撃げきでアスファルトが抉えぐれてめくれあがり、瞬まばたきする暇ひまもない速度で、建けん造ぞう物ぶつを軽々斬きり裂さく威い力りよくの一閃がキョウめがけて放たれる。

　だが──突とつ如じよ飛び出してきた巨きよ体たいが、キョウと少女の間に割り込んだ。




ＧＭ：一いつ瞬しゆんにして間合いを詰つめ、重量級の武ぶ器きを持つとは思えない速度で斬り裂く。……達たつ成せい値ちは54、リアクションのダイスをマイナス９。

キョウ：マイナス９!?　だ、ダイスを振ふることさえできぬ！（笑）

斗月：とすると、自動失敗か。《砂すなの結界》でキョウをガードする。《リザレクト》させられるだろうし、他のエフェクトはなしだ。

ＧＭ：了解です。少女の振ふるった巨大な白しら刃はが斗月の身体からだをざっくりと斬り裂く。ダメージは82点、装そう甲こう値無む視し。




　避け切れない──そうキョウが確信したその瞬間、眼前に聳そびえ立った巨大な壁が斬撃を阻む。一拍置いて、その壁は刃を受け止めた腕と肩口から鮮血を流しながら、キョウに振り返った。




キョウ：お、お義兄にい様！

斗月：…………誰だれが義兄あにだ、誰が。《リザレクト》して、ＨＰは５点回かい復ふく。

ＧＭ：「……大きいのが釣つれたねえ」と、斗月の血が付着した刀身を舐なめ、少女はぞっとするほど邪じや悪あくな笑えみを浮うかべる。「邪じや魔まするのならあんたも殺すよ、大きな坊や」

斗月：…………キョウ、こいつは何者だ。

キョウ：……余にもわからぬ。いきなり襲い掛かってこられたのだ！

凛々花：ここでわたしも登場するね。お兄ちゃん、キョウくん、だいじょうぶ!?

風見：会長も出るよ。……なんだか厄やつ介かいなことに巻まき込こまれちゃってるみたいだね？

ＧＭ：「おやおや、四人に増ふえたねえ。みんなオレと遊んでくれるのかい？」喉のどの奥おくから搾しぼり出だすようなしゃがれた笑い声を浮うかべ、少女が四人をねめつけます。

凛々花：な、何この不気味なひと……。

風見：あんまり会話が通じそうにないなー。会長こういう人苦にが手て。

キョウ：うむ、まったくわけがわからぬのだ。

斗月：……ム。だが、実力は相当なものだ。さっきもたいしたエフェクトを組み合わせてなかったが、この威力だからな。

凛々花：は、そういえば回数制せい限げんのあるエフェクトとか全然なかった……。

キョウ：マジか!!

風見：うん、マジ。本気出してきたら更さらに攻こう撃げき力りよく上がったりシーン攻撃とかしてくるよ、きっと。ハヌマーンだし。

ＧＭ：「クク……。それじゃあ、ご要望どおり次は多少本気で行こうか」そう言うと、少女の姿がふたりに増えます。

一同：増えたぁぁぁぁ!?

ＧＭ：ふたりに増えた少女が同時に剣を振ると、その剣圧で同時にふたつの断だん裂れつが地面に刻きざまれる。幻げん覚かくなどではなく、正しよう真しん正しよう銘めいふたりに増えている。

キョウ：ま、まずいのではないか……？　こやつ、御前なみに強いのだろう？

斗月：それがふたりか……。




　二倍に増えた脅きよう威いが、キョウたち四人の目の前に迫せまる。

　目の前の少女から立ち昇のぼるのは、圧あつ倒とう的てきな殺意と戦力。

　──だが、悪あく夢むはまだこれで終わってはいなかった。




凛々花：に、逃にげたほうがいいのかな……。

風見：素す直なおに逃がしてくれるといいけどね……。会長戦せん慄りつ。

斗月：……ム。いざとなれば、戦うしかあるまい。

キョウ：……う、うむ。凛々花を守らねばならぬ、そうであろう。

斗月：…………ああ。

凛々花：お兄ちゃん、キョウくん……。

ＧＭ：「クク……いいねえ。いい顔だ。久ひさ々びさに楽しい闘とう争そうができそうだ」──と、少女たちが同じ顔で舌なめずりをしたその瞬間、異い変へんが起こります。

キョウ：異変？

ＧＭ：はい。不意に、周囲の地面が赤黒い泥でい濘ねいに変わる！

キョウ：なに!!

ＧＭ：それに応おうじて、セピア色に染そまっていた周囲の景け色しきが、黒く重い瘴しよう気きの立たち込こめる空間に変わる。別の何者かが《ワーディング》を展開しているのだとわかります。

斗月：新手……だと……!?

ＧＭ：さらに、その泥濘からボコ、ボコ、という不気味な音と共に地面が盛もり上あがり、人間サイズのいびつな泥どろ人にん形ぎようが数十体ほど現あらわれ、ひしめきあいます。

キョウ：なんじゃこりゃああああああ！

凛々花：き、気持ち悪い……!!

斗月：一体何が起こっている……！

ＧＭ：ふと気づけば、いつの間にかあなた方の後方──ちょうどゴスロリの少女と反対側なんですが、そこにある電柱の上に、フードを目ま深ぶかにかぶった長身の人ひと影かげが立っています。

凛々花：電柱の上!?

風見：またなんか不気味そうなのが……



















　脅威は、大たい剣けんを構かまえた少女のみに留とどまらなかった。

　いつの間にか現れたフードの男──彼もまた、赤黒い泥濘の中から隠かくそうともしない殺気を四人に向けている。




ＧＭ：フードの男は袖そでをめくって傷きず痕あとだらけの腕うでを露あらわにすると、その腕を搔かき毟むしってボタボタと地面に血を垂たれ流ながす。すると、その血を浴びた泥が盛もり上あがって新たな泥人形になっていきます。「──往ゆけ。神性婚礼の参加者に、然るべき痛いたみを」

キョウ：シンセイコンレイ！　またそれか！

ＧＭ：男の言葉を皮切りに、無数の泥人形があなた方と少女を包囲します。

凛々花：あっちのゴスロリにも向かってるの？

ＧＭ：はい。ですが、彼女は「ククク、〝神使い〟が追加でひとりか！　いいじゃないか、闘とう争そうはこうでなくちゃねえ！」と哄こう笑しようしつつ、剣けんの一ひと振ふりで十体ほど薙なぎ倒たおします。

凛々花：神使い……？

キョウ：さっきもそのようなことを言っていたのう。

斗月：……神、ってくらいだから、キョウの神殺しの力と何か関係があるのかもな。

風見：それより、こりゃやばいよ。なんとかして切きり抜ぬけないと。

キョウ：う、うむ。とにかく一度逃にげねば！

ＧＭ：ではその瞬間、「後ろだ、少年！」と聞き覚えのある声がします。

キョウ：む！　咄とつ嗟さに後ろを振り返かえるぞ！

ＧＭ：キョウの真後ろに、ゴスロリ少女の片かた方ほうが泥人形を蹴け散ちらしながら身を低く屈かがめて接せつ近きんしてきています。声がしなければそのまま不意を討うたれていたでしょう。

キョウ：ぬおおお！　咄嗟に飛とび退のくぞ！

ＧＭ：少女は大剣を振り下ろしますが、それはすんでのところでキョウをかすめます。そして剣圧で吹ふき飛とぶ数体の泥人形。

キョウ：危あぶないところであった……！

凛々花：今の声って……！

ＧＭ：ちい、と少女も歯は嚙がみして声のしたほうに視し線せんを向ける。そこにいるのは──。




　戦場と化した通学路に現れた第三の乱らん入にゆう者。だがそれは、キョウたちにとって救いの手となり得る姿すがたであった。

　それは、異形の両りよう腕うでを構えたコートの男──。




キョウ：し、東雲しののめー！　一ヶ月ぶりではないか！

凛々花：東雲さん！

風見：いいタイミングで来てくれるねー。会長感かん激げき。

ＧＭ：「東雲……！」と、ゴスロリ少女の顔に初めて苦々しげなものが浮うかびます。また、フードの男も「遺い産さん破は壊かい者しやか。痛みの価か値ちを理り解かいせぬ無ぶ粋すいめ」と表ひよう情じようを曇くもらせます。

斗月：……ム。流石さすがに有名だな。

凛々花：それより、これでなんとかならないかな!?

ＧＭ：東雲は泥人形を蹴け散ちらしつつ、少女とあなた方の間に割わり込こむ。「このふたりを一度に相手取るのは、今のお前たちでは荷が勝ちすぎる。退ひくぞ」

キョウ：おお、さすがは東雲。

凛々花：突とつ破ぱできそうなの？

ＧＭ：というわけで、ここから東雲の援えん護ごを受けつつ包ほう囲い網もうを突破する、という判はん定ていを行ってもらいます。

斗月：……ム。すんなり逃がしてはくれないか。

風見：ま、そりゃそうだよね。

ＧＭ：もちろんですよ。判定方法は以下の通り。




・ひとり一回ずつメインプロセスを行うことができる。

・〈白はく兵へい〉〈交こう渉しよう〉〈ＲＣ〉のいずれかで判定を行い、達成値の合計が[image: 100]以上になれば脱だつ出しゆつに成功となる。全員がメインプロセスを行っても[image: 100]に満たなかった場合、全員４Ｄ10＋20点のＨＰダメージを受けて再さい挑ちよう戦せんが可か能のう。




キョウ：ひゃ、[image: 100]　!?

凛々花：これ、順番はどうするんですか？

ＧＭ：行動する順番は任にん意いに決めて構かまいません。エフェクトも使用できます。

凛々花：なら、わたしは《要かなめの陣じん形けい》＋《導みちびきの華はな》！　三人の次のメジャーアクションの達成値に＋14するよ！

風見：おー、ありがたい。んじゃ、まず会長が行くよ！　《コンセントレイト：ソラリス》＋《絶ぜつ対たいの恐きよう怖ふ》で判定。達成値は……25＋凛々花くんの援護が入って、39！

斗月：……ム。《コンセントレイト：モルフェウス》＋《インスタントボム》。達成値は支し援えん込こみで36だ。

キョウ：《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》＋《渇かわきの主》だ！　おおお、三回クリティカルしたぞ！　達成値は49、これで合計なんと[image: 124]　!!




　東雲の援護のもと、四人は突とつ破ぱ口こうを開くべく動き始めた。

　泥濘の中で咲さき乱みだれる凛々花の白い花が泥人形とゴスロリ少女の行動を阻そ害がいし、キョウたちの活動を補ほ助じよする。

　花びらが舞まう中、風見の愛あい嬌きようは泥人形の動きさえも止め、斗月の古こ武ぶ術じゆつが数体の泥人形を吹ふき飛とばし、キョウの拳こぶしは日にち輪りんを輝かがやかせて泥人形を滅ほろぼしていく。




ＧＭ：おお、そんなに行くとは……！　では、少女とフードの男、そして泥人形の群むれからある程てい度ど距きよ離りをとることができ、そこで東雲が「こっちだ」と空間のゲートを開きます。

キョウ：おお、ありがたい！

凛々花：よ、よかった……。

ＧＭ：ここで撤てつ退たい成功、退たい場じようとなりますが、その前に凛々花はふたたび自分の胸むねの違い和わ感かんに気づきます。

凛々花：（苦しげに）……っ！　これって、まさか……。

ＧＭ：はい。『遺産』が近づいたことによる呪のろいが発動し始めたようです。

凛々花：そんな……。

キョウ：あいつらのどっちかが、『遺産』を持もち込こみよったのか？

斗月：……両方かもしれんがな。

風見：とすると……。

凛々花：…………呪いを止めるには、『遺産』を壊こわさないといけない、だっけ。

キョウ：……うむ。

ＧＭ：では、東雲について撤退するところでシーンが終しゆう了りようとなります。








《一閃》　一瞬にして敵に近づき攻撃するハヌマーンのエフェクト。

《さらなる波》　波のエネルギーを増幅し、攻撃力を高めるハヌマーンのエフェクト。

《吼え猛る爪》　振動波を伝達させ、あらゆる装甲を無視してダメージを与えるハヌマーンのエフェクト。

《疾風剣》　目にも留まらぬスピードで攻撃を繰り出すハヌマーンのエフェクト。











◆Middle 05◆東雲しののめ


Scene Player ─── 雲雀風見






　ふたりのオーヴァードによる突とつ然ぜんの襲しゆう撃げき、東雲の再さい訪ほう、そして、凛々花の異変。『遺産』、そして神にまつわる事じ件けんが、ふたたびキョウたちに降ふりかかりつつあった。




ＧＭ：では、先さき程ほどのシーンからそのまま続いて、全員登場のシーン。東雲に連れられていく先は、白しら鷺さぎ市郊こう外がいにある彼のセーフハウスのひとつ。森の中にある別べつ荘そう地ちです。

風見：軽かる井い沢ざわみたいな感じ？

ＧＭ：そうですね。オフシーズンだからなのか、人もほぼいません。ひとまずそこに腰こしを落ち着けた、というところですね。

風見：とりあえず人心地ついた感じだね。

ＧＭ：そうですね。凛々花の胸の痛みもひとまず落ち着いています。

凛々花：ほっ……。

斗月：……ム。しかし、あいつらは一体なんなんだ。キョウを狙ねらっていたようだったが。

凛々花：キョウくん、何か心当たりはあるの？　神使いとか、神性婚こん礼れいとか……聞き覚えのない言葉が出てきたけど。

キョウ：ううむ……まったくわからぬ（笑）。東雲、お主ぬしは何か知らぬか？

ＧＭ：「聞き覚えはない」とかぶりを振ります。「わたしはあの女──グラディウスを追ってここに辿たどりついた」

風見：グラディウス……そんな名前だったんだ、あの娘むすめ。

ＧＭ：「ああ。コードネーム〝グラディウス〟、本名アナベル・スターリング。ファルスハーツのエージェントだ」

キョウ：ふぁるすはーつ……？

ＧＭ：「オーヴァードによる世界的なテロ組そ織しきだ。奴やつらと交戦して、あの程てい度どの被ひ害がいで済すんだなら僥ぎよう倖こうと言えるだろう。街ひとつ地図から消すくらいのことはやる連中だ」




　街がひとつ消える──。

　果たして、そのような事じ態たいになればどれほどの被害が出るかわからない。

　ＦＨフアルスハーツとは、そのくらいのことはやってのける組織だと東雲は言う。




凛々花：街って、まさかそんな……。

ＧＭ：「過か去こにいくつも事例がある。あの女はそのＦＨの中でも、『金きん獅じ子し騎き士し団だん』と呼よばれる結社に所しよ属ぞくし、ナイトの位階を持つオーヴァードだ」

斗月：金獅子騎士団か！　斗月は反はん応のうできないが、プレイヤーとしては反応してしまう。

凛々花：そうなんですか？

斗月：うむ。俺おれがＧＭをしている『ナイツ』に出てくる敵てきのひとつなんだよ。ランクによって、チェスの駒こまと同じ称しよう号ごうを得る。

キョウ：ほほう！　将しよう棋ぎの駒の鷺乃宮と似にておるな（笑）。

斗月：偶ぐう然ぜんなんですよ、これが（笑）。

ＧＭ：折角なので拾わせてもらいました。で、東雲が続けます。「金獅子騎士団は『遺産』を集めて利用する集しゆう団だんだ。少年を狙ねらったとするなら、その辺あたりに理由があるのかもしれん」

キョウ：迷めい惑わくな話だのう！

斗月：……何か心当たりはないのか、キョウ。

キョウ：心当たりと言っても……変化と言えば当主になったことくらいで。

凛々花：それは十分以上に大きい変化だと思うよ、キョウくん（笑）。

キョウ：そ、そうか？　ああそうだ、あと当主の証あかしとして指輪を貰もらったぞ。

斗月：……ム。

風見：……それ、怪あやしくない？　だって御前くんが持ってたんでしょ。何があってもおかしくないよ（笑）。

キョウ：むむ……。御前は知っておったのかな。

凛々花：そうなんじゃない？　さっきの女の子──グラディウスだっけ、あの子は御前のことを知ってるみたいだったし。

斗月：……そうだな。御前の残した資し料りようはあるだろうし、どのみちずっとここには居られん。なら、鷺乃宮の家に戻もどったほうが、少なくともキョウは安全だろう。

凛々花：プレイヤーとしては、オープニングでちょろっと出てきたおでこちゃんも気になるんだけどね（笑）。

風見：いたなあ、そんなの。あれはなんなんだろね（笑）。

斗月：妙みようにキャラ付けがされてると怪しいな（笑）。

キョウ：まあ、関係があるならきっと放っておいても寄よってくるであろう。

ＧＭ：「……方ほう針しんは決まったようだな」

キョウ：うむ！

斗月：……ム。そういえば東雲、なんであんたはまた俺たちを助けてくれたんだ？

キョウ：おお、そうだな。その礼は言っておかねばなるまい。

ＧＭ：「礼には及ばない。元々私はグラディウスを追っていたし、お前たちには借りもある」

凛々花：ほんとうに義理堅い人だなあ。

風見：なんで東雲くんはあのグラディウスくんを追ってたの？

ＧＭ：「奴とは少なからず因いん縁ねんがある。決着をつけ、奴やつの持つ遺産──軍神マーズの剣を破は壊かいするのが目的だ」

斗月：…………あの馬ば鹿かでかい剣か。

ＧＭ：「ああ。──グラディウスは私が押おさえる。お前たちはもうひとりの方に気をつけることだ」

凛々花：もうひとりのフードの人については何か知らないの？

ＧＭ：かぶりを振ります。「初めて見る顔だった」

凛々花：そっか……。でも、多分あいつもキョウくんを狙ってたんだよね。

斗月：……ム。そう見えたな。

ＧＭ：「それなりの力を持つオーヴァードに見えた。無理はせず、何かあったら私に連れん絡らくするがいい」

凛々花：ありがとう。東雲さんも、無理しないでね。

キョウ：そうだぞ。おぬしの方こそ、困こまったら余を頼たよるがよい。

ＧＭ：「気き遣づかい、感かん謝しやする。……では、またいずれ」と、東雲は退場します。




　空間の歪ゆがみをつくり、東雲は姿を消す。彼が押さえると言った以上、グラディウスがこれ以上キョウたちに接せつ触しよくしてくる可か能のう性せいは低いだろう。

　しかし、まだ知るべきこと、調べるべきことは山のように積まれていた。




風見：とりあえず鷺乃宮の屋や敷しきに行って調べてみる？

斗月：……そうだな。その前に会長、頼たのみがあるんだが。

風見：なにかな？

斗月：応おう急きゆう手当キットを調達してくれないか……（笑）。

風見：ああ、大分ダメージ受けてたものね。いいよー。最初からひとつ持ってるから、これも使うといい。〈調達〉判定は成功だよ。

斗月：………すまん。ふたつ使って、ＨＰは28まで回復した。

凛々花：……キョウくんも怪け我がはない？

キョウ：（嬉うれしそうな声で）し、心配してくれるのか！（笑）

凛々花：そりゃ、心配くらいするよ……。

キョウ：余はてっきり呆あきれられているのかと思っておったぞ。

凛々花：呆れるのは呆れたけど、それとこれとは別でしょ（笑）。

キョウ：やっぱり呆れられていたのか！（一同笑）　だが心配してもらえたのはありがたいので、喜んだり悲しんだりしておくぞ。……ありがとうな、凛々花。

凛々花：……どう、いたしまして。

キョウ：だが、凛々花が手当てしてくれるのならわざと怪我をするのもいいかもしれん！

凛々花：わざわざそんなことしないでいいの！　……キョウくんが怪我しないほうがいい。

キョウ：ほ、頰ほおが熱くなってしまうではないか。やはり凛々花しかおらぬ……。

凛々花：お、大げさだって。そんな変なこと言ってないでしょ（笑）。

斗月：…………（低く、重い声で）おい。そろそろ、鷺乃宮の家に向かうぞ。

風見：早くしないと斗月くんが怖こわいよ？（笑）

キョウ：お、おお。そうであったな！

凛々花：は、はーい！







◆Middle 06◆神しん性せい婚こん礼れい


Scene Player ─── 藤堂斗月






　御ご前ぜんのこと、神のこと、遺産のこと──鷺乃宮にもしも資料が残っていれば、それを調べることで謎なぞの襲しゆう撃げき者しやたちの目的がわかるかもしれない。

　屋や敷しきに向かうキョウたち四人。だが、そこに忍しのび寄よる黒い影かげに、まだ誰だれも気づかない。




ＧＭ：それでは、鷺乃宮家に向かう直前のシーンとなります。ちなみに、屋敷まではどうやって行くつもりですか？

風見：歩いていくのは怖こわいよね。

キョウ：そうだな。車を呼よんで、迎むかえを待つとしよう。

斗月：…………ム。それがいいだろう。

ＧＭ：わかりました。では、迎えを呼んであなた方がセーフハウスから出た瞬しゆん間かん、何者かが《ワーディング》を展開。それにより、周囲の景け色しきが赤黒い泥でい濘ねいに覆おおわれていきます！

キョウ：なんと!?

凛々花：もう来ちゃうの!?




　周囲の地面を覆いつくす赤黒い泥どろから現あらわれる泥人にん形ぎようの群れが、キョウたちを包囲する。

　その後方に、キョウたちを襲撃したフードの男が再ふたたび姿すがたを見せた。男はくつくつと低く喉のどを鳴らして笑いながらフードを下ろす。

　その顔には、引ひき攣つれたような傷きず痕あとが無数に刻きざみ込こまれていた。




ＧＭ：男は北ほく欧おう系けいの、よく見れば整ととのった顔立ちなのですが、顔中の引ひっ搔かき傷が異様さを際きわ立だたせています。彼はくつくつと低く笑い、「今度は邪じや魔まは入らない」と呟つぶやく。

凛々花：こ、怖い……。

斗月：……ム。貴き様さま、なぜキョウを狙ねらう？

キョウ：そうだぞ！　余はお主らに狙われる覚えなんかないぞ！

ＧＭ：「……不思議なことを言う。神性婚礼が始まったから──それ以上の理由はない」

風見：その神性婚礼、ってのがわかんないんだってば。

ＧＭ：「……なんと！」と、男はカッと目を開いて驚きよう愕がくの表情を見せます。「知らない？」

キョウ：神性とか神使いがどうとか、余は全然知らんぞ！

凛々花：キョウくん、胸を張はって言うことじゃないよ（笑）。

ＧＭ：「……ふむ」男は眉まゆ根ねを寄よせたまま、「では聞くがいい。いや、キミたちはこれを聞いて、〝理由〟を知らなければならない」と言う。

斗月：……ム？

ＧＭ：「神性婚こん礼れいとは、選ばれた一二人のオーヴァード──『神使いレリツクユーザー』たちが競きそい合い、ひとりの『花はな嫁よめ』を奪うばい合あう儀ぎ式しきだ」

風見：なにそれ。壮そう絶ぜつな婚活？（笑）

キョウ：こんなところまで結婚がついてまわるとはのう。

斗月：…………で、なんなんだ、それは。なんのために、そんなことをする。

ＧＭ：「──『遺産』の力を引き出し、自らが神そのものとなるため──」と、男はニタリと笑う。「説明を続けよう」




　流りゆう暢ちような日本語で、男は半ば恍こう惚こつとしたように『神性婚礼』のルールを語った。

　五〇年に一度、神の力を秘ひめた『遺産』を持つオーヴァード一二人が『神使い』として選出され、『花嫁』を最初に手に入れることを競う争いであること。

　一二人の神使いとひとりの花嫁が選出された時点で『神性婚礼』は開始されること。

　花嫁に選ばれたオーヴァードは、その心しん臓ぞうが『始原の炎プロパテール』と呼ばれる遺産に変化する。神使いが花嫁を手に入れ、その心臓を抉えぐり出だすことで勝者となること。

　心臓を抉りだされた花嫁は死ぬが、他の神使いすべてを倒たおし、その遺産を破は壊かいしていれば、それらのエネルギーが心臓の代わりとなるため、生き長らえることができること──。




斗月：……随分大掛かりな儀式だな。一体誰がそんなことを始めたんだ。

ＧＭ：「さあな。知られていないし、知る者も私の知る限り、いない。興味もない」

風見：……とにかく今年がその五〇年めで、キョウくんが一二人めってこと？

ＧＭ：「……いいや。本来の神性婚礼は一〇年前に行われるはずだったが──少しイレギュラーがあってね。『花嫁』の発見が一〇年ほどズレた」そう言って、男は凛々花を見る。

凛々花：わ、わたし？　え、それって、まさか──。




　──胸を押おさえ、息を飲む凛々花。

　その耳を、男の言葉が打つ。




ＧＭ：「……そう。キミが『花嫁』だ、藤堂凛々花。キミの心臓こそ『始原の炎プロパテール』！」

一同：えええええええ!?

キョウ：おい、貴様！　凛々花は余よの嫁だぞ!!

凛々花：誰の嫁でもないよ、まだ！（笑）

斗月：……しかし、なぜ凛々花がそんなものに選ばれねばならん？

凛々花：う、うん。寝耳に水だよ、そんなの……。それに、わたしの心臓は──わたしのものじゃ、ない。




　唇を引き結び、凛々花はきゅっと胸を押さえる。そう、彼女の心臓は、彼女自身のものではないのだ。もともと心臓に疾患を抱えていた凛々花は、一年前、事故で亡くなった母の心臓を移植されたことで健康な身体を手に入れたのだから。




凛々花：この心臓は、お母さんのものなんだから……。

斗月：──って、そうか！　こいつ、俺のオープニングで屋根から覗のぞいてた奴やつか。

凛々花：あ……!!

ＧＭ：そのとおりです。ずっと藤堂家を監かん視ししていたようです。

凛々花：じゃ、じゃあ狙ねらわれたのはわたしなの!?

キョウ：馬鹿な！　グラディウスは余ひとりを狙っておったぞ！

ＧＭ：「彼女はキミを狙ったのだろう。一二人目の神使いをな。──参加証を持っているのだろう？」

キョウ：参加証？

ＧＭ：「小さな石が塡はめられた指輪だよ。心当たりはないかね？」と、彼は自分の右手中指に塡められた指輪を見せます。キョウは同じような物を受け取っているはずです。

キョウ：お、お、おおおお……！　あ、ある！（笑）

凛々花：そ、それってあれ？　オープニングでアンナさんから受け取った……。

キョウ：（こくこくこくこくと何度も頷うなずく）

斗月：……ますますあの女がわからなくなったな。

風見：いやー……凛々花くんを嫁にしろ、って言ったのもあやしいよね、そうなると。

キョウ：アンナが……そんな……。

凛々花：で、でもキョウくんの力って『神殺し』なんだよね？　それって、神を使う力とは違わない……？

ＧＭ：にぃ、と男は歪んだ笑みを浮かべる。「神使いの力は様々な形で顕れる。ある者は武器の形で、またある者は力そのものとして、またある者は異形の怪物として──」

キョウ：異形の怪物……。

凛々花：……マガツヒのこと、だよね。たぶん。

斗月：……ム。そう考えて間違いないだろう。

ＧＭ：「そして」と、男はキョウを指差す。「神を殺す力──そんな力は最早神と同等のものと言える。参加者に選ばれて何の不思議もない」

キョウ：（右手を押さえて）ぬうう……。

ＧＭ：「さて、説明は以上だ。これでキミたちがなぜ私から痛みを与あたえられるか、その〝理由〟はわかってもらえたと思う」

キョウ：わかるがわからんぞ！（笑）　なんでわざわざそんなことを言う？

ＧＭ：「……私は〝伝道師ミツシヨネル〟。無上の快かい楽らくである痛み、苦く痛つうを世界に伝道するのが使命。だが、痛みは理り不ふ尽じんなものであってはならない──」




　顔や腕を搔かき毟むしり、鮮せん血けつを流しながら男──〝ミッショネル〟は恍こう惚こつの表情を浮かべる。

「なぜ痛みを与えられるのか、理由があってこそ痛みは快楽足りえる。理由なき暴ぼう力りよく、理り不ふ尽じんからくる痛みは純じゆん粋すい性せいを失う。人はなぜ苦痛を受けるのかを知らねばならない」




ＧＭ：「……私はそれを世界中に伝えねばならない。そのための神性婚礼だ」

風見：完全にイッちゃってるよ……。

凛々花：こ、こういうの、生理的にダメ……！

ＧＭ：「さあ、理由は話した。次は痛みを与え合う時間だ。そうだろう？」男から流れる血が地面の泥と混まじり、そこから新たな泥人形が生まれ、あなた方の包囲を狭せばめていく。その度ごとに、凛々花は心臓が締め付けられるような痛みを覚えます。

凛々花：（胸を押さえて）っ……！　こ、これって……。

風見：この人の『遺産』なんだろうね。凛々花くん、大丈夫？

凛々花：なんとか……。

キョウ：凛々花！　……おのれ、貴様の目的などどうでもよい！　凛々花を苦しめるのは許さぬぞ！

斗月：……ム。当然だ。

ＧＭ：「では始めよう。正しい理由を持った、至し高こうの痛みを私に、そしてキミたちに──」そう言うと、およそ二〇体ほどの泥人形が攻せめ寄よせてきます。なお、ここではミッショネル自身は戦せん闘とうに参加しません。

斗月：……ム。不気味だが、まずは目の前の障しよう害がいに対たい処しよしないとな。

キョウ：うむ！




◆第一ラウンド
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ＧＭ：ではセットアップです。こちらは特になし。

風見：会長もまだ使えないからなし。

凛々花：わたしもここはなしで。

斗月：……俺も何もない。

キョウ：そして余だが、うむ、何もないぞ！（笑）

ＧＭ：了解です。ではまず風見の行動。

風見：人形に効きくかわかんないけど、かわいさを振ふりまくよ。《コンセントレイト：ソラリス》＋《絶対の恐きよう怖ふ》＋《風の渡わたし手て》で……達たつ成せい値ち18だよ。

ＧＭ：こちらは全員《イベイジョン》でドッジの達成値は12。命中です。




　ウインクと投げキッス──。

　風見の振りまく愛あい嬌きようとかわいらしさは、意思持たぬ泥人形の戦意さえこそぎ取る。




風見：ダメージは14点、装そう甲こう無視。これじゃ死なないかなー。

ＧＭ：そうですね、結けつ構こうダメージは受けてますが、それではまだ倒たおれません。

風見：人形相手じゃ会長のかわいさも効ききにくいのかな。

斗月：……数が減へってるのが信じ難がたいな（笑）。

ＧＭ：「素す晴ばらしい……」泥人形の数が減ると、ミッショネルは己おのれの身体からだを搔かき毟むしって傷きずを新たに作っていきます。

風見：おおお、きもちわるい。会長戦せん慄りつ（笑）。

ＧＭ：では、一体目の人形が行動します。《ブラッドコントロール》＋《紅くれないの刃やいば》＋《鮮せん血けつの網あみ》＋《蝕むしばむ赤》。風見めがけて毒に蝕まれた泥の塊かたまりを飛ばす！　達成値は31!!

風見：うん、無理だね。かわせない。

ＧＭ：ダメージは32点。それにくわえて、邪じや毒どくと硬こう直ちよくを受けます。

風見：《リザレクト》するよ。ＨＰ９点回復。会長は泥を喰くらってちょっとセクシーな感じになり、カメラにアピールするよ（爆ばく笑しよう）。

凛々花：会長かわいい！　って、言ってる場合じゃなーい！

ＧＭ：ではもう一体がキョウに同じ攻こう撃げきを放つ。達成値は21！

キョウ：ぬおお、ひとつもクリティカルせぬ！　避さけられんぞ！

斗月：……《砂の結界》＋《グラビティガード》だ。キョウが硬直を受けるとまずい。

キョウ：おお……すまぬ、お義兄様！（笑）

凛々花：段だん々だんキョウくんからお兄ちゃんへの好感度が上がってる気がするわ（笑）。

風見：吊つり橋ばし効こう果かってやつだね。

凛々花：まだプロポーズ大作戦を引ひっ張ぱってる……（笑）。

ＧＭ：えー、お楽しみのところすみませんがダメージは26点です。

斗月：10点減らしてダメージ16。邪毒と硬直は受ける。次は俺なんだが…………ダメだな。マイナーで硬直を解かい除じよして、メジャーは行動放ほう棄きだ。

キョウ：なるほど、硬直を受けると移い動どうができなくなってしまうのだな……。

風見：キョウくんが動けなくなるのは厳きびしいからね。

キョウ：感謝する！　では余も応こたえねばならぬな！

ＧＭ：では、行こう動どう値ち７でキョウと凛々花です。

凛々花：じゃあ、わたしが先に動くね。《要の陣形》＋《導きの華》でみんなを支し援えん。次のメジャーアクションの達たつ成せい値ちに＋16。心臓は痛むけど……そんな場合じゃない！

キョウ：うむ！　ではイニシアチブに《異形の転進》だ。一瞬だけ身体を素そ粒りゆう子しに変え、すぐさま人形どもの目の前に現れるぞ。




　キョウの身体が幻まぼろしのごとく搔かき消え、次の瞬間泥人形の目の前に現れる。

　既すでにその時、彼の腕は白しろ鷺さぎを思わせる異形の槍やりへと変化していた。




キョウ：マイナーで《骨ほねの剣》を使い、腕を槍に変える。メジャーは《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》＋《渇かわきの主》＋《爪そう剣けん》で攻撃……ぬう、ダイス目が低い!?

凛々花：これはひどい……（笑）。

キョウ：し、しかし凛々花の支援があるので達成値は35だ！　どうだ！

ＧＭ：一回しかクリティカルしないのにそこまで伸のびるか……。命中です。

キョウ：ダメージは34点、装甲は無視！

ＧＭ：それはひとたまりもない！　人形トループの片方が粉々になって砕くだけ散ちる！

キョウ：これが余と凛々花の共同作業じゃ！（一同爆笑）

凛々花：う、うん……？（笑）

斗月：………………ム。

ＧＭ：「どうかね？　こうして意い義ぎのある痛みを与あたえ合うのは素晴らしいだろう」ミッショネルは恍惚としながら、自分の腕の肉を引ひき裂さいております。

キョウ：ひとりでやっておれ！　余や凛々花を巻まき込こむでない！

凛々花：（こくこくと何度も頷うなずく）

ＧＭ：「この痛みを伝えることこそ私の使命、そう言ったはずだ」では、クリンナップです。邪毒を受けている人は12点のダメージ。

斗月：……ム、ＨＰがぴったり０だ。《リザレクト》してＨＰが１回復。

風見：会長も《リザレクト》して、ＨＰ２だよ。




◆第二ラウンド

ＧＭ：では、セットアップ。誰もいなければ風見の行動です。

風見：はーい。《コンセントレイト：ソラリス》＋《絶対の恐きよう怖ふ》だけで攻撃するよ。達成値は……お、すごい回った。達成値67！

キョウ：おおおお、それはすごいのう！

ＧＭ：避けられません（笑）。ダメージをどうぞ！

風見：ダメージは41点！　キミもそろそろ会長のかわいさが理解できてきたかな？

ＧＭ：会長のかわいさを理解した人形たちは崩くずれ去さっていきます。戦せん闘とうは終了ですね。




　ぐずぐずに崩れ落ちていく泥人形。その最後の一体が滅ほろんだ時、ミッショネルは自分を搔き毟る手をピタリと止めた。




ＧＭ：「……なるほど、手持ちの人形では足りないか。もっと用意しなければ」そう呟つぶやき、彼は凛々花を一いち瞥べつする。「予想以上に『花嫁』の心は堅牢だ。個人的に興味が沸いた」

キョウ：なんだと！

凛々花：わ、わたしに……？




　凛々花に粘っこい視線を向け、舌なめずりするミッショネル。

　やがて、彼の身体は徐々に地面へと潜り込み始めた。




ＧＭ：「次はもっと準備を整えて迎えに来よう。キミが痛みに身を焦がす顔は──さぞ美しいだろうねえ」胸のあたりまで地面に沈み込みながら、ミッショネルの視線は凛々花に向けられています。

凛々花：……っ！

斗月：……ふざけるな。次などない、ここで倒してやる。

キョウ：当然だ！　これ以上凛々花に手出しはさせんぞ！

風見：モテモテだねえ、凛々花くん。

凛々花：（泣きそうな声で）うれしくない……。

ＧＭ：「いや、ここはお暇させてもらおう。──痛みは、逃げない」そう言うと、ミッショネルはずぶりと足元の泥に吞まれて姿を消す。《瞬間退場》の効果です。彼の姿が見えなくなると、凛々花の胸の痛みもひとまずは落ち着きます。

斗月：…………（顔をしかめて）ム。逃げた、か。

凛々花：うう……。ひとまず落ち着いたから深呼吸するけど──不気味だよう……。

ＧＭ：では次の瞬間、ミッショネルと入いれ違ちがいになるようにして、なにやら泥に塗まみれた小さいものがごろごろと転がるように現あらわれます。

キョウ：ぬぬ？

斗月：…………新手、か？




　新たな闖ちん入にゆう者しやは、身み構がまえる四人の前でひょっこりと起き上がった。

「ぷはーっ！　し、死ぬかと思った……」

　人の、それも若わかい女じよ性せい──いや、少女の声だ。警けい戒かいする四人の前で、彼女はいそいそと泥を振ふり払はらい、ハンカチで顔を拭ぬぐう。




ＧＭ：泥を拭い去って出てくるのは、おでこが広く背せの低い少女です。

凛々花：あれ、その子って……。

風見：何度か会長たちに話しかけようとして失敗してた子？（笑）

ＧＭ：そうです。彼女はぜえはあと肩で息をしつつ、あなた方を見て目を見張る。「あああああ！　やっと、やっと会えたああああ！」

凛々花：な、なに？

キョウ：いきなりにぎやかな奴だのう。

ＧＭ：「こ、ここまでタイミングを逃し続けてましたが、今度こそ！　今度こそ、でようやくお話ができますう！」

斗月：…………（眉をひそめて）ム。何者だかわからんが、妙なやつが続いているからな。これはかなり警戒する。

風見：会長も油ゆ断だんはしないでおこうっと。うちの生徒なの？　この子。

ＧＭ：風見ならわかっていいでしょう。よく見ると、この子は制せい服ふくを着てはいますが禊みそぎ原はらの生徒ではありません。

風見：なるほどねー、潜もぐり込こんでたってことか。

凛々花：どちらさま……ですか？

キョウ：うむ、名を名乗るがよい。

ＧＭ：「申もうし遅おくれました。私、ＵＧＮエージェントの加か賀が美みあいと申します」

一同：（声を揃そろえて）ＵＧＮ？




　ＵＧＮ──聞きなれない単語を四人揃そろって反はん芻すうし、首を傾かしげる。




ＧＭ：「……えっと、ご存ぞんじ、ない──みたいですね？」

斗月：…………ム。

風見：会長も初めて聞くね。なんかの組織みたいだけど。

キョウ：余も知らんぞ、そのようなところ。取引先でもないはずだ。

凛々花：うん……知らない。勿もち論ろんプレイヤーは知ってるけど（笑）。

ＧＭ：「えと、じゃあまずはＵＧＮというものがなんなのか、そこからご説明しますね」

風見：それはいいんだけど、先にシャワーとか浴びたくない？　会長泥どろまみれ。

キョウ：そうだのう。いつまでもここに居いるのもなんであるし。

ＧＭ：では、場所を変える意味も含ふくめ、シーンを一度切りましょう。




　ミッショネルと入れ違いのようにして現れた少女、加賀美あい。

　彼女は、そしてＵＧＮとは一体──？








《ブラッドコントロール》　血流をコントロールすることでより正確な動きを行うブラム＝ストーカーのエフェクト。

《紅の刃》　血液を刃のように撃ち出して攻撃するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《鮮血の網》　血液で作った網によって動きを封じることで硬直を与えるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《蝕む赤》　血液を敵の体内に撃ち込み、内部から破壊することで邪毒を与えるブラム＝ストーカーのエフェクト。











◆Middle 07◆ＵＧＮから来た少女


Scene Player ─── 藤堂凛々花






　ミッショネルとの戦いを終えた直後、ＵＧＮエージェント・加賀美あいと名乗る少女が四人の前に現あらわれた。彼かの女じよは広いおでこを光らせながら、切せつ羽ぱ詰つまった様子で自分の話を聞くように求める。果たして、敵てきか味方か──？




ＧＭ：では、次のシーンです。さっきの少女から話を聞くシーンになります。

斗月：………ム。俺おれはこいつを警けい戒かいしている。場所を変える──鷺乃宮の屋や敷しき、とかでないと話をする気にはなれん。

キョウ：余よもそれに異い論ろんはないぞ。では、屋敷まで戻もどるとしよう。

凛々花：うん……。この子が何者なのかも、ＵＧＮ、ってなんなのかもわからないし。

風見：制せい服ふくは着てるけどうちの生徒じゃないんだよね。ま、会長も連れてくのに賛さん成せいかな。

キョウ：というわけで、まずは余の屋敷に向かおうではないか。

ＧＭ：「さ、鷺乃宮のですか。……わ、わかりました」と、少しおどおどしています。

キョウ：……余が嫌きらいなのか？（一同笑）

ＧＭ：「あ、いえ、そういうわけではないんですけども！」と、広いおでこを光らせながらわたわたします。
















風見：はっはっはっ、そのおでこ磨みがいてあげよう（笑）。

ＧＭ：「あっあっあっ」とされるがままです（笑）。

斗月：…………ム。だが、かなり警戒レベルは引き上げておくぞ。

凛々花：わたしも……。

風見：あいちゃんだっけ。嫌きらわれちゃったねえ、はっはっはっ。

ＧＭ：「ううう」と彼女がしょんぼりしている間に、屋敷に戻ってくるということで。

キョウ：うむ、よきにはからえ。




　あいを伴ともない、キョウたちは鷺乃宮家の屋敷へと戻ってきた。メイドたちに着き替がえやタオルを手配してもらい、応おう接せつ室しつへと移い動どうする。

　人心地ついたあと、あいは改めて一礼してみせた。

「改めて自じ己こ紹しよう介かいさせていただきますね。ＵＧＮエージェント、加賀美あいと申します」




ＧＭ：「で、その……みなさんは、ほんとうにＵＧＮがなんなのかご存ぞんじないんですか？」

キョウ：さっぱり知らぬ！

凛々花：うん、初めて聞くね。

斗月：（ゆっくり頷うなずきながら）………ム。

風見：この会長の情じよう報ほう網もうにも入ってきたことのない単語だね。

ＧＭ：「そうなのですか」と、彼女は改めて驚おどろいた表ひよう情じようを見せる。「でも、オーヴァードであるという自覚はおありなんですよね？」

斗月：…………ム。オーヴァードというのは知っている。

キョウ：余やみんなのような、力を持つものたちのことであるな……。

凛々花：それは──教えてもらったよね。

ＧＭ：「わかりました。では、ＵＧＮというものについてご説明しましょう。我われ々われＵＧＮが目指すのは、オーヴァードと人類の共きよう存そんです。人間を超こえる力を持ちながら、人にん間げん性せいを失い世界の敵となりかねないオーヴァードという存そん在ざいを受け入れさせるための組そ織しきなんです」

キョウ：ふむ……。

風見：でも、会長たちはつい最近までレネゲイドとか知らなかったよ。

ＧＭ：「オーヴァードの存在が世間に知しれ渡わたるのは、まだ尚しよう早そうだというのがＵＧＮの考えです。ですから、レネゲイドに関することは秘ひ匿とくするよう情じよう報ほう操そう作さも行っています」

キョウ：ふむ……かなり大おお掛がかりな組織なのだな。

ＧＭ：「もちろんです！　世界中に支し部ぶがありますし、レネゲイドに関する事じ件けんがあれば飛んで行って解かい決けつするのもＵＧＮの仕事です！」

風見：なるほど、よくできました。ご褒ほう美びにおでこを磨いてあげよう。キュッキュッ。

ＧＭ：「あっあっあっ」キラーン（笑）。

凛々花：……つまり、わたしたちみたいなオーヴァードが、組織立って何かをしてるの？

ＧＭ：「あ、はい、そういうことです！」と、おでこを光らせてこくこく頷きます。

風見：ふーん。ま、そんな組織があってもおかしくないよね。

斗月：…………ム。オーヴァードとやらの数が多いのなら、そういうこともあるだろう。

キョウ：ふむ……。では、そのＵＧＮの者が余らに何用なのだ？

ＧＭ：「はい。結けつ論ろんから申し上げますと、みなさんをＵＧＮで保ほ護ごさせていただきたい、そう思っております」

斗月：…………ム。保護、か。

ＧＭ：「ええ。わたしたちオーヴァードの力は一いつ般ぱん人じんよりはるかに強大であり、常つねにジャーム化の危き険けんも伴います」

キョウ：ジャーム化……か。御ご前ぜんのことを思い出してしまうのう。

凛々花：キョウくん……。




　御前──鷺乃宮玉皇が自らの野望のためにキョウをジャーム化して利用しようとしたのは、わずか一ヶ月前のことである。実の祖そ父ふによるその無道は、ひたすら明るいキョウの心にもほんのわずかな翳かげを落としているのだ。




ＧＭ：「そういったことがないよう、オーヴァードになった人たちを保護し、オーヴァードとして生きていくためのルールや知ち識しきを提てい供きようする。それもＵＧＮの仕事ですから」

風見：オーヴァード同士の互ご助じよ組織みたいなもの、って考えちゃっていいの？

ＧＭ：「はい、それが一番わかりやすいかと！」

凛々花：そっか……。悪いものじゃなさそうだね。信じるなら、だけど。

斗月：…………ム。

キョウ：……話はわかった。だが、なぜ今になって余らのところへ来たのだ？

ＧＭ：「はい。──それは、鷺乃宮キョウさん、あなたが鷺乃宮玉皇に代わって、『神しん性せい婚こん礼れい』の参加者として選ばれてしまったからなんです」

キョウ：……好きで選ばれたわけではないのだがのう。

ＧＭ：「だとすれば余よ計けいに、ですよ。これ以上巻まき込こまれないように、保護する必要があるんです。あなたも、それと──藤堂凛々花さん、あなたも」

凛々花：……やっぱりそう来るのね。

斗月：……ム。凛々花が『花はな嫁よめ』とやらなのも、知られているわけか。

ＧＭ：「はい。過去のデータでは、『神性婚礼』を完かん遂すいしたものは世界のパワーバランスを一変させるほどの力を得たと言われています。もしもよからぬことを考える輩やからが手に入れてしまったら、それだけでどれだけ犠ぎ牲せいが出るかわかりません」

キョウ：……さっきのミッショネルとかいうのもろくなことには使いそうにないのう。

ＧＭ：「……はい。ＵＧＮのデータによると、ミッショネルは街をまるごと壊滅させる規模の殺戮を過去に数度起こしています」

凛々花：ひどい……。

風見：悪い奴だねえ。会長憤懣。

ＧＭ：「それに、そもそもそんな力が個人に集約されるのは問題ですし──その過程でオーヴァード同士の大規模な戦いが起こるのも、看過はできません」

凛々花：うーん……。

ＧＭ：「ですので、ＵＧＮ日本支部であなた方を保護したい、そう思ってるんです」

風見：ねえねえ、あいくんだっけ。保護って具体的にどうするの？

ＧＭ：「え？　そりゃあ──」と、一いつ瞬しゆん彼女は答えに詰つまる。

風見：ん？




　目を泳がせて言葉を濁そうとするあい。

　だが沈黙と周囲の視線に耐えきれず、観念したように口を開いた。




ＧＭ：「えーと、あれですよ。居い場ば所しよを隠かくしちゃう……感じで」

凛々花：なんでそんな曖あい昧まいな言い方になるの……？

風見：……それってさ、ほとぼりが冷めるまで軟なん禁きんしちゃうってことなんじゃないの？

ＧＭ：「う」どうやら図星のようです。言葉に詰まり、ダラダラ冷ひや汗あせを流しています。「軟禁というか──封ふう印いん、っていうか」

凛々花：ふ、封印!?

斗月：………………どういうことだ。

ＧＭ：「……ＵＧＮの施し設せつには様々な設せつ備びがありますから。たとえば、『神使い』の目を欺あざむくために、凛々花さんの生命活動を擬ぎ似じ的てきに停止させる──というような」

凛々花：……!!

キョウ：なんだと!?

風見：ほ、ほんとうに封印なのか。会長驚きよう愕がく。

斗月：………………。

ＧＭ：「あの、ずっとじゃないんですよ？　神性婚礼が収しゆう束そくすればもちろん解かい放ほうします！　だって、鷺乃宮さんはともかく、凛々花さんがもし参加者の手に落ちたら、世界の危き機きに直結することさえ有り得るんですよ？」

凛々花：…………。

ＧＭ：「少なくとも、私わたしたちが保護すれば命の危き険けんは回かい避ひできるんです！」

一同：…………。




　顔を見合わせて沈ちん黙もくする四人。

　少女の言げんを容いれることは、即すなわちキョウや凛々花の自由と引ひき換かえに平和を手に入れるということだ。それは、確たしかに人々にとっては正せい義ぎなのだろう。

　だが──。




キョウ：……ダメだ、そんな要求は吞のめぬ。凛々花を犠ぎ牲せいにすることなどできん。

凛々花：キョウくん……。

ＧＭ：「で、ですがそれが一番安全なんです！　東雲の接せつ触しよくも避さけられますし！」

風見：東雲くん？　なんで東雲くんが出てくるの？

ＧＭ：「あの男があなた方と何度か接触していると聞いています。あの男は、いけません。東雲は──世界の敵てきです！」

一同：ええええええ!?

ＧＭ：「東雲──かの〝遺産破壊者〟は目的のためなら手段は選ばず、そのためにどのような被害が出るのも厭いません。我々ＵＧＮのみならず、あらゆる国家や政府、大小の組織から危険視されている最悪の存在です！」




「なんなら、彼の引き起こした被害がどんなものかというデータもあります！」

　拳を握り締め、少女は東雲がどれほど危険かを力説する。

　世界の敵──。

　これまで何度もキョウたちを助けてくれた東雲が、本当にそんな危険な存在なのだろうか。




キョウ：し、東雲が世界の敵だと？

ＧＭ：「はい。彼が何も知らないみなさんにこれ以上接触するのも好ましくありません！」

斗月：…………ム。俺たちにとっては、恩人なんだがな。

風見：だよねえ。いきなりそんなこと言われても、会長困こん惑わく。

凛々花：……なんで？

ＧＭ：「彼は──」と言おうとしたところで、あいはあなた方の背はい後ごを見て「みぎゃっ!?」と悲鳴を上げる。




　キョウたちは、悲鳴を上げたあいの視し線せんの先──ちょうど応接室の入り口あたりに視線を向けた。そこに立っていたのは、眼鏡めがねを掛かけ、無む造ぞう作さに伸のばした黒くろ髪かみを持つコートの男。

　──東雲その人だ。




ＧＭ：「し、し、東雲……なんでここに……！」

キョウ：おお、東雲！

凛々花：東雲さん！

斗月：……そうか、ここなら東雲は《ディメンジョンゲート》で入ってこれる。

風見：あいくんはどうするのかな（笑）。

ＧＭ：「えと、忠ちゆう告こくはしました！　気が変わったらご連れん絡らくください！　じゃっ！」と、あいはあなた方に連絡先の書かれた名めい刺しを投げて、《猫ねこの道》を使って逃にげます（笑）。

斗月：…………名刺か。もらうだけ、もらっておこう。

凛々花：びびりすぎだよ（笑）。でも、東雲さんが来たならそっちを見るよ。

キョウ：うむ。東雲、急な来らい訪ほうだのう。グラディウスとやらはどうしたのだ？

ＧＭ：「退ひかせた。仕し留とめるには至いたらなかったが」

凛々花：すごい……！

風見：ひとりで退かせちゃったのか、やるなあ。会長感服。

斗月：……これが本来の力、ってことか。

キョウ：なるほどのう。ではなぜここに？

ＧＭ：「セーフハウス周辺が荒あれていたのでな。まさかと思ったが、杞き憂ゆうだったようだ」

凛々花：心配してくれてたんだ。

ＧＭ：「……いまの娘むすめは？」

キョウ：ＵＧＮエージェント、とか言っておったぞ。

凛々花：わたしたちを保護したい……って。

ＧＭ：「……そうか」

風見：なんかねー、東雲くんのことも世界の敵だって言ってたよ。

斗月：…………聞いたはいいが、あまり理り解かいはできていない。

キョウ：余もあんまりわかっておらぬぞ！

凛々花：勢いきおいで話されちゃった感じだものね。

斗月：……とりあえず、さっきの娘の話を東雲にも伝えよう。ＵＧＮのこととか、東雲が世界の敵だと言っていたこととか、だな。

ＧＭ：話を聞くと、東雲はふむ、と頷うなずく。「その娘の言っていることはすべて事実だ」

風見：東雲くんは世界の敵なの？

ＧＭ：「──世界の敵、か」




「肯こう定ていだ」

　ほんの数拍の間を開けて、東雲はためらう事もなく答える。




凛々花：え………。

キョウ：…………世界の敵、とは、なんなのだ？

ＧＭ：「私は──自分の目的のためなら、他のすべてを犠牲にしても構わない。それが世界の敵というなら、そうなのだろう」

キョウ：他のすべてを……。

ＧＭ：「私は復ふく讐しゆうを遂とげるまでは死ぬわけには行かない。生きるためには、遺産を食わねばならん。それを妨さまたげるものであれば、誰だれとでも戦う」

キョウ：ふむ……。だが、そのくらいで世界の敵とは、随ずい分ぶん大げさだのう。

風見：破壊しちゃうとなんか凄すごいことが起きる遺産だったとしても構かまわず壊こわしちゃったりするのかな。だとすると、さっきの子の言い分も、東雲くんの答えも納なつ得とくだけど。

ＧＭ：「肯定だ、雲雀風見。ＵＧＮのやり方は、正義と言える。だが、私にとって──復讐という目的を捨すてるのは、死も同然だ」




　東雲の答えには曇くもりも迷まよいも一切ない。

　彼は言葉どおり、世界を敵に回してでも目的を遂すい行こうするという覚かく悟ごがあるのだ。

　その答えに、キョウは満足そうに頷うなずいた。




キョウ：……うむ。やはり、凛々花を封印させたりはできん。ＵＧＮとやらには頼たよれんな。

斗月：……ム。俺も同意見だ。

凛々花：キョウくん、お兄ちゃん……。

キョウ：任まかせよ！　余がついておる！

風見：頼たのもしいねー。……でもさ、キョウくん。アンナくんには話を聞いたほうがいいよ。

キョウ：む……。そうだな。この指輪のことと、なぜ凛々花を嫁よめにしたがるのか──だな。しかし、誤ご解かいはせんでくれ。余の気持ちがずっと凛々花ひとすじなのは間ま違ちがいないぞ！

凛々花：キョウくんは──さっきの神使いがどうとか、神性婚礼がどうとか、そういう理由でわたしと結けつ婚こんしたいって言ってるんじゃ、ないんだよね。

キョウ：（大きく首を振ふり）違う！　全然違うぞ！

凛々花：（少しほっとして）そっか。

キョウ：だが……気になるのは確たしかなのだ。

風見：『当主になったからには結婚しないと』ってアンナくんは言ってたよね？

キョウ：うむ。てっきりそれだけだと思っておったぞ。

凛々花：アンナさんに聞いたほうがよさそう……だよね。

キョウ：何か知っておるかもしれぬな。では、指を鳴らして呼よんでみるぞ（笑）。

斗月：……それで、来るのか（笑）。

凛々花：お屋敷の中ならどこにいても飛んで出てきそう……（笑）。

ＧＭ：すぐに扉とびらが開いてアンナが入ってきます。「お呼よびでございますか、若わか君ぎみ」

キョウ：……聞きたいことがあるのだ。

ＧＭ：アンナはキョウを見つめます。




　数秒間、黙もくしたままキョウを見つめるアンナ。彼女がキョウの問いに即そく答とうしない──それだけで、なんらかの異い変へんを感じ取っていることが全員に伝わる。

　やがて、アンナはいつもと変わらない笑顔を浮うかべ、キョウに一礼した。

「かしこまりました、若君──」








《猫の道》　領域を使用し、通常では有り得ない方向や場所に道を作るオルクスのイージーエフェクト。











◆Middle 08◆告白


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　鷺乃宮家のメイド長、美津野アンナ。幼おさない頃ころから甲斐かい甲斐がいしくキョウの世話を焼いてきた献けん身しん的てきな女じよ性せいである。だが、その彼女が、凛々花の秘ひ密みつを知り、利用しようとしていたのであれば──。




ＧＭ：それでは、アンナが登場したところから続きになります。東雲は無言で後ろに控ひかえ、口を出す様子は見せません。

風見：アンナくん、悪い人なのかな……？

斗月：わからん。が、このままだとそうであってもおかしくはない。

凛々花：キョウくんが最さい優ゆう先せんなだけなのかもしれないよ。

キョウ：……アンナ、話を聞きたいのだ。よいな。

ＧＭ：「……はい。ご無礼とは知りつつも、お話は聞かせていただきました」




　アンナは神しん妙みような顔で深々と頭を下げる。ふたたび顔を上げた時、彼女はその表情をわずかに翳かげらせながら、凛々花を見つめた。

　数秒の後、視線を再ふたたびキョウに戻もどすと、きっぱりと告つげる。

「──凛々花様が『花嫁』なのは、存ぞんじ上あげておりました」




キョウ：なんと!?

凛々花：やっぱり……！

斗月：…………ム。

風見：アンナくんは──凛々花くんを殺すつもりで、結婚しろって言ってたの？

凛々花：…………。

ＧＭ：「──左様でございます」

斗月：…………!!　瞬しゆん時じに走りこんでアンナの胸むな倉ぐらを摑つかむ。
















キョウ：余もそれは聞きき捨ずてならん。どういうことだ、アンナ！

ＧＭ：されるがままで、抵てい抗こうはしません。

キョウ：答えよ、アンナ！　余を騙だましておったのか!!

凛々花：……キョウくん、お兄ちゃん、やめて。

斗月：…………ム。

キョウ：凛々花……。

凛々花：アンナさん。それは、キョウくんに──その、神性婚礼だかに勝って欲ほしいから？

ＧＭ：「はい。そうすれば、若君は他の神使いに脅おびやかされることなく、安全に勝利を摑つかんでいただくことができます」

風見：戦わなくていい──ってことだね。

キョウ：だが、そのために余が凛々花を殺すと思っておったのか？　それとも──お主が殺すつもりだったのか？

ＧＭ：「……いいえ。神使いでないわたくしが手にかけても意味はありません」

キョウ：じゃあ、どうするつもりだったのだ……？

ＧＭ：「──ご説明いたします。こちらへ」アンナはあなた方についてくるよう促うながします。

キョウ：向かおう。

ＧＭ：「私も同行させてもらう。グラディウスが──いや、『遺産』が関わっている以上、私もその神性婚礼とやらに無関係のままではいられると思えん」と、東雲が言います。アンナはキョウが許ゆるすなら何も言いません。

キョウ：うむ、お主も来てくれ、東雲。

風見：で、どこに連れて行かれるの？

ＧＭ：は、鷺乃宮本家の隠かくし部べ屋やに案内されます。

風見：隠し部屋！（笑）

ＧＭ：アンナが先せん導どうして案内するのは、御前と戦った地下研究所の更さらに地下、比ひ較かくにならないほど広大な空間です。

キョウ：おお……こ、こんな場所が……。

凛々花：なにがあるんだろう……。




　アンナが壁かべのスイッチを操作し、広大な部屋の照明をオンにする。

　そこには、いくつものガラスの棺ひつぎが安置され、老ろう若にやく男なん女によ、様々な人々が眠ねむっていた。




キョウ：こ、これは……。

斗月：死体を保ほ存ぞんしている……のか？

ＧＭ：いえ、よく見ると胸むねは上下しています。眠っているだけのようです。

凛々花：生きてるの……？

キョウ：なんなのだ、これは……！

ＧＭ：「これが鷺乃宮に伝わる──いわば、呪のろいなのです」

キョウ：の、のろい……？

ＧＭ：「鷺乃宮は先天的にオーヴァードとして生まれるものが非常に多く──そのほとんどは、吸きゆう血けつ衝しよう動どうを持って覚かく醒せいします」

キョウ：吸血衝動だと……。

ＧＭ：「そうして、オーヴァードとして生まれたものは例外なくある年ねん齢れいを過すぎると衝動に吞のみ込こまれ、もっとも大切に思っているものの血を奪うばいます」

キョウ：な、なんだと!?　だが、余はもともとオーヴァードではなかったぞ？

ＧＭ：「はい。若君はオーヴァードとしてお生まれになることはなく、わたくしはそのことに安あん堵どしておりました。ですが──やはり若君は覚醒し、吸血の衝動を抱かかえておられる」

キョウ：ぬうう……。

凛々花：じゃあ、ここにいる人たちは……？

ＧＭ：「この方々は──衝動に吞み込まれ、ジャームとなった鷺乃宮の一族の方に血を奪われた方々なのです」

キョウ：なんと……。

ＧＭ：「死んでいるわけではなく、さりとて生きているともいえない。まるで人形のように、ここで眠ねむり続けるだけです」




　そういうと、アンナはひとつの棺を指差す。

　そこには、少し青あお褪ざめた肌はだを持つ、二〇代の女性が眠っていた。




ＧＭ：「……御前の奥おく様さまです」

キョウ：なんだと……。

斗月：…………ム。血を吸すわれて、ずっと眠っているのか。

ＧＭ：「そうです。他にも、このような方が大おお勢ぜいいらっしゃいます」

風見：さすがにすごいなー。会長驚きよう愕がく。

凛々花：これも、その呪いのせいなの？

ＧＭ：「はい。……ですが、神性婚礼に勝かち抜ぬき、神の力を若君が得られれば、必ずやこの鷺乃宮の血に秘ひめられた呪いも解とくことができます」

キョウ：……そのために、余に凛々花を手にかけよと言うのか、アンナ。

ＧＭ：「最早、それにおすがりするしかありません。鷺乃宮家の過か去こ、そして未来のために。鬼おにと罵ののしられようと、若君に凛々花様を犠牲にしていただく外は──」

キョウ：できん!!




　アンナの言葉を遮さえぎり、キョウが一いつ喝かつする。その表情は、ぼんくらな若君の気配を払ふつ拭しよくした、真しん剣けん極まりないもの。ある種の覚悟さえ感じられる表情だ──。




キョウ：余が一番大切なのは凛々花だ！　たとえ鷺乃宮がなくなるとしても、凛々花を犠牲にすることなどできん！

凛々花：キョウくん……。

ＧＭ：「ですが若君、他に方法などないのです……！」

キョウ：いや、そんなことはなかろう。

ＧＭ：「……え？」と、アンナは目を丸くします。

キョウ：他の全員をやっつけて、『遺産』を壊こわせばよいのだろう。そうすれば凛々花は死なずともよい、そのはずだな。

風見：……ミッショネルくんの言ってたルールを信じるなら、そうだね。

斗月：……ム。

ＧＭ：「それは──その通りですが、その方法で神性婚礼に勝かち抜ぬいたものなど存在しません。どのような敵がいるかもわからず、どれだけかかるかもわからない。危険すぎます！」

斗月：…………ム。

風見：これまでの戦いでは、みんな花嫁を殺して終わったのか。

キョウ：それを余が覆くつがえす。初めての歴史を刻きざんでやろう！　そうすれば、凛々花も鷺乃宮も両方助かる！

凛々花：キョウくん……！

ＧＭ：「若君…………」

キョウ：よいかアンナ。余が一番イヤなのは、凛々花を失うことなのだ！

凛々花：…………（少し赤くなる）。

斗月：…………ム。

風見：吊つり橋ばしが効きいたかな（笑）。

キョウ：凛々花を救うためなら、何を犠牲にするも厭いとわぬ。




　キョウの脳裏に東雲の言葉が浮かぶ。目的のためなら何を犠牲にしても構わない、その覚悟が。

「──たとえ世界を敵に回しても、余は凛々花を守る！」

　胸を叩たたいて断だん言げんするキョウには、何のてらいも躊躇ためらいもない。

　甘あまえん坊ぼうの若君がよくぞここまで──と、アンナの胸に熱いものがこみ上げていた。




ＧＭ：「……かしこまりました。当主様がそうお決めになられたのなら。わたくしをはじめ鷺乃宮の一いつ党とうすべてがその御ご意い志しに従したがいます」

キョウ：うむ！　みなで凛々花を護まもるのだ！

ＧＭ：「はい──はい、若君！　承しよう知ちいたしました！」

キョウ：うむ、それでよい。

風見：さて、それじゃ具体的にはどうするかだね。まずはミッショネルくんをどうにかしなきゃいけない。

斗月：……ム。奴やつの能のう力りよくは範はん囲いが広そうだからな。

キョウ：うむ。こっちに来るのを待つわけにもいくまい。

風見：そうなんだよねー。で、そのミッショネルくんの居場所なんだけど……鷺乃宮の力で探さがせない？（笑）

キョウ：できるのならやりたいところだな。

ＧＭ：可か能のうとしましょう。元々そういう展てん開かいにするつもりでした。

凛々花：さすが鷺乃宮だね（笑）。

キョウ：では……アンナよ、当主として初の命令をするぞ！

ＧＭ：ぞくぞくと喜びに打うち震ふるえた表情をします（笑）。

キョウ：ミッショネルを全力で探し出すのだ！

ＧＭ：「……承知いたしました！　四〇分以内に必ずや！」




「鷺乃宮諜ちよう報ほう部ぶ隊たい、出しゆつ撃げき！」

　キョウの命令を受け、アンナが号令をかける。鷺乃宮家が誇ほこる優ゆう秀しゆうな諜報部隊が、即そく座ざに行動を開始した。




キョウ：……ところで、神使いって全部で一二人いるのだったか。

ＧＭ：はい。

キョウ：あと九人もいるのか……（なんともいえない味のある表情になる）。

風見：い、言ってはみたもののどうしよう、みたいな顔に……！（笑）

凛々花：入らない！　表情は文章にできないですよ岡本さん！（笑）

斗月：おもしれえなあ（笑）。……まあ要するに、この戦いは、一二人の荒あらぶる変へん態たいたちが凛々花の元に来て次々求きゆう婚こんするという最低の話に。

凛々花：お、お兄ちゃん、わたし怖こわい（笑）。

ＧＭ：では、話を黙だまって聞いていた東雲が口を開きます。「……少年。お前が選ぼうとしている道は容易たやすいものではない」

キョウ：だが、お主もそうしておる。お主にできて、余にできぬということはあるまい！

ＧＭ：「……覚悟はできているのか？　もう普通の暮らしには戻れんかもしれんぞ」

キョウ：凛々花を犠牲にするよりは、ずっとよい！

凛々花：キョウくん……。

ＧＭ：「……そうか」キョウの答えを聞くと、東雲は頷いて背せを向ける。「グラディウスは私が叩たたく。奴については心配する必要はない」

キョウ：お主がそう言ってくれると心強いのう。

ＧＭ：というわけで、このシナリオでグラディウスと戦せん闘とうすることはありません。東雲が撃げき退たいします。

キョウ：おお！

風見：強いなー、東雲くん。

斗月：…………ム。さすがだ。

凛々花：気をつけてくださいね、東雲さん。

キョウ：東雲。世界の敵であろうと、余はお主の味方だ！

ＧＭ：「……感かん謝しやする」




　低く静かにそう告げると、東雲はコートを翻ひるがえして立ち去る。

　この男が動く以上、グラディウスがキョウたちのもとに来ることはない、それほどの強さと安心感がその背せ中なかから感じられた。




キョウ：うむ。これで、あとはミッショネルを見つけて叩くのみだ！

ＧＭ：鷺乃宮の諜報チームの手にかかれば、場所の特定まで時間はかからないでしょう。

キョウ：うむうむ。安心せよ、凛々花。お主は余が守るぞ！

凛々花：うん。ありがと、キョウくん……。（俯いて）──あ、やばい。ダメかも。ちょっと我慢しきれない……。

斗月：……ム？

風見：……おやおや。

キョウ：ど、どうしたのだ、凛々花!?

凛々花：……このままここにいたら泣いちゃうので、ちょっとゴメン、って言って部屋を出ちゃいます。すぐ戻るから。

キョウ：凛々花！




　キョウの言葉にこみ上げてくるものを抑え切れず、凛々花は部屋を飛び出す。泣き顔をこれ以上見られたくない、という気持ちが働いたのだろう。

　そんな凛々花を見て、キョウは反はん射しや的てきに追いかけていた。




ＧＭ：……おお、では一度シーンを切って、ふたりで会話するシーンを新たにつくりましょう。色々話したいこともあるでしょうし。

凛々花：うん、そうしてくれるとうれしい。

斗月：……ム。

風見：斗月くん、ここは追いかけないでおこうよ（笑）。

斗月：……仕方あるまい。今回はキョウを立ててやろう。

キョウ：すまぬ！

斗月：……では、その間にＨＰを回かい復ふくしておきたいな。購こう入にゆう判はん定ていしてもいいか？

ＧＭ：そうですね、ひとり一回していいものとします。鷺乃宮の屋敷ならそのくらいある。

斗月：さすが鷺乃宮だ（笑）。応おう急きゆう手当キットを買おう。……よし、成功。ＨＰは全ぜん快かいだ。

風見：会長は鎖くさりかたびらを買いました。斗月くんに着といてもらおう。

斗月：……ム。助かる。

ＧＭ：では、一度シーンを変えましょう。







◆Middle 09◆涙なみだ


Scene Player ─── 藤堂凛々花






　涙を堪こらえきれず、顔を覆おおって部屋を出た凛々花。

　反射的に追いかけたキョウは、廊ろう下かの角を曲がる辺あたりで凛々花に追いつく。




ＧＭ：では、キョウと凛々花で少し話をするシーンということで。

キョウ：うむ。待つのだ凛々花、と言って手を摑つかむぞ。

凛々花：……キョウくん。




　ぴたりと足を止め、振ふり返かえる凛々花。

　そのまなじりには、大おお粒つぶの涙が浮うかんでいた。




凛々花：ふぇぇ、キョ、キョウくん……。

キョウ：おろおろします（爆ばく笑しよう）。

斗月：…………やっぱり出たほうが（笑）。

風見：キョウくん、キョウくん！（笑）

キョウ：お、おお！　気を取り直して……ど、どうしたのだ凛々花。なにか気に入らぬことでもあったのか？

凛々花：（かぶりを振ふって）……違うの。わたし、どうすればいいかわかんなくなってて。死にたくないのももちろんだし、それにキョウくんに人殺しなんてさせたくないし……。

キョウ：凛々花……。

凛々花：（涙を拭ぬぐいながら）でも……キョウくんが、自分でなんとかするって、そう言ってくれて。それが、嬉うれしかったの。

キョウ：そ、そんなことは当然だぞ！

凛々花：ふふ。（顔を赤くしたまま、少し俯うつむいて）……ありがと、キョウくん。

キョウ：……おろおろしつつも近づいて、少し屈かがんで泣いてる凛々花と視線を合わせよう。

凛々花：………ちょっと、どきどきする。

キョウ：うむ、くるしゅうない！（一同爆笑）

凛々花：もうちょっとかっこいいことを言えば良いのに（笑）。……うん、でもキョウくんらしくて、安心した。

キョウ：そう褒ほめるな、照れるではないか（笑）。




　くすくすと笑い合うキョウと凛々花。そんなふたりの間に、これから壮そう絶ぜつな戦いに挑いどむという悲ひ壮そう感かんは欠片かけらもない。




ＧＭ：いい雰ふん囲い気きですが、そのあたりで「ミッショネルの位置、特定できました！」とメイドのひとりが呼びに来ます（笑）。

キョウ：うむ！　行こう、凛々花！

凛々花：……うん！




　不安は大きい。だが、それ以上に決意は固い。

　大好きな人を、大切なものを護るため、若君は戦いへと赴おもむく──！







◆Middle 10◆Night Fall


───Master Scene






　白しら鷺さぎ市の一角。人気のない──《ワーディング》による人ひと払ばらいを済すませた路ろ地じ裏うらに、対たい峙じする人ひと影かげがあった。

　ひとりは眼鏡めがねをかけ、コートを着き込こんだ黒髪の男──東雲。

　もうひとりは、真っ黒なロリータファッションに身を包み、二メートルを超こえる大たい剣けんを携たずさえた少女──ＦＨエージェントにして金きん獅じ子し騎き士し団だんのナイト、グラディウス。

　手練てだれのオーヴァード同士による戦いが、人知れず始まろうとしていた。




ＧＭ：クライマックスの前にマスターシーンを挟はさみます。今回のシナリオにはあまり関係ないですが、今後のリプレイ展開で重要なシーン。東雲とグラディウスが対峙しているところから始まります。
















凛々花：東雲さん！

風見：グラディウスは一度負けたんだっけ？

ＧＭ：はい。今回も既すでにグラディウスがかなり劣れつ勢せいの状じよう態たいです。




「軍神マーズの力もお前にゃ届とどかないか、東雲。イヤんなるねえ」

　老ろう婆ばのようにしゃがれた声で、黒こく衣いの少女が呟つぶやく。

　戦せん闘とうが始まり、およそ一五分。戦いの天てん秤びんは明らかに東雲に傾かたむいていた。

　少女の顔に憔しよう悴すいの色が濃こい。大剣を振ふるう手も鈍にぶり、足元もふらつきはじめていた。

「お前こそ本物の化け物だよ──神殺し」




キョウ：おおおお、さすが東雲。強いのう。

ＧＭ：東雲は無言のまま、グラディウスにとどめを刺さすべく構かまえを取る。しかし、対峙するグラディウスの表情に浮うかぶのは、笑えみです。

斗月：………ム？

ＧＭ：「やはり、あいつらを使うしかないね」そう言って、グラディウスはひとつ嘆たん息そくし、パチンと指を鳴らす。




　東雲がいぶかしむ間もなく──グラディウスは、控ひかえさせていた伏ふく兵へいに合図を送る。

　その伏兵の名こそ──。

「Come on, "Night fall"」




斗月：ナイトフォールが出るのか!?

キョウ：おお、知っているんですか矢野さん。

斗月：知ってるも何も、俺が『ナイツ』で登場させたチームですよ。ていうか、敵か！　ＦＨ側で出てくるのか!?

ＧＭ：きっと矢野さんならカッコよく『ナイツ』で拾ってくれると信じて出しましたよ！

凛々花：無茶振りだー！（笑）

斗月：こ、こう来たか。わかった、受けて立とうじゃないか。ちなみに本来はＵＧＮのエリートチームなんだよ、こいつら。他にも色々あるが……。

凛々花：これは、詳くわしく知りたければ『ナイツ』を読めってことですね……（笑）。

風見：まあ、この本が出る頃には一巻かんは出てるしね。

斗月：よろしくお願いします。以上、宣せん伝でん終わり（笑）。

ＧＭ：では、話を戻もどします。グラディウスの合図と共に、彼女を護るかのように五つの人ひと影かげが現あらわれる。




　ひとりは負けん気の強そうな東洋人の青年。その右みぎ腕うでは異形の怪かい物ぶつさながらに変じている。

　続いて、瓜二つの顔をしたヨーロッパ系けいの姉妹しまい。片かた方ほうはスナイパーライフルを構え、もう片方はそれにぴたりと寄より添そっている。狙そ撃げき手しゆと、観かん測そく手だ。

　顔の上半分を包帯でぐるぐる巻きにした小男。人種は恐らくアジア系だろう。

　最後は、両りよう腕うでをサイバーアームに換かん装そうしたロシア系と思おぼしき巨きよ漢かん。

　──ナイトフォール。かつてＵＧＮの対たい遺い産さんチームとして勇名を馳はせ、そして──二年前に失しつ踪そうしたはずのメンバーだ。




キョウ：なんかメチャクチャ強そうだぞ……！

斗月：実じつ際さい、ものすごく強いエリートチームという設せつ定ていです。

凛々花：し、東雲さん、大だい丈じよう夫ぶなの……？

風見：いやー、こりゃやばいね！

ＧＭ：「……ナイトフォール、か」東雲の表情に変化はない。彼はグラディウスと、ナイトフォールの五人を睨にらみつける。




　誰も言葉を発さず、ひと呼こ吸きゆう──。刹せつ那な、東雲が変化した両腕を振ふり上あげて疾しつ駆くする。迎むかえ撃うつグラディウスとナイトフォール。交こう錯さく、激げき突とつ、そして──。







　　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ




◆Climax 01◆待ち受ける真実


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　鷺乃宮の諜ちよう報ほう部ぶ隊たいにより、神使いのひとり、ミッショネルの居い場ば所しよは特定された。

　あとはこのまま戦いを挑いどみ、打うち倒たおすのみ。

　だが──そこで待ち受ける残ざん酷こくな真実を、未まだ誰だれひとり想そう像ぞうさえしていなかった。




ＧＭ：では、きっちり四〇分後。白しら鷺さぎ市内の山間部にて、ミッショネルが発見され、モニターに映うつし出だされます。彼かれはなにやら瓶びんを手にしており、その中に詰つまった泥どろを地面に撒まいては、自らの身体からだを傷きずつけ、その血を泥に垂たらしている。

斗月：……ム。兵隊を生み出す儀ぎ式しきか何かか？

風見：もっと必要だ、って言ってたもんねえ。

キョウ：あの泥が奴やつの遺い産さんなのかのう。

凛々花：なんの神様なのかしら。それにしても、不気味な光景……。

ＧＭ：ここでミッショネルは《赤色の従じゆう者しや》＋《声なき者ども》＋《赤河の従じゆう僕ぼく》＋《血の絆きずな》を使用。血と混まざった泥は、次々と人形の姿すがたになっていく。従者を五体作成。

斗月：従者を作ったか。

凛々花：同じブラム＝ストーカーでも、キョウくんとは大分違ちがうね。

キョウ：余よも使ってみたいぞ！（笑）

ＧＭ：さらに、一度交戦した泥どろ人にん形ぎようトループも数体用意されます。こちらより、五体の従者のほうがもう少し人間に近い姿をしている。

風見：なるほどね。準じゆん備び万ばん端たんってわけだ。

キョウ：よし、では乗のり込こむぞ！　ヘリを用意せよ、アンナ！

凛々花：ヘリなの!?（笑）

ＧＭ：「かしこまりました」と、ものの五分ほどでヘリが手配されます。

風見：さすが鷺乃宮家だね。

斗月：……行こう。色々と聞きたいこともある。

キョウ：うむ！




　ヘリに乗り込み、移い動どうすること十数分。

　搭とう載さいされたサーチライトが、ミッショネルと彼の操あやつる泥人形の姿を照らし出す──。




ＧＭ：「ほう、早いな。痛みを受け容れる準備はもうできたのか？」頰を搔き毟り、ニタリと笑って流れる血を舐なめとりながら、ミッショネルはヘリを見上げる。

キョウ：鷺乃宮を舐めてもらっては困こまる！　ヘリから降おりて、ミッショネルと対たい峙じするぞ。

斗月：…………ム。

風見：やられる前にやれ、って感じだね。会長発はつ奮ぷん。

ＧＭ：「花はな嫁よめも連れてきてくれたのなら、むしろ手間が省けた」

キョウ：お主に凛々花は渡わたさんぞ！　凛々花は余の嫁よめだ！　ヘリから降りる！

凛々花：どっちの嫁でもないってば！　でも、あんな奴やつの花嫁なんて絶ぜつ対たいいや！

斗月：…………ム。そうだ、お前に聞きたいことがある。

ＧＭ：「なんだ」

斗月：なぜ、お前は凛々花が花嫁であることを知っていた？

凛々花：そうだ、そういえば……！

ＧＭ：「そのことか」表ひよう情じようも変えず、手首を切きり裂さいて泥に血を与あたえながら、彼は続ける。「本来の花嫁が死んだので、その娘むすめが花嫁を受うけ継ついだ。それを知っただけだ」

凛々花：…………!!

斗月：な…………！




　凛々花と斗月が言葉を失う。一年前に死んだ母親が、花嫁だったというのか？




斗月：…………どういうことだ。

ＧＭ：「ことは一〇年前、始まるはずだった神しん性せい婚こん礼れいが始まらなかったことに端たんを発する」

風見：それって、花嫁がなぜか選出されなかったとかいう……。

ＧＭ：「その情じよう報ほうは正せい確かくではない。花嫁は選出されなかったのではなく、何者かによって隠匿されていたのだ」

斗月：なんだと…………？

ＧＭ：「私わたしは九年の歳さい月げつをかけ、他の神使いに先んじて花嫁の存そん在ざいを突つき止とめた。神性婚礼が正式に始まったとき、即そく座ざに殺せるように」

凛々花：九年……って、今から一年前……（肩かたが震ふるえている）。

ＧＭ：「だが、残念ながらその計画は失敗に終わった。私は彼かの女じよに痛いたみを与あたえるだけのつもりだったが──」

斗月：なに…………。

凛々花：痛み、って……。

ＧＭ：「勢いきおい余あまって殺してしまった。十分な痛みを与えぬまま死なせるなど──」嘆息して、彼は苦々しげに眉を顰ひそめる。「最大の屈辱だ。彼女はもっと痛みを得るべきだった」

凛々花：────!!

斗月：ッ………………！

ＧＭ：「正式に神性婚礼が始まっていないのに殺害しても無意味だ。悔くやんだが仕方ない、そう思っていたのだが──」




　淡たん々たんと説明しながら、ミッショネルは凛々花に視し線せんを向ける。

「……一ヶ月前、花嫁は選出された。死んだはずの花嫁──藤堂ほのかの心しん臓ぞうを移い植しよくされ、オーヴァードとして覚かく醒せいしたことで」

　そして、と、今度はキョウに視線を向ける。

「一二人目の神使いもまた、選出された。これですべての準備は整ったのだ」




凛々花：じゃあ、じゃあ……あなたが、お母さんを……！

斗月：貴……様………!!

ＧＭ：「遅おそかれ早はやかれ死んでいた。花嫁に選ばれた以上は。そして、キミもここで死ぬ」

キョウ：なんということだ……。

風見：……ひどい、ね。

凛々花：ミッショネルに〝遺い志し〟と〝憎ぞう悪お〟でロイスを取ります。もちろん、〝憎悪〟が思いっきり表に出てます。

斗月：…………もちろん俺おれも取る。すぐタイタスにするがな。

凛々花：……お母さん、事じ故こで死んだんじゃなかったのね。

斗月：…………大だい丈じよう夫ぶか、凛々花。

凛々花：だい、じょうぶ。（胸むねを押おさえて）……よくも、お母さんを。




「お母さんを返して……！」

　喉のどから搾しぼり出だすようにして、凛々花は哀あい切せつの叫さけびを上げた。



















凛々花：くやしいよ。お母さんの仇かたき、わたしがとりたいのに……！

キョウ：……ならば、余が凛々花の拳こぶしになってやる。

凛々花：キョウくん……。

キョウ：凛々花のかわりに、余があいつを目いっぱい殴なぐりつけてやるぞ。のう、お義兄にい様！

斗月：（深く頷うなずいて）…………ム。

風見：会長もいるよ。こんな奴、許ゆるせないものね。

凛々花：お兄ちゃん、会長……。

ＧＭ：「いいだろう。こちらも準備は整っている──」そう言うと、彼の足元から赤黒い泥でい濘ねいが広がり、周囲を覆おおっていきます。《ワーディング》です。




「巨きよ人じんユミルが自ら引ひき裂さいた体の一部──その痛みの詰つまった泥だ」

　ユミル──北ほく欧おう神話における原初の巨人。死したその身は大地となり、万物を生み出す元となったという。彼の持つ泥こそ、その力の一いつ端たんを宿した遺産だ。

　ユミルの泥──死したユミルの肉そのものといえるそれは、彼の手足となる泥人形を無数に生み出す能のう力りよくを持つ。

　ひとつ、またひとつ──と、周囲に異形の泥人形が生み出されていった。




ＧＭ：およそ一〇〇体もの泥人形がミッショネルに従したがい、不ふ快かいなうめき声を上げる。その間も、彼は自分の身体を搔かき毟むしり、無数の傷きずを刻きざんでいく──。衝しよう動どう判はん定ていになりますが、ここでＥロイス〝自じ虐ぎやくの刃やいば〟と〝デスウィッシュ〟を使用！

キョウ：な、なんなのだそれは！

ＧＭ：「これが痛みだ。さあ──自ら痛みを己おのれに刻み込こめ。その愉ゆ悦えつを味わえ」衝動判定に失敗すると、バッドステータスの「憎悪：自分自身」を得ます。なおかつ、その効こう果かで自分を攻こう撃げきする際さいのダメージに＋２Ｄされます。

凛々花：えええええ!?

斗月：これは失敗するとかなり厳きびしい！　……よし、24で成功！

キョウ：９！　ギリギリ成功だぞ！

風見：会長も成功ー。危あぶない、目の前に鏡を置いて自分にかわいさを振ふりまかないといけないところだった（笑）。

凛々花：よかった、成功。自分を殴なぐらないで済すんだ（笑）。

ＧＭ：く、全員成功か。しかし侵しん蝕しよく率りつは２Ｄ10上じよう昇しようします。

キョウ：これがきついのだが……おおお、２しか上がらぬ！　侵蝕率は[image: 107]だ！

凛々花：すごーい！　あ、わたしは[image: 114]まで上がりました。

斗月：俺も[image: 114]だ。

風見：兄妹で仲良しだなあ。あ、会長は[image: 108]だよ。

ＧＭ：わかりました。では──戦せん闘とうに入ります！




◆第一ラウンド

ＧＭ：というわけで、敵てきはミッショネルとその従者が五体、泥人形トループが六グループです（ポーンを配置する）。

[image: ]

キョウ：数が多いのう……！　《ジャイアントグロウス》を取ったのは正せい解かいだった。

風見：《風の渡わたし手て》だと七体までだから、それは助かるよ。

ＧＭ：では、まず行こう動どう値ちは以下。





24：従者Ａ〜Ｅ

19：風見

16：ミッショネル

９：泥人形トループＡ〜Ｆ

７：キョウ、凛々花、斗月






キョウ：そうだ、こいつの持つユミルが神、ということでよいのか？

ＧＭ：はい。ミッショネルに《神殺し》を使用してとどめをさせば、遺い産さん「ユミル」を消しよう滅めつさせ、凛々花の呪のろいを止めることができます。

凛々花：お母さんのためにも、絶対死ねない……！

ＧＭ：では、セットアップです。従者Ａが《サポートモード》を使用、身体がぐにゃりと溶とけ、その一帯に絨じゆう毯たんのように広がる。他の従者は何もなし。

斗月：行動済ずみになる代わりに、味方の判定を助けるエフェクトだっけ。

ＧＭ：そのとおり。というわけで、ミッショネルのエンゲージにいるエネミーの行う判定に達成値＋10です。では、次は風見ですね。

風見：《女王の降こう臨りん》＋《狂きよう戦せん士し》を自分にかけるよ。女王っぽい可か愛わいさになる（笑）。

ＧＭ：ミッショネルは《サポートデバイス》。血を混まぜた泥──ユミルの肉体を身に纏い、自らも泥人形に近づいていく。纏う泥がミッショネルの肌はだを裂さき、骨ほねを軋きしませ、その度に彼は表情を緩ゆるませます。

斗月：俺も《サポートデバイス》だ。両りよう腕うでに籠こ手てを装そう着ちやくする。

凛々花：わたしは《支し配はいの因いん子し》！




　静かに怒いかる凛々花の周囲から、拡ひろがるように白い蓮れん華げの花が咲さき始める。

　それはミッショネルの操る泥からも無数の花を咲かせ、人形たちの動きを鈍にぶらせていく。




凛々花：というわけで、全員このラウンドの攻こう撃げき力りよくがマイナス30！

ＧＭ：30も減へるの!?　く……仕方ない、まず従者Ｂがキョウに攻撃。《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》＋《ブラッドコントロール》＋《紅くれないの刃やいば》＋《鮮せん血けつの網あみ》＋《蝕むしばむ赤》＋《砂すなの刃》＋《レインフォース》で、達成値33！　泥の塊かたまりをキョウに放つ！

キョウ：くっ……それはかわせぬ！

斗月：《砂の結界》＋《グラビティガード》でガードだ。

ＧＭ：攻撃力が30減ってるのが辛つらい……！　ダメージたった18点、装そう甲こうは有ゆう効こう。

斗月：うむ、23点防ふせいでノーダメージだ。邪じや毒どくと硬こう直ちよくは受ける。

ＧＭ：くっ……！　従者Ｃは同じ組み合わせで凛々花を攻撃、達たつ成せい値ちは無む闇やみに62もある。

凛々花：うん、それは無理です。かわせない。

斗月：《砂の結界》だけでガードだ。

ＧＭ：ダメージは……ぬお、低い!?　22点しかない……！

斗月：装甲で８点防いで14点。問題ないな。

ＧＭ：従者Ｄの行動！　風見を狙ねらって達成値45！

風見：はっはっはっ、かわせるはずがないだろう。

斗月：無む論ろん、《砂の結界》でガードだ。ダメージはいくつになる？

ＧＭ：………………じゅ、10点。６Ｄ10でこれか。

斗月：うむ、２点だけ喰くらった。

ＧＭ：くっ……！　さ、最後に従者Ｅが斗月を攻撃！　達成値は……66！

斗月：それは《グラビティガード》でガードする。

ＧＭ：ダメージは30点！

斗月：《グラビティガード》で22点、装甲値で８点防いでちょうどノーダメージ。……全部受けきってやったぞ。凛々花の《支配の因子》が効いたな。

キョウ：おおお！




「はあああああっ！」

　呼こ気きと共に打ち出される斗月の掌てのひらが、泥の塊かたまりを相そう殺さいする。凛々花の力で威い力りよくを殺そがれていたそれは、わずかな傷きずさえ与あたえることなく粉ふん砕さいされた。




風見：ひゅう、さすが斗月くん。会長感かん激げき。

凛々花：お兄ちゃん、かっこいい！　もう今ならお兄ちゃんと結けつ婚こんするって言いたい（笑）。

キョウ：なんと！　日本ではダメなのだぞ！（一同爆ばく笑しよう）

斗月：…………ム。身体についた泥を拭ぬぐい、深しん呼こ吸きゆうして態たい勢せいを整える。

風見：よし、じゃあ次は会長だね。

キョウ：面めん倒どうな雑魚ざこは頼たのむぞ、会長！

風見：んじゃ、《マシラのごとく》も含ふくめた最強攻撃！　従者Ｅと泥人形トループ全員を狙うよ。……うーん、ダイス目があんまりよくないな。

凛々花：《妖よう精せいの手》を使います！

風見：ありがとー♪　んじゃ、達成値は36！

ＧＭ：く、全員命中……！

凛々花：じゃあ、そこに《力の法ほう則そく》も乗せます！

風見：んじゃ、全部合わせてダメージ[image: 111]点、装甲無む視し。

ＧＭ：くう、泥人形は全ぜん滅めつ、従者も倒たおれる。……どうやってやられるんだろう（笑）。

風見：泥人形だろうと、会長のかわいさの前にはひとたまりもないよ。




　風見の所作や言動、風ふう貌ぼう──それは心を持たぬ泥人形にさえ干かん渉しようを可か能のうとする。あまやかな風が戦場を吹ふきぬけたとき、七〇を超こえる泥人形が一いつ瞬しゆんのうちに崩くずれ去さっていたのだ。

　もしも泥人形が喋しやべれたなら、最後に「かわいい」と遺のこしていたに違ちがいない。




風見：はっはっはっ、目をハートにして崩れ落ちていくがいい。

凛々花：そのかわいさを花で演えん出しゆつするよ（笑）。

ＧＭ：わ、わかりました。およそ七〇体ほどの泥人形が一いち撃げきで崩れ去っていく。

キョウ：さすが会長だな！

風見：はっはっはっ、これが会長の力、いやかわいさだよ？

斗月：…………ム。大分すっきりしたな。

ＧＭ：「これは──なんという痛み。もっと長く、多く、痛みを与え合う……私の言葉が伝わっていると考えよう」

風見：うーん、会長被ひ虐ぎやく趣しゆ味みの人はちょっと……（笑）。

凛々花：こんな意味のわからない理り屈くつの奴に、お母さんは……。

ＧＭ：では、ミッショネルの行動です。マイナーで《アーマークリエイト》＋《シールドクリエイト》。先ほど纏まとった泥を硬こう質しつ化かさせていく。

凛々花：会長より先に動かれてたら、これでガードされてたのね。

ＧＭ：そしてメジャーは先ほど従者が使ったコンボに《クリスタライズ》と《血の宴うたげ》を追加！　泥が巨人の手の形になり、四人を叩たたき潰つぶそうとする！

斗月：…………！　Ｄロイス「守しゆ護ご者しや」の力を使う。対象は俺ひとりにしてもらおう。

凛々花：お兄ちゃんかっこいい！

ＧＭ：くっ……！　達成値は42だ！

斗月：……まだ《支配の因子》は効いてるな。《グラビティガード》でガードだ。

ＧＭ：攻撃力が大おお幅はばに減ってるのが痛いたい……！　ダメージは40点、装甲無視！

斗月：25点軽けい減げんして……15点。残りＨＰ１で立っている！

一同：おおおおおおお！




　地面の泥が起き上がり、全長一〇メートルに届とどこうかという巨きよ大だいな拳こぶしを形成する。それがキョウたちをまとめて薙なぎ払はらおうとしたところに、斗月が身を乗り出した。

　声にならない雄叫おたけびと共に、両腕を交差して巨大な拳を受け止めるや、その力を受け流して捌さばききる──！




凛々花：お兄ちゃんすごい！

キョウ：すまぬ、お義兄様！

斗月：……キョウ。お前に礼を言いたい。

キョウ：礼？　余に？

斗月：……ああ。凛々花を、護まもる決意をしてくれただろう。

キョウ：当然のことであろう！　一生護るつもりなのだぞ！

凛々花：…………キョウくんってば。

斗月：…………ム。認みとめるかどうかは今後次第だが──俺も、お前にひとつ約束をしよう。

キョウ：約束？

斗月：お前が凛々花を護ると言ってくれるなら、俺はお前も護ることにしよう。

キョウ：うむ！　では、余の背せ中なかは任まかせるぞ！

斗月：…………ああ。そう言って、ミッショネルのタイタスを昇しよう華かして邪じや毒どくと硬こう直ちよくを解かい除じよする。貴き様さまだけは許ゆるせん。

凛々花：ふたりとも、かっこいいな……。

ＧＭ：ミッショネルは攻撃を防ふせがれたことに少し驚きよう愕がくしている。では、次に行動値７の残り三人になります。

凛々花：じゃあ、まずはわたしが行動するね。




「──こんなこと、ほんとうは頼むべきことじゃないのかもしれない」

　ぎゅっと拳を握にぎりしめ、凛々花はミッショネル──母を殺した男を見み据すえる。

「でも──あいつだけは許せない！」




凛々花：悔くやしいけど、わたしには戦う力がない。キョウくん、お兄ちゃん、会長……お願い。あいつをやっつけて！　マイナーでエンゲージを離はなれて、《導みちびきの華はな》＋《要かなめの陣じん形けい》！　これで次のメジャーアクションの達成値が＋18！

ＧＭ：支し援えん能のう力りよくに更さらに磨みがきがかかってる……恐おそろしい（笑）。

斗月：では、まずキョウのために露つゆ払はらいをしておくか。マイナーは戦せん闘とう移い動どう、《インスタントボム》その他を組み合わせて従者Ｄに攻撃だ。達成値は凛々花の支援も入れて68。

ＧＭ：ドッジは失敗！

斗月：ダメージは43点、装甲無視だ。

ＧＭ：く……！　ＨＰ40なので、それで倒れる！




　斗月が身を低くして飛とび込こみ、従者の一体──泥人形に痛つう烈れつな当て身を放つ。どう、という轟ごう音おんと共に、従者は腹ふく部ぶに大おお穴あなを穿うがたれ、次の瞬しゆん間かん砕くだけ散ちった。




ＧＭ：では、次はキョウの行動ですね。

キョウ：うむ。その前にイニシアチブプロセスで《異形の転進》だ。一二メートル前進し、ミッショネルまで三メートルの距きよ離りまで詰つめるぞ。

凛々花：そっか、一五メートル離はなれてるものね。一度の移動じゃ届とどかないんだ。

キョウ：そうなのだ。で、余の行動。《骨の剣》はあきらめてマイナーで移動だ！

ＧＭ：「……神殺しの力、か。それは私にどれほどの痛みを与えてくれるというんだい？」

キョウ：……もう勘かん弁べんしてください、というほどの痛みに決まっておろうが！　手から血の羽根を大きく展てん開かいし、それで薙なぎ払はらうぞ。《ブラッドバーン》も含ふくめたコンボに《ジャイアントグロウス》、それに《神殺し》も追加！　達成値は56!!




　右手から吹ふき上あがる鮮せん血けつが、巨大な真しん紅くの翼つばさとなって羽ばたく。神殺しの力を秘ひめた翼は、従者もろともミッショネルを真っ向から切きり裂さいた。




ＧＭ：ミッショネルは泥でできた巨大な手でガード、従者には全員命中です。

キョウ：ダメージは97、装甲無視！

ＧＭ：従者は全ぜん滅めつ！　ミッショネルはガード値16点を減へらして81……まだ倒たおれない！　なお、ここでＥロイス〝死は甘あまきもの〟が発動。ミッショネルにダメージを与あたえたキョウは、侵蝕率が３上昇します。

キョウ：ぬぬ!?

ＧＭ：「この痛み……忘わすれえぬほどに強きよう烈れつ。だが、味わい尽つくすにはまだ足りないな」彼が悦よろこびとして感じる痛みをキョウも感じ、その痛みでレネゲイドがざわめく。

凛々花：ぶ、不気味な奴……。

キョウ：ぬう、侵蝕率はこれで[image: 138]％か。あと一発殴なぐれるくらいだのう……。

ＧＭ：では、クリンナップにミッショネルは《不死者の恩おん寵ちよう》を使用、ＨＰが18点回かい復ふく。ラウンド終しゆう了りようです。




◆第二ラウンド

ＧＭ：では第二ラウンド、改めてセットアップ。こちらは《サポートデバイス》を使用。

風見：会長は今回はやめておくよ。

斗月：…………俺も《サポートデバイス》を使える状じよう態たいじゃないな。

ＧＭ：では、行動値順でまずは風見の行動です。

風見：んじゃ、《絶対の恐きよう怖ふ》をメインにしたコンボで攻撃するよ。達成値は68！

ＧＭ：ガードします。巨人の腕が視し界かいを遮さえぎり、会長の姿を隠かくそうとする。

風見：それで防ふせぎきれるかわいさだと思うなー？（笑）ダメージは47点だよ。

ＧＭ：16点軽減して、累るい積せきダメージ94。……うむ、まだ倒れない。

風見：んー、やっぱりけっこう厳きびしいね。あとはキョウくんと斗月くんに任まかせよう。

ＧＭ：では、こちらの反はん撃げき。全員バラバラなので……斗月を狙ねらおう。組み合わせは先ほどと同じで、地面の泥が巨大な腕になり斗月を殴なぐる。達成値は51！

斗月：ガードしても意味はないな。一いち応おうドッジは試みるが、失敗だ。

ＧＭ：ダメージは91点、装甲無視。硬直と邪毒もつく！

斗月：…………ム。侵蝕率も厳しい──それは倒れる。

キョウ：お義兄様ー！

凛々花：お兄ちゃんまで……!!　許せない！

ＧＭ：では、残るキョウと凛々花の行動ですね。

凛々花：支援を使うよ。《導きの華》をキョウくんに使う。キョウくん、お願い……！

キョウ：うむ、凛々花のぶんまで余があ奴に目に物見せてくれる。マイナーで《骨の剣》、メジャーは《コンセントレイト》と《ブラッドバーン》《爪そう剣けん》、そして《神殺し》だ！




「凛々花に力がないのなら──余が凛々花の力になればいいのだ！」

　ふたたび、キョウの手が神殺しの力を秘めた輝かがやきを放つ。

　拳こぶしから吹き上がる鮮せん血けつは翼つばさとなり、翼は刃やいばとなり、凛々花と斗月の母を奪うばった憎にくき相手に肉にく迫はくする──！




キョウ：ダイス目が振ふるわぬ……！　二回しかクリティカルせなんだぞ！

凛々花：《妖よう精せいの手て》を使うよ！

キョウ：おお！　見たか、これが余と凛々花の共同作業なのだ！（笑）達成値は54！

ＧＭ：くっ……それはガードする！　「いいぞ──神殺し！　これを凌しのげば私の与える痛みが、キミのすべてを包つつみ込こむだろう！」

凛々花：《力の法則》も使うよ。これが、わたしにできることだから！　そう言って、キョウくんの手に自分の手を添そえる。

キョウ：うおおおおおおっ！　ダメージは[image: 123]　!!

ＧＭ：ガード値を引いて……累るい積せきダメージは[image: 201]点。




　キョウの拳から吹き上がる、刃のような鮮血。凛々花はそっと手を添え、己おのれの怒いかりと力をキョウへと託たくす。

　ふたりの全力を乗せた一いち撃げきが、真正面からミッショネルへと叩たたき込こまれた。




キョウ：…………どうだ！

ＧＭ：……ＨＰはちょうど[image: 200]、それで倒たおれる！　同時に、彼が首から下さげていた泥の入った瓶びん──ユミルの肉体と、地面を覆おおっていた泥もレネゲイドに還かん元げんされて消しよう滅めつを始める。

キョウ：……よし!!

ＧＭ：「……力、およばずか。無念だが、仕方あるまい。ならば、よく見ておくがいい。敗北した神使いがどうなるかを、な」

キョウ：……なんだと？

凛々花：え……？

ＧＭ：そう言ったミッショネルの体が、足から順に消え始めています。自らの遺産と同様に、レネゲイドに還元されて消滅していく。

風見：……遺産を失っちゃったら、こうなるってこと？

斗月：…………ム。

ＧＭ：「……そして、これが始まりだ。いずれすべての神使いが花嫁を求めて訪おとずれる」下半身まで完全に消滅しながら、彼は言葉を続ける。「それでも最後まで、護まもりきれるかね」

キョウ：……それでも、凛々花は余が護ってみせる。

ＧＭ：「……そうか。ならば精々足搔くがいい。キミたちが戦いの中で痛みを味わう様を……地獄の淵から覗かせてもらおう……」そう言ってミッショネルはくぐもった声で笑う。その目は、最早どこも見ていない。




「──ああ、全身が痛みで満ちていく。これが、死か」

　その言葉を最後に、ミッショネルと呼よばれた男はこの世から完全に消失した。




ＧＭ：では、戦闘終了です。周囲で待機していた鷺乃宮のヘリがあなた方を回かい収しゆうするため降りてくる、というところでシーンを終了しましょう。








《赤色の従者》　従者を作成するブラム＝ストーカーのエフェクト。

《声なき者ども》　より多くの従者を作り出すブラム＝ストーカーのエフェクト。

《赤河の従僕》　より強い従者を作り出せるようになるブラム＝ストーカーのエフェクト。

《血の絆》　従者を長時間維持できるようになるブラム＝ストーカーのエフェクト。

〝自虐の刃〟　強烈な自傷衝動を他者に与え、自らに対して憎悪を与えるＥロイス。

〝デスウィッシュ〟　誰よりも死に憧れ、希求していることを表し、〝自虐の刃〟を強化するＥロイス。

憎悪：●●　●●（対象のキャラクター）に対して激しい敵愾心を覚え、最も有効な攻撃を仕掛けようとする状態。

《砂の刃》　砂を刃状にして飛ばし、攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《レインフォース》　物質の強度を上げることで攻撃力を増幅するモルフェウスのエフェクト。

《クリスタライズ》　攻撃を当てた箇所から対象を結晶化させて砕くモルフェウスのエフェクト。

《血の宴》　血を拡散させて攻撃範囲を広げるブラム＝ストーカーのエフェクト。

〝死は甘きもの〟　痛みをこよなく愛し、その狂った感応で他者の精神を汚染することを表すＥロイス。

《不死者の恩寵》　血液中の血小板や白血球を傷口に集中させ、傷を治すブラム＝ストーカーのエフェクト。











　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：では、エンディングの前にバックトラックを行いましょう。今回、敵の持っていたＥロイスは合計で五つです。

斗月：おお、結構あるな。ではまずＥロイスの分侵蝕率を引き下げよう。

凛々花：わたし、それで32も下がった！

風見：会長もものすごい下がった。これなら一倍振りで大丈夫かな。

キョウ：余はＥロイスと自分のロイスで、92まで下がって帰還だ！

凛々花：今回は経験点減らなかったね（笑）。

キョウ：うむ！　嬉しい！（笑）

凛々花：で、わたしも一倍振りで無事帰還です。侵蝕率は82％。

風見：会長も91％まで下がったよー。

斗月：危あぶない、一倍振りで済んだが98％だ。

ＧＭ：おお、全員一倍振りで帰還ですね。では、エンディングに移うつりましょう。







◆Ending 01◆戦いへの決意


Scene Player ─── 鷺乃宮キョウ






　神使いのひとり、ミッショネルは倒たおれた。

　だが、これはさらなる戦いのほんの始まりに過すぎない。

　そのことを、この場にいる誰だれもが感じていた──。




ＧＭ：では、エンディング最初のシーンは全員登場。あなた方がミッショネルとの戦いを終えた直後、東雲がやってきます。

キョウ：東雲！　無事であったか！

ＧＭ：「……ああ」傷きずなどは見当たりませんが、衣服の損そん傷しようが激はげしい戦いを物語っています。「そちらは終わったようだな」

キョウ：うむ！　そちらはどうであった？

ＧＭ：「撃げき退たいはした。だが──またしても仕し留とめ切れなかった」

凛々花：そうなんだ……。

ＧＭ：「ＦＨからの援えん軍ぐんに邪じや魔まをされた。──ナイトフォールと呼よばれる手練てだれ五人にな」

キョウ：つまり、六対一だったのか。それで撃退できるのだからさすがだのう。

凛々花：でも、無事だったならよかった。

斗月：…………ム。だが倒せていないということは、またこちらに来るということか。

ＧＭ：「そうなるだろう。だが、私わたしはもう一度グラディウスを追う」

キョウ：そうか。……なあ、東雲。余よは、その神使いとやらをすべて倒すことに決めたぞ。どうやら、凛々花を護まもるにはそれしかないらしい。

ＧＭ：「…………そうか」

キョウ：うむ。奴やつらは余や凛々花を狙ねらってこの街に来るであろうからな。

凛々花：……うん。

キョウ：そういうことなので、もしお主が神使いの遺い産さんを追いかけるようなことがあったら、今後は余を頼たよるとよい！（笑）

風見：なるほどね（笑）。

斗月：…………ム。協力体たい制せいを結べるな。

凛々花：うんっ！

ＧＭ：「……そうか。では、頼りにさせてもらおう、少年」

キョウ：任まかせるがよい！　そう言って手を差し出すぞ。

ＧＭ：「…………ああ」頷うなずいて、キョウの手を握にぎり返します。

凛々花：またよろしくね、東雲さん。

斗月：…………ム。誰がどう言おうと、あんたは俺おれたちの恩おん人じんだ。

風見：いつでも来ると良いよ。会長歓かん迎げいしちゃう。

ＧＭ：「……また会おう」踵きびすを返し、東雲は歩き去っていきます。




　東雲の姿すがたが見えなくなったその時、アンナから連れん絡らくが入る。撤てつ収しゆうの準じゆん備びができたのだ。

　迎むかえのヘリのローター音が、戦いを終えたキョウたちの耳を叩たたいていた。







◆Ending 02◆ひとつ屋根の下


Scene Player ─── 藤堂凛々花






　東雲と別れ、キョウたち四人は一度鷺乃宮の屋や敷しきに戻もどってきていた。今後の方ほう針しんや、どうすべきかを話し合うためだ。

　戻ってくるなり、一同は応おう接せつ室しつの椅い子すに腰こしを下ろした。




ＧＭ：次のシーンですが──ここは全員で今後のことを話すシーンを想定しています。

キョウ：おお、それは重要であるな。今後のことは余も提てい案あんしたいことがある。

斗月：…………ム。俺もひとつ、凛々花と話したい。

凛々花：あ、うん。

風見：んじゃ、みんなで話すシーンだねー。

ＧＭ：わかりました。では東雲と別れ、鷺乃宮本家に戻ってきたところです。アンナがみなさんをねぎらいつつお茶を入れてくれます。

キョウ：うむ、苦しゅうない。

凛々花：ありがとう、アンナさん、

斗月：…………ム。凛々花、と声をかける。会長やキョウにも聞いて欲ほしい。

凛々花：なあに、お兄ちゃん？

キョウ：うむ、聞こうではないか。

斗月：……誓ちかって言うが、俺も、凛々花も、母親がオーヴァードで──『花はな嫁よめ』などという存そん在ざいだったとは知らなかった。

風見：そっか。うん、知ってたようには見えなかったよ。

キョウ：そうだのう。

斗月：…………もっとも、親父おやじはどうか知らんがな。




　斗月がひとりごちる。彼かれには、今、気にかかることがひとつあった。

　それは、一年以上も連れん絡らくさえ取れていない父親の存在だ。

　──父は、母のことについてどれだけ知っていたのだろうか？




凛々花：（少し寂さびしそうに）お父さん、あんまりわたしたちに関わらないしね……。

風見：ふうん。ま、斗月くんたちのお父さんなら何か知ってるかもしれないね。

斗月：……聞いて──いや、調べてみないとわからん。

キョウ：鷺乃宮家も微び力りよくをつくさせてもらうぞ！

斗月：…………ム。助かる。──メイド長、あんたにも聞きたい。

ＧＭ：「はい、なんなりと」

斗月：…………あんたが、凛々花が『花嫁』だと知っていたのはなぜか、教えて欲しい。手がかりになるかもしれん。

ＧＭ：「そう仰おつしやられると思っておりました。……こちらを」と、彼かの女じよはいくつかの資し料りようを斗月に差し出します。オープニングのマスターシーンで見ていたものです。

凛々花：あれか……！

斗月：…………ム。これは？

ＧＭ：「御ご前ぜんが集めておられた資料でございます。若わか君ぎみにお渡わたしした指輪も、この中から発見したものですわ」




　およそ白しら鷺さぎ市で起こったことで、鷺乃宮が把は握あくできないことなどない。

　御前の資料には、凛々花の母のこと、そして凛々花のことさえ書かれてあった。オーヴァードではない凛々花がもし覚かく醒せいしたならば、彼女が花嫁になるであろうことも、だ。




凛々花：御前は気づいてたのね……。

風見：動くのも時間の問題だったってことかあ。危あぶなかったね。

ＧＭ：「ええ。ですが凛々花様のことが他の神使いに知られるのも時間の問題です。皆みな様さま、くれぐれもお気をつけあそばしますよう……」

キョウ：そこなのだが、余にひとつ提案がある。

凛々花＆斗月＆風見：提案？

キョウ：これからきっと、神使いが攻せめてくるであろう。だが、余は凛々花を護り抜ぬきたい。みなはどうだ？

斗月：…………ム。言うに及およばず、だ。

風見：もちろん。会長はキョウくんと凛々花くんを結けつ婚こんさせる特別顧こ問もんだものね？（笑）

ＧＭ：「よろしくお願いいたします、風見様」

キョウ：たのもしいぞ！

凛々花：そ、それまだ有ゆう効こうだったの!?（笑）

風見：はっはっはっ、任にんを解とかれた覚えはないからね。

凛々花：ううう……（笑）。でも、わたしも護られるばかりじゃない。ちゃんと自分の身を護りたいし、みんなの力にもなりたいよ。

キョウ：うむうむ、みなの心は同じというわけであるな。──では！




　ぽん、と膝ひざを打ち、キョウは高らかに告げる。

「今日からみなは、余と一いつ緒しよにここに住むがよい！」




凛々花：ここって……鷺乃宮のお屋や敷しきに？

キョウ：無む論ろんだ！

ＧＭ：そう来たか……。面白い、それは想定外だった（笑）。

斗月：…………ム。確たしかに守るにはそれが好都合……。だが、道場が……（笑）。

キョウ：道場ごと引ひっ越こせばよい！（爆ばく笑しよう）

風見：空くう輸ゆしてもらえばいいんじゃない？（笑）

凛々花：空輸って！

斗月：…………ム。わかった、その提案、受けよう。

凛々花：お兄ちゃんー!?（笑）

風見：いいの？　きっと夫ふう婦ふで同じ部屋だよ。

凛々花：夫婦じゃないよ！（笑）

ＧＭ：「いえ、おふたりはまだ未成年です。そこは節度を保たもっていただきます」

斗月：…………ム。いいことを言うな、メイド長。

風見：あ、そこは倫りん理り的てきだった。

斗月：道場には…………ここから通うか。

凛々花：え？　いや、あの、お兄ちゃん？　ほんとに住むの？

ＧＭ：「お部屋は早速用意させますわね」と、アンナはすぐに動き始める。

風見：もう会長は勝手に部屋決めとかはじめてるよ（笑）。

凛々花：じ、実はまだ現げん実じつをあんまり把は握あくできてないの（笑）。えええええ？（笑）

キョウ：うむうむ。それにしても………ひとつ屋根の下、か（一同爆笑）。

凛々花：キョウく────ん!!（笑）




　こうして、四人は揃そろって鷺乃宮本家に住むこととなった。

　これから先、ひとつ屋根の下でどのような騒そう動どうが起こっていくのだろうか──。







◆Ending 03◆ＵＧＮからの使者、ふたたび


Scene Player ─── 雲雀風見






　ミッショネルとの戦いから丸一日が過すぎた。

　ひとまず、平へい穏おんな日にち常じようを過ごすことはできそうだ。

　そんな昼下がり。風見が雑ざつ事じをこなしていると、不意に生徒会室の扉とびらが音を立てて開いた。




ＧＭ：では、次のシーンです。まずは会長に登場してもらいます。

風見：お、そうなんだ。りょうかーい。

ＧＭ：戦いの翌よく日じつ、場所は学校です。あなたが生徒会室で雑事をしていると、大きく扉が開いて入ってくる人物があります。

風見：ふむ。……あのおでこちゃんかな？　視し線せんを下にするよ（笑）。

ＧＭ：は、ご名答です。




「……よく、わたしが来るとわかりましたね」

　広いおでこをきらりと光らせ、少女──ＵＧＮのエージェント、加か賀が美みあいは風見を見上げていた。




風見：はっはっはっ。で、なんの用かな？

ＧＭ：「あなた方にあらためてお話がしたいと思いまして。学校なら、あなたに当たるのが一番でしょう？」

風見：ま、そりゃそうだね。

ＧＭ：「では──お手数ですが、他のお三方も呼よんでいただけますか？」

風見：なるほどねー。んじゃ、呼んだげよう。キョウくんたちに連絡するね。

ＧＭ：「ありがとうございます。私としても学校が一番話しやすいもので……」

斗月：…………ム。まあ、鷺乃宮本家はまず入れそうにないからな、こいつ（笑）。

キョウ：セキュリティは万全なのだぞ。それはともかく、呼ばれれば現あらわれるぞ。

凛々花：わたしも一いつ緒しよに来ますね。会長、呼びました？

斗月：…………ム。俺も同じタイミングで来よう。

風見：じゃあ、会長はこの子のおでこを鏡代わりにして化け粧しよう直ししてる（笑）。

凛々花：鏡を使えば良いじゃない！（笑）……あ、ＵＧＮの人。

ＧＭ：「ど、どうも、その節は」

キョウ：お主、こんなところで何をしておる？

斗月：…………会長、どういうことだ。

風見：なんか話しておきたいことがあるんだって。そうだよね、おでこちゃん。

ＧＭ：「あ、はい。……みなさん全員に、忠ちゆう告こくというか、お願いというか、確認というか」

キョウ：ふむ？

斗月：…………ム。言ってみろ。

ＧＭ：「では──」ごほん、と咳せき払ばらいをひとつして、彼女は言う。「ＵＧＮとしては、オーヴァードとはいえ一いつ般ぱん人じんのあなた方に戦せん闘とうを行ってほしくありません」

キョウ：そうは言ってものう……。

凛々花：うん……。もう巻まき込こまれちゃってるようなものだし。

ＧＭ：「そこで、提案に来たんです。ＵＧＮのイリーガルとして、我われ々われに協力する気はありませんか？」

キョウ：いりーがる？

ＧＭ：「はい！」と得意げに胸むねを張はります。




　ＵＧＮイリーガル──つまりＵＧＮに所しよ属ぞくはせず、協力者として戦うオーヴァードだ。

　彼女はそのメリットを声こわ高だかに話し続ける。




ＧＭ：「ＵＧＮが全面的にバックアップするのですから、戦せん闘とうの痕こん跡せきの隠いん蔽ぺい、一般人の記き憶おく操そう作さなど、無用の混こん乱らんを避さけられますよ！」

凛々花：……それって、「協力しないとそういうことはしないぞ」ってことなの？

ＧＭ：「あ、いえ……無用の混乱を避けるのはＵＧＮとしての大だい前ぜん提ていですので、そこは精せい一いつ杯ぱい努めるんですけどね」

風見：勝手に戦ってたら勝手に後始末してくれそうな気がしてきたよ（笑）。

ＧＭ：「で、でもでも！　ＵＧＮの組そ織しき力りよくは世界規き模ぼです！　そのバックアップがあるとなしとじゃ大おお違ちがいですよ？　あなた方はＦＨにも目をつけられてますし！」

斗月：……金獅子騎士団、か。

キョウ：ふむ……。

ＧＭ：「よーく考えてください。東雲とは手を切り、『神性婚礼』などには参加せず、我々ＵＧＮとともに、オーヴァードとして正しく生きて行こうじゃないですか！」

一同：…………（顔を見合わせる）。




　拳をふるって熱弁するあい。その言葉はすべて善意から来ているのだろう。

　──だが、キョウたちにはそれを容れられない理由がある。




キョウ：すまぬが、お主の提案は吞めん。

ＧＭ：「え、ええええええ!?　なんでですか!?」

キョウ：理由ができてしまったからな。余はこの戦いに勝ち抜かねばならんのだ。

斗月：……（頷いて）ム。

風見：そういうことなんだよねー。

凛々花：保護してくれる、って気持ちはありがたいけどね。

ＧＭ：「え……本気ですか？　あの、神性婚礼に参加するってことは、ＵＧＮからも戦せん闘とう行こう動どう停止のために手段を講こうじざるを得なくなるんですよ？　敵てきだらけですよ!?」




「あなたたちは、世界の敵になるつもりなんですか!?」

　あいは必死の声でキョウたちに告つげる。オーヴァードとして目覚めたばかりの少年たちを、このまま東雲と同じような立場にはできない、それが彼女なりの正せい義ぎ感かんなのだ。

　だが、キョウの決意は固かった。




キョウ：もう、決めたことなのだ。

凛々花：……うん。

斗月：…………ム。乗りかかった船だからな。

風見：そういうこと。

ＧＭ：「え………」と、あいはおでこを光らせながらおろおろしています。

キョウ：そもそも、ＵＧＮに協力したら東雲と敵てき対たいせねばならんしな。

ＧＭ：「彼の遺い産さん破は壊かいは各地に被ひ害がいを及およぼしてるんですよ!?　あの男を放置することなんてできませんよ！」

キョウ：だが、東雲は余たちの仲間なのだ。

斗月：…………ム。そうだな──ＵＧＮとやらより、俺たちは彼に何度も助けられている。

凛々花：うん。──だから、東雲さんを敵てき視しするあなた達に協力はできない。

ＧＭ：「みなさんは知らないんですよ、あの男がどれだけ危き険けんか！」

風見：でも、キミも会長たちや東雲についてそんなに知ってるわけじゃないよ。いや、ＵＧＮが、かな？　──だからこの話はこれでおしまい。つまみ出しちゃえ（笑）。

ＧＭ：「ちょっと！　まだ話が！　あー……！」（笑）

凛々花：会長、追い出しちゃった（笑）。

ＧＭ：では、おでこちゃんこと加賀美あいは「後こう悔かいします、きっと後悔しますよ！」と泣きながら去っていきます（笑）。

斗月：…………ム。これでＵＧＮとやらとは完全に敵対するな。

凛々花：いいの、会長？　わたしは──東雲さんには助けてもらってるし、裏うら切ぎりたくないから、うれしいけど。

風見：いいのいいの。

斗月：…………ム。そうだな、東雲にはあれだけ恩おんを受けている。軽けい々けいには裏切れまい。

キョウ：余も東雲には不ふ義ぎ理りしたくないからな！

風見：そうそう。それに財ざい力りよくなら負けてないよ、きっと（笑）。

キョウ：うむ！　金ならあるぞ！（笑）




　こうして──なりゆきとはいえ、キョウたちはＵＧＮと敵対することとなった。

　どこにも所属せず、ただ個こ人じんとして、苛か烈れつな戦いを続けていくことを選んだのだ。

　この先、どのような運命が待つのか。それはまだ、誰だれにもわからない。







◆Ending 04◆理由


Scene Player ─── 藤堂凛々花






　急な引ひつ越こしの提案。鷺乃宮のお屋敷で一いつ緒しよに暮くらすなんて、誰が想そう像ぞうするだろうか？

　だが、今の自分の状じよう況きようを考えるとベストな提案とも思える。

　引越しの片付けをひと段だん落らくさせて、凛々花はほう、と息をついた。




ＧＭ：次のシーンは、キョウと凛々花で会話を想定しています。シチュエーションとしては、引越しがひと段落したぐらい。

キョウ：おお、愛を語るのだな！（笑）

凛々花：愛かどうかはわかんないけど、会話はしておきたいよね（笑）。

キョウ：うむ。ちなみに、凛々花の引越しなら余も手伝うぞ。

凛々花：あ、ありがとう。

斗月：……メイドがやってくれそうな気もするが（笑）。

風見：そこはメイドも気を利きかせるんだよ、きっと。

ＧＭ：大分片付いた頃ころには、メイドたちはいつしかいなくなり。

凛々花：空気を読まれた!?（笑）

キョウ：どうだ、凛々花。なにか不自由なことがあれば言ってくれてよいぞ。

凛々花：あ──うん。なんか、思ったより色々用意してもらっちゃって……。

キョウ：なに、気にするな。食にも困こまらんぞ！

斗月：…………すごい説得力だ（笑）。

キョウ：霜しも降ふり肉にくもたくさん出るぞ。健康には気をつけたほうがいいがな！（一同爆笑）

風見：肉ばっか食べてちゃダメだからね（笑）。

凛々花：えっと……そうだね。用意してもらうばかりじゃなくて、ここのメイドさんたちにもちゃんと料理を教わったりしたいな。

キョウ：（目を輝かがやかせて）それはまさか、余の、ために……！

凛々花：……ま、まあ、作ってあげるくらいはするけどね（笑）。

キョウ：おお！　楽しみにしておるぞ！

凛々花：あはは……。




　無む邪じや気きに喜ぶキョウを見ていて、凛々花はひとつ気になることを思い出した。

　ずっと聞こうと思っていて、聞く機会を逃のがしていたこと──。




凛々花：ねえ、キョウくん。聞きたいことがあるんだけど。

キョウ：うむ、なんなりと聞くがよい。

凛々花：ずっと不思議だったんだけど──。




「キョウくんは、わたしのどこがそんなにいいの？」

　恥はずかしさに頰ほおを染そめ、目をそむけたまま、少し早口で凛々花が言う。



















凛々花：なんで……そんなに、わたしを好きになってくれたの？

キョウ：そのことか……。

凛々花：う、うん…………。

キョウ：……最初はひと目め惚ぼれでな。心臓を矢でグサッと射い貫ぬかれた気分になった。

凛々花：……そう、なんだ。

キョウ：だが、今はまったく違ちがう！　わかるか凛々花！

凛々花：（ふるふると首を振ふって）……わかんない。

キョウ：そう！　余にもわからんのだ！（一同爆笑）

凛々花：へっ？

キョウ：とにかく、凛々花のことが好きなのだ！　好きで好きでたまらぬぞ！

凛々花：（俯うつむいて）……そ、そっか。

キョウ：なので、時間をくれぬか。ちゃんと言葉にできる理由、考えておく。

凛々花：──（消え入りそうな声で）わ、わかった。




　理由などわからないが、とにかく好きでたまらない──。

　快かい活かつな笑えみでそう言うキョウに凛々花は一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られるが、その笑顔を見ていると無む性しように気き恥はずかしく、顔が熱くなってくるのを感じていた。







◆Ending 05◆夜が来る


─── Master Scene






　鷺乃宮キョウ、そしてその仲間は説せつ得とくに応おうじず、敵対することとなった──。

　そのことを報ほう告こくすべく、ＵＧＮエージェント・加賀美あいはとある部屋の扉の前に立っていた。




ＧＭ：では、最後にマスターシーンを入れてます。あなた方がＵＧＮと敵対する、ということを加賀美あいが上に報告、というシーンになります。

キョウ：お、次回への引きだな！

凛々花：上に報告かあ。もう完全に敵視されちゃうね。

ＧＭ：「し、失礼します」あいはいささか震ふるえる声で扉とびらをノックする。「入れ」という男の声が聞こえると、彼女は恐る恐るという感じで扉を開け、中に入ります。

斗月：……ム。なんか随ずい分ぶん恐きよう縮しゆくしてるな。

風見：説得失敗したから怒られるのびびってるんじゃない？（笑）

ＧＭ：部屋の中で待っているのは、サングラスの下に鋭い眼がん光こうを隠した白人の男──ＵＧＮ中枢評議員、〝ミリオンサンズ〟アッシュ・レドリックです。

斗月：ミリオンサンズか！




　アッシュ・レドリック。ＵＧＮのトップ、一二人の中枢評議員のひとりであり、その中でも改革派と呼ばれるタカ派の急先鋒である。

　ＵＧＮ内でも大物中の大物を前にして、あいは完全に恐縮していた。

「報告を」

　アッシュがシンプルに用件だけを伝えると、あいは見るからに慌あわてふためきながら、今回の顚てん末まつを説明した。

　白鷺市の四人のオーヴァード──鷺乃宮キョウ、藤堂凛々花、藤堂斗月、雲雀風見は、ＵＧＮへの協力は拒きよ否ひ。

　神性婚礼にも参加し、また東雲とも手を切るつもりはないと断言したことである。

　報告を聞き、アッシュ・レドリックはふむ、と面白くもなさそうに頷うないた。




ＧＭ：「なるほど。では、彼ら──そして鷺乃宮家は我々ＵＧＮと完全に敵対することを選んだわけだ」と、アッシュは顔の前で手を組み、確かく認にんするように言う。しばらくの間を置き、「……はい」とあいが頷く。

凛々花：こ、これは怖いだろうなあ……。

斗月：ＵＧＮでも大物中の大物とサシだからな……。

ＧＭ：「我々と敵対し、神性婚礼への参加──遺い産さんの所有者による戦せん闘とう行こう為いを続けるというのであれば、連中を暴ぼう走そうした遺産として扱あつわねばなるまい」

凛々花：ぼ、暴走した遺産……。

キョウ：ひどい言われようではないか。

ＧＭ：「そ、それは……」あいは思わず口ごもるのですが、アッシュは構わず続けます。「ならばそれなりの対処というものがある」




「──ナイトフォールを白鷺市に派は遣けんする。遺産の相手は専門家にやってもらうとしよう」

　唇の端をわずかに吊つり上げ、アッシュ・レドリックは静かな宣せん戦せん布ふ告こくを行った。





───to be continued.









　　　　あとがき




　──結けつ婚こんしたほうがいいのか、それともしないほうがいいのか、と問われるならば、わたしは「どちらにしても後こう悔かいするだろう」と答える。（ソクラテス）




　──女は結婚前に泣くが、男は結婚後に泣く。（ポーランドのことわざ）




　などなど。結婚に関することばを調べていると、なんだか悪意にあふれたものが多いように感じるのは気のせいでしょうか。

　いや、もっとポジティブだったりリリカルなものも多いんですけどね？




　　　　＊　　　＊　　　＊




　というわけで、ごきげんよう。加納正顕かのう・まさあきです。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・デイズ②　若わか君ぎみ[image: †]求きゆう婚こん』、いかがでしたでしょうか。

　タイトルどおり、今回は「結婚」というものをテーマにお送りしております。それもこれも、記念すべきシリーズ第一巻かんにおいて、岡本信彦おかもと・のぶひこ氏演えんじる主人公・キョウのひと言──




「嫁よめになれ！」




　のインパクトを活かそう、という着想から始まりました。冒ぼう頭とうのネタから始まり、起こる事じ件けん、襲おそい来る敵てきや邂かい逅こうすることになるＮＰＣ、すべてが結婚というキーワードに結びついております。これ以上はネタバレになりますので、詳くわしくは本文をご確かく認にんください。




　本文中でも触ふれておりますが、本書はもうひとつのシリーズ、『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・ナイツ』とリンクしています。

　もちろん、本シリーズだけでもお楽しみいただけるようになっていますが、ナイツも併あわせてお読みいただくと楽しみが倍ばい増ぞうするかと思います。今後どんどんリンクは深まっていきますので、ぜひともお楽しみを。

　本書発売の翌よく月げつには、ナイツ二巻かんが発売の予定です。




　今回で、キョウたちには明めい確かくに戦わねばならない理由ができました。そのために、成り行きとはいえ本来は正せい義ぎの組そ織しきと言えるＵＧＮさえ敵に回してしまいました。

　神殺しの力を持つキョウ、そして仲間たちを過か酷こくな戦いが待ち受けるのは想そう像ぞうに難かたくありません。そう──ＵＧＮからは、遠からず『遺い産さん』に関するミッションを請うけ負おうエリートチームが派は遣けんされることでしょう。

　果たして彼らの運命やいかに。次回までしばらくお待ちくださいませ。




　最後になりましたが、本書に関わった皆みな様さまにお礼を。

　プレイヤーの皆様、いつもありがとうございます。『デイズ』シリーズは半ば以上あなた方に紡つむいでもらっています。シナリオの相談に乗ってもらった小太刀右京先生、ありがとうございます。富ふ士じ見み書しよ房ぼうおよびＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．をはじめとするスタッフの皆様、そして今回も最高のイラストをつけてくださった片かた桐ぎりいくみ先生、そしてなにより、最後まで読んでくださった読者の皆様に最高の感かん謝しやを。




　それでは、次巻でまたお会いしましょう。
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